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この報告書 は,日 本 自転車振興会か ら競輪収益 の一部 である機械工業振

興 資金 の補 助 を受 けて昭和56年 度 に実施 した 「情報化 の推進 に関す る調

査研究」 の一環 と して成 果を とりまとめた もので あ ります。
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は じ め に

最近 の 我 が国 の情報 化 を特徴 づけ る もの と して,従 来 の 事務 の合 理 化 とい う

概 念 を越 え て 広い 意 味 で ナ フィスの 情報化 をは か るい わ ゆ る オ フ ィス ・ナ ー ト

メー シ ョンが徐 々に浸 透 す る兆 しが 見 られつ つ あ る。 特 に,最 近 の ナ フ ィス ・

コン ピュータ の普 及 は 目覚 ま しい ものが あ り,コ ン ピュー タ を利 用 した 情報 シ

ステ ム化 が今 後 も一 層 進 展 す るで あ ろ うと期 待 され る。 この よ うな 変化 に対応

す るた め中小 企業 にお い て も コ ン ピュータ を利 用 した情 報 シス テム化 を進 め る

必要 が ある と思 われ る。

そ こで本事 業 では,中 小 企業 にお け る情報 化 推進 の一環 と して 最 近 の急 成 長

産 業 で ある外食 産 業 を モデ ル業 種 に選 び,同 業 界の経 営 管 理体制 の近代化及び合

理 化 を狙 い と した情 報 シス テ ム化 の調 査 研究 を実施 した 。

本 報 告書 は,こ の外 食 産 業 にお け る情 報 シス テ ム化 の調 査 研 究 成果 を と りま

とめた もの で あ る。

本報 告 書 が外食 産業 の み な らず各 方 面 に利 用 され 我 が国 情 報 処 理 産業 の一 助

と して寄 与 す るこ とが で きれ ば幸 い で あ る。

最 後 に,本 調 査 研究 に ご尽 力,ご 支援 を賜 わ った委 員 な らび に 関係 各位 に心

か ら感 謝 の意 を表 します。

昭和57年3月
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1.情 報 シス テム化の必要性 と意 義
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1.情 報 システム化 の必要 性 と意義

我が国の中小企業では,積 極的に経 営の合理化 ・近代化等 が進め られ 産業構

造 の変化 に対応 して きてい るが,石 油危機以後長期的 な不況 や為替相場 の変動
o

の影 響 は未 だ 中小 企業 に色 濃 く残 って い る。

一 方
,消 費者 ニーズ の 多様化 等 の需 要構 造 の 変化 も著 し く中小 企業 を取 り巻

く環 境 は 構造 的 に大 き く変 化 して きて い る。

この よ うな厳 しい環 境 下 に 中小 企 業 が 今後 と も発 展 を遂 げ てい くた め には,

これ らの経 済 環 境 の変化 に 対 応 で きる企 業 力 を育 成 す る必要 が あ る。

中 小 企 業 に お い て もこの よ うな課題 に 対処 し,安 定 成 長 を遂 げ るた め には経

営 の あ ら ゆ る面 で情報 シス テ ム化 を推 進 す る こ とが不 可欠 とな って い る。 この

よ うな情 報 シ ス テム化 を推 進 す るのに 不 可欠 な ツール と して コン ピュ ータ の役

割 は極 めて 重 要 で あ る。

最 近 では,ナ フ ィス ・コ ン ピュー タの普 及 は 目覚 しい もの が あ り,中 小 企 業

に おけ る情 報 シス テ ム化 も急 速 に広 が って い る。 これは 近年 に な って コン ピ ュ

ータ が一 段 と低価 格化 し,性 能 が向 上 した こ とが 最大 の 理 由 で ある。

中小 企業 向 け と称 す る超 小型 コン ピ ュータ又 は 小型 コ ン ピュータ を導 入 して

い る中 小企 業 者 の利用 実 態 は あま り明 確 で ない が,通 産 省 の調 査 に よ る と昭 和

55年6月 末現 在 我 が国 に● け る超 小型 及 び小 型 コン ピュ ータ の実働 台数 は,

63,719台 で あ る。(通 産 省 「電 子 計算 機 納 入 下取 調 査 」 に よ ると昭和55年

6月 末 現 在 の実 働 台数 は,超 小型 コ ン ピュ ータ42,161台,小 型 コンピュータ

21,558台 と な って い る。)

す なわ ち,我 が国 に おい て 実働 してい る コン ピュ ータ総 数75,069台 の 約

85%が,超 小 型 及 び小 型 コン ピュータ だ とい うこ とに な る。 この 割合 は,中

小 企 業 に お け る コ ン ピュー タ導 入 が 急 速 に進 ん でい る こ とを意 味 して い るが,

情 報 シス テ ム化 の 進展 度 合 は 大企 業 に比 べ る とまだ大 きな 隔 た りが あ るの が現

1



状で ある。

特 に我が国の外食産業界は,一 般的には急速に発展 した産業 界で あるが,そ

の反面経営内部におけ る各種管理面が未 だ零細かつ非近代的産業 で あり,数 多

くの問題点 を抱えている。

し右が って経営管理体制 を確立す るた めに も情報 システム化 を進 め る必要性

がある。

そこで中小企業における情報化推進 の一環 と して,最 近 の急成長産業 である

外食産業 をモデル業種 に選び,同 業 界の経 営管理体制の近 代化及 び合理化 を狙

い とした情報 シス テム化 について調査研究等 を行 い,中 小企業における情報 シ

ステム化 の推進に資す ることを目的 と し,本 調 査研究 を進 めることと した。

一2一



外食産業の概要
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2.外 食 産 業 の 概 要

2.1外 食 産業 の現 状

(1)外 食産 業 の地位 と特 徴

① 外食 産業 の地 位

外食 産業 は,我 が国 の 産業 の 中 で どの よ うな地位 を 占 めて い るか,粗

付 加価 値 額 と就 業 者 数 につ い て み る と,

外食 産業 全体 の粗 付 加価 値 額 は,付 加 価 値率 を50%(中 小 企 業 庁

「53年 度 中小 企 業 の 原価 指 標 」)と す れば,53年 は6兆1,830億

円 と見 込 まれ,当 年 の国 民総 生 産 は 約205兆 円 で あ るの で,そ の3%

に相 当 し,1つ の産 業 分野 を形 成 して い る(表2-1)。

就 業 者 数 は,商 業 統 計 に よる と239万 人 とな ってfoり,我 が国 全 体

の 就 業者5,850万 入 に対 し4.1%に 相 当 し,こ れ に商 業 統 計 に含 まれ

ない集 団給食 等 を加 え る と相 当 な雇 用吸 収 力 を有 して い る。

表2-1.外 食 産業 の国 民経 済 上 の地 位(昭 和53年)

国内総生産 就業者数 国内総生産 就 業者数
〔1 (10億 円) (万 人) (10億 円) (万 人)

合 計 204,976 5,850 製 造 業 59,351 1,431

(100.0) (100.0) (29.0) (24.5)
外 食 産 業 6,183 239 食料品製造業 6,861 138

(3.0) (4.1) (3.3) (2.4)
農 林 水 産 業 9,811 837

(4.8) (14,3)

(出 所)外 食産業は通産省 「商業 統計」及び農林水産省 試算,そ の他は経 済

企画 庁 「国民経済計算」

(注)1.国 内総生産は全外食産業,就 業者数 は通産省 「商業統計」 に よる営業

給食

2.()内 は構 成比
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次 に,外 食 産業 と他 産業 の比 較 をす る と,生 産 額 にお いて は ほ とん ど

の産 業 が外 食 産業 を上 回 るが,付 加価 値 額 でみ る と約4兆 円 で 自動車,

食 料 品 製 造 業 に匹 敵 し,鉄 鋼,石 油化 学,繊 維 及 び 家電 等 を上回 って い

るo

また,従 業 員 でみ る と,飲 食 料 品小 売業 の1.1倍,食 料 品小 売業 の2

倍 に相 当 し,ど の製 造業 の従 業 者 を も上 回 って い る。 日本 全 国の 勤労 者

が5,800万 人 で あるか ら外 食 産 業は そ の約4%に 当 り,日 本 産業 の雇

用 構 造 面 か らみ て も大 きな地位 を 占め て い る(表2-2)。

表2-2. 外食産業 と他産業 の比較(昭 和50年)

生 産 額{付 加価値
`

従業者

外 食 産 業
億円

6兆8,200 4兆 翻
千 人

2,257

商 業 30兆4.500 20兆3,700 10,083

サ ー ビ ス 業 43兆5,500 26兆1,400 8,296

家電 ・電子機器
など 8兆2.600 13兆1,100

[

939

自 動 車 12兆2,600 14兆760 653

食 料 品 19兆1,300 4兆5,700 1,266

繊 維 8兆9,200 2兆4,400 1,717

紙 パ 4兆6,200 1兆2,000 352

石油化学 ・製品 10兆1,800 2兆2.500 163

鉄 鋼 17兆6,800 3兆L900 557

卸 売 業

食料 ・飲料卸売

小 売 店

飲食料品小売業

飲 食 店

(出所)

(注)(

(出 所)日 本長期信用銀 行 ・調 査部

(注)1生 産額,付 加 価値 一産 業連関 表より作成

た だ し外食産 業は,売 上 高xO.6を 付加 価

値 と した。

2従 業者 ～事 業所統計

3サ ー ビス業 に飲食店販 売額 を含む。

曄 膜 臓 又`摘 暦数㈲ ■蹴 額(1㊥)222
,635(3,264)■ 従業EQ数(千 人}

340・430(55)⊂ コ3 .519(156)
46・528(8)1 .613.810(262.)5.579(247)

733.Ol2↓119).16,587(243)

615,772(100,6.821(100}

「商 業 統 計51年 版 」

)の 数 字 は 飲 食 店 を100と した 場 合

図2-1.卸 売 業 と 小 売 業 の 比 較

2,261(100)
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30ヲ医4,487

37兆0,800

■付加価値(億 円,

2兆7,220

5iltSO,073

4兆5.7CO

2兆3.139

1ヲ ヒ1,994

8.544

3兆1.854

17…1ヒ2,473

口
23兆4,180

目従業員(千 人)

12,257

10,083{{1

幻
]134

1,717

7,792

_一653

=====コ1,2柘
会

コ352

]130

1546

(注)生 産額,付 加価値は産業連関表,従 業者は事業所正統計,商 業の生産額は.マ ージン額である。

図2-2.他 産 業 と の 比 較(昭 和50年)

② 外食 産業 の特 徴

外食 産業 は,従 来,飲 食 店 と呼 ば れ,現 在 も 「日本 標 準 産業 分類 」 で

は飲 食 店 と して位 置 づけ され て い るが,そ の特 徴 につい て み る と,

第1に,企 業 的経 営 手段 を持 た な い圧倒 的 多数 の 零 細生 産 的 企 業 と,

チ ェ ー ンオ ペ レー シ ョンな ど近 代的 経 営 シス テム に よ り産業 化 を進 め る

少 数 の企 業 が併 存 す る企 業 構造 を有 して い る。

第2に,外 食 産 業 は,い くら産 業化 が進 ん で も他 の サ ー ビス 産業 と同

様,労 働 集 約性 と労働 生 産性 の向 上 の 困難 さは宿 命 的 な もの で あ り,こ

の た め,総 原価 に 占め る人件 費 の割合 をみ ると,製 造業 は20 .9%,卸

売 業 は5.9%,小 売業 は12.7%で あ るの に比 べ,外 食 産 業は37.0%

で あ る(表2-3)。

また,労 働 生 産性 を商業 統 計 に よ りみ ると,外 食 産業 は1人 当b約

190万 円 で あb,全 産業 平 均348万 円 の54%に しか相 当 しない

(表2-4)。

第3に,生 産 と販 売 及 び消 費 が 同所 で直結 して行 われ る。 利 用客 の注

文 を受 け て は じめて 生 産 が行 わ れ る の で計画 見 込生 産 が で きない。 これ

が 低生 産性 の要 因 の1つ とな って い る。

第4に,多 品 目,少 量 販 売 で ある。 これ は 多様 化 す る消 費者 ニ ーズ に

対 応 す るた あ 多種類 の メニ ュー を揃 え な け れ ば な らないか らで あ る。 こ
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表2-3. 総原価 に占め る人件

費の割合

表2-4.労 働 生 産性 の推 移

貝 田」口

(昭 和53年 度)
労働生産性 年 率(%)
(千 円/人)

(53年) 45～49年 49～53

産 業 割 合(%)全 産 業
3,484
(100)

15.1
(5.9)

9.1
(3.7)

製 造 業 20.9外 食 産 業 1,896 13.4 10.3

卸 売 業 5.9 (54) (△0.8) (2.1)

小 売 業
外 食 産 業

理 容 業

ク リー ニ ン グ 業

公 衆 浴 場 業
'一

12.7製 造 業

37.0

682卸 小 売 業

54.1 サ ー ビ ス 業

43.0

4,149
(119)
2,865
(82)
2,541
(73)

12.2

(5.8)

18.0

(6.8)

.15.2

(1.0)・

9.6

(7.5)

5.5

(3.0)

8.9

(△2」)

興 行(映 画館) 30.8-(出 所)外 食産業は通産省 「商業統計 」及び総理府

旅 館 業 27.6 「消費者物価指数」,その他は経済企画庁「国

(出所)中 小企業庁 「中小企業の原価指標」 民経済計算」により作成

(注)労 働生産性欄の()内 は全産業を100と す

る指数,年 率欄の()内 は実質の伸び

の た め,仕 入 れ食 材 め種類 は 多 くな り合理 化 が 困難 に な る。

第5に,立 地 に依 存 す る面 が極 め て強 く,立 地 い かん に よb業 績 が左

右 さ れ る。

第6に,新 規 参入 が容 易 で あ る。 少額 の資本 と調 理技 術 が あれ ば簡 単

に 開業 で きる。

第7に,従 業 員 の定着 率 が極 めて 低 い。

以 上 の よ うな特 徴 を持 って い る。

② 外 食 産業 の規模

① 市 場 規模

外 食 産業 の規模 に つい て は,現 在,完 全 なデ ータは な く,い ろい ろの

数 値 が発 表 され てい るが,従 来 か らの 推移 をみ るた め には,通 産 省 の商

業 統 計 が適 切 で あ る と考 え られ るの で,こ の統 計 に よ り外食 産業 の規模

につ い て み る こ と とす る。

なお,商 業統 計 は,昭 和27年 以来2年 ごとに実 施 さ れ,調 査年 の翌

年 に速 報 と して 公表 され て い るが,51年 以 降 は3年 ごとに実 施 され る

こ と とな り,現 時点 での最 新 デ ータは54年5月1日 現 在 の もの で あ る。
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ま た,同 統 計 には集 団 給食,旅 館 ・ホ テル,船 車 内,機 内食 等 は含 ま

れ て い ない の で 注 意 す る必 要 が あ る。 また,53年 か らは 調 査 の都 合 で

バ ー ,キ ャバ レー,ビ ヤ ホ ール等 の風 俗 営業 に係 る従 業 員 数 及 び販 売額

は調 査 され て い な い の で,農 林 水 産省 の推 定 した数 字 を用 いた。

9兆 円

8兆 円

円

円

円

円

円

円

円

k
』

k
●

k
●

k
>

k
輪

ヒ

k
】

4
つ

ヲ

{
フ

オ

4
フ

4
フ

4
つ

93.120

68.08570万 店

60万 店
つ年 間 販売 額(億 円)

50万 店
47,970

40万 店

32.013
30万 店

23・80220万 店

16.780

11.73010万 店

200万 人

leo万 人

41年43年45年47年49年51年54年41年43年45年47年49年5!年54年41年43年45年47年49年51年54年

図2-3.飲 食店 の10年 間 の成 長(昭 和41年 ～54年)

54年 の商業 統 計(表2-5)に よる と,飲 食店 の総 数 は73万7千

店 で,前 回 調査(昭 和51年)に くらべ12万1千 店(19.6%)の 増

加 とな ってい るo

なお,昭 和55年 の売 上 高は 約14兆 円(前 年 対比5.4%増)と 推 定

され(風 俗 営 業 を除 くと約12兆 円),自 動 車,家 電産 業 に匹 敵 す る規

模 とな って い る(図2-4)。 ま た,こ の 売 上高 が食 料 消費 全 体(こ ず

か い,企 業 交 際 費 を含 む)に 占め る割 合 は約4分 の1と 推 定 され る。

次 に,昭 和54年 の1店 当た り売 上高 を み る と(表2-6)約1,260

万 円 で(風 俗 営 業 を除 くと約1,350万 円)飲 食 料 品小 売店(約2 ,980

万 円)の2分 の1以 下 とな って い る。 これ は調 理,サ ー ビス等vatsい て,

小 売 業 に比 べ労 働 集 約 的 な面 の 強 い ことが影 響 して い るた め とみ られ る。
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表2-5.飲 食 店 の商 店数,従 業 者数,年 間 販 売額

商 店 敵 従 ※ ～† 数 年 間 販'発 額

産 業 分 類 別 完 敗 構 成 比 増 減 率 実 数 構 成 比 増 減 率 実 数 構 成 比 増 減 率

51年 54{|三 51`}: 54年
51年

/49《r 年`1ら均

54年

/51{|・ 年 、{£均
51年 54年 51年 54年

51年

/4g年 年平均
54年
/5聞 年平均 51年 54年 51fF 54年

51年

/49年 年平均
54年
/51中 年平均

店 店 % % % % % % 人 人 % % % % % % 百万円 百万円 ,% 劣 % % % %

計 616,001 736,621 100.0 100.0 `3.8 6.6 19.6 8.0 2,260,3T1 一 100.0 一 1`.6 5.6 一 一
6.808.6鮪 一 100.0 一 ".5 20.2 一 一

計(パ ー,酒場等
を除 く。)

456,574 511,587 (100.ω (100』) 1t9 5.8 12.o 3.τ `,865,517 1,799,440 (100.0) 100.0 10.7 5.2 0.0 2.5 5,156,884 8,899,250 (100.0) 100.0 43.6 19.8 33.8 9.9

3L4 28.8 34.7 鵠.5

461食 堂.レ ス トラ ン 193,200 2H.892 (42.3) (4}.4) 9.5 4.6 9.7 3.0 789,572 846ρ63 (47.4) 47.0 9.2 4.5 7.2 2.3 2,624,293 3,481,8?6 (5α9〕 50.5 43」 19.6 32.7 9.6

・6"一鶴誌 除く.》
96,094 104,569

15.6
(21.0)

M.2
(20.4) 5.5 2.7 8.8 2.8 31U28 325,347

13.8

(18.?) 18.1 5.9 2.9 4.6 L5 與2,R85 1,063,139
12.4

(16.4) 15.4 40.9 !8.7 26」 7.8

5.6 4」 7.8 9.8

4612日 本 料 理 店 34⑳4 34,376 (7.5) (6.7; ll.2 5.5 0.5 0.2 175,983 181,121 (10.5) 10.〕 1L3 5.5 29 0.9 669,794 887,860 (13.0) 12.9 44」 20.0 32.6 9.6

4613西 洋 料 理 店 16,773 19,472
2.6

(3.7)
2.6

(3、8) 15.9 7.7 16」 5.0 132,731 152,080
5.8

(8.0) 8.4 10.6 5.2 14.6 4.5 548,924 74偏7
8.1

(1ρ6〕 10.9 44.1 20.0 36.6 10.6

中華料理店.そ 7.5 7.3 7.5 8.2

4614の 他の 東洋 料 理 46,129 53,475 (10.|) (1α5〕 15」 7.3 15.9 4.9 169,730 18?,515 (1α2) 10.4 12.4 6.0 10.5 3.3 562,690 781,310 (10.9〕 11.3 44.4 20.2 38.9 1L2

店
6.8 5.? 6.0 5.4

462そ ば ・ う ど ん 店 42,025 4!,693 (9.2} (&2〕 16.1 7.7 〈0.8 △0.3 134」78 140,738 (8,0) 7.8 17.1 8.2 4.9 L6 367,693 479,709 (7.1) 6.9 51.6 23.1 30.5 9.0

7」 6.6 6.8 9.0

463す し 屋 44ρ20 48,57} (9.7) (9.5) 10.5 5.1 10.3 3.2 154,315 156.曳)0 (9.3) 8.7 8.5 4.2 L4 0.5 611,702 795,079 (11.8〕 11.5 42.8 19.5 30.0 8.9

L8 1.2 3.2 3.9

464料 亭 10,877 9ρ28 (2.4) (L8〕 △6.2 △3.1 △17.0 △5.9 73,036 59,773 (4.4) 3.3 △6.1 △3」△18.2 △6.3 266,776 293,541 (52〕 4.3 21.4 10.2 10.0 3.1

・65㌫潟 ㍗ 「 7al69 122・369

12.7

(一)

16.6

(一) 16.9 8.1 56.5 15.6 418,251 一
18.5

(一)
.

_ 10.4 5.1 一 一 1,172,066 一
1?.2

(一 〕
一 42.5 19.4 一 一

132 13.9 7.8 7.1

466酒 場.ビ ヤホ ー ル 81,258 102,665 (一) (一) 20.6 9.8 26.3 7.9 !76・543
一 (一) 一 23.8 lL3 一 一 479,576 一

(一)
一 6L8 27.2 一 一

1?.3 19.4 16.2 13.3

467喫 茶 店 106,937 !42,965 (23.4) (27.9) 24.6 11.6 33.7 9.9 366,639 444,980 (22.0) 24.8 20.0 9.5
、21・4

6.5 905,656 1,342,569 (17.6) 19.5 54.1 24.1 48.2 13.6

9.7 7.8 6.6 5.6

469そ の 他 の 飲 食 店 59,515 57,438 (13.0) (11.2) 2.3 u ∧3.5 △1.1 147,837 15L386 (8.9) 8.4 4.9 2.4 2.4 0.8 380,764 506,476 (τ4) 7.3 35.8 16.5 33.0 9.?

(出 所)通 商産 業省 「商 業統計 」によ る。



(単位:億 円)

5,328

営 業 給食
71'361

繊 ・1帯{∴ ㌶
83

食生活 ・ 饒 静 旅㌔ ㌫

1,705

ナ イ ト ク ラ ブ

17,126

資料:外 食産業 総合 調査 研 究 セ ン ター(外 食 総研)の 推計

(注)※ 印 は,風 俗営 業 であ る。

(参 考)外 食 産 業 の 売 上 高 の 推 移 指 数

兆 億円

51年100,325(85,937)100(100)

54年132,812(111,401)132(130)

55年140,037(120,038)140(140)

資料:農 林 水 産省 及 び外 食 総研 の推計

(注)()内 は風 俗営 業 を除 いた売上 高 で あ る。

図2-4.外 食 産 業 の 市 場 規 模(推 計)(昭 和55年)
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表2-6.飲 食店 の1店 当 り年 間販 売額

産 業 分 類
1店 当 り年 間 販 売 額(千 円)

51年 54年
年間平均増加率

(%)

計 11,053 12,642 4.6

計(バ ー,酒 場 等を除 く) 11,295 13,486 6.4

食 堂,レ ス ト ラ ン 13,583 16,432 6.6

一 般 食 堂

日 本 料 理 店

西 洋 料 理 店

中 華 料 理 店,
その他の東洋料理店

8,771

19,582

32,727

12,198

10,167

25,828

38,495

14,611

5.0

9.7

5.6

6.2

そ ば ・ う ど ん 店 8,749 11,506 9.6

す し 屋 13,896 16,369 5.6

料 亭 24,527 32,515 9.9

バ ー
,キ ャ バ レ ー,

ナ イ ト ク ラ ブ
14,994 14・282 一1

.5

酒 場,ビ ヤ ホ ー ル 5,902
q

6,479 3.2

喫 茶 店
`

8,469 9,391 3.5

そ の 他 の 飲 食 店
6,398 8,818 11.3

(参 考)

飲 食 料 品 小 売業
22,630 29,790 9.6

資料:通 産省 「商業統計」

② 商 店 数

商 店数 につ い て み れば,最 近 の 商店 数 は 約74万 店(風 俗 営業 を含 む)

とな って い るが,そ ば,う どん,料 亭 等 の 伝統 的 な業 種 は 伸 び悩 み を示

して い る。 増 加 速 度 は40年 代の 年 率6.9%に 比 べ50年 代 は 鈍 化 して

い る(同4.4%)。 なお,料 亭 を除 く風俗 営 業は40年 代(同4.4%)
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表2-7.飲 食 店 の 分類 別商 店数 の 推移

昭和

41年 51年 54年

年平均増加率(%)

41～

51

51～

54

食 堂 ・ レス トラ ン

そ ば ・ う ど ん 店

す し 屋

喫 茶 店

そ の 他 飲 食 店

計

(57.4)
131,027

(15.0)
34,145

(9.8)
22,341

(11.9)
27,233

(5.9)
13,419

(100.0)
228,165

(43.2)
193,200

(9.4)
42,025

(9.9)
44,020
(24.0)

106,937

(13.3)
59,515

(100.0)
445,097

(42.2)
211,892

(8.3)
41,163

(9.7)
48,571
(28.4)

142,965
(11.4)
57,438

(100.0)
502,559

4.0

2.1

7.0

14.7

16.1

6.9

3.1

-0 .3

3.3

10.2

-1 .2

4.1

風

俗

営

業

料 亭

バ ー,キ ャバ レー

ナ イ ト ク ラ ブ
'

酒 場;ビ ヤホ ール

一

40,600

52,589

10,877

78,169

81,258

9,028

122,369

102,665

一

6.8

4.4

一6
.0

16.1

8.1

合 計 321,354 616,001 736,621 6.7 6.1

(参 考)

飲食料品小売店
704,341 732,818 735,139 0.4 0.1

資料:通 産省 「商 業統 計 」

(注)()内 は 構 成比 率 で あ る。

に比 べ50年 代の 増 加(同8.1%)が 顕 著 で ある(表2-7)。

また,商 店 数 を従 業 者 規 模 別 で み ると,次 の よ うな特 徴 が浮 か び あが る。

す な わ ち,1～4人 階層 が80%以 上 を 占め てい るこ と,全 体 に規 模 が 小

さ くな る傾 向 に あ る こ とで ある。 後 者 につ い ては,チ ェー ン展 開 に よ り企

業 規 模 自体 は大 き くな るの だが,個 々の店 舗 の規模 と して は効 率 化 に よ り

少 人数 化 す る傾 向 を示 した もの と考 え られ る(表2-8)。
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表2-8.飲 食店 の従業者規模別商店数

従業者規模別

商 店 数

51年 54年
構 成 比 増 減 率

51年 54年 51年/49年 年 平 均
54年/51年 年 平 均

計

1～4人

5～9人

10～19人

20～29人

30～49人

50～99人

100人 以上

店

616,001

501,528

82143

22,505

5253

2,970

1,204

398

店
736,621

617.0飽

84,148

25,510

5,644

2,868

1,122

宏7

%
100.0

81.4
13.3

3.7

0.8

0.5

0.2

0.1

%
100.0

83.8

11.4

3.5

0.8

0.4

0.1
0.0

%

13.6

13.5

15.1

11.5

13.3

11.1

L5

△77

%

6.6

6.5

7.3

5.6

6.4

5.4

0.7

△3.9

%

19.6

23.0

2.4

13.4

7.4

△3.4

△6.8

△32.9

%

6.0

6.9

0.8

4.2

2.3

△L1

△2.3

△12.1

(出所)通 商産業省 「商業統計」による。(注)風 俗営業を含む。

① 構 成 比 ② 年平均増減率(51年/49E,54年/51年)
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図2-5.飲 食店の従業者 規模別商店数
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③ 従 業 者 数

昭 和54年 の従 業 者数 は245万6千 人 で あb(51年 以 降年 率3%

の伸 び)1店 当bで は3 .3人 とな って い る。

なま㍉ 全 産業 従 業 者(54年 は5 ,474万 入)に 占 め る外 食 産業 従 業

者 の割 合 は4・.5%で あ る。

表2-9.常 時従 業 者 数

区 分 51年 54年

飲 食 店

飲 食 料 品 小 売 店

千 人

2,260

12,013

千人

2,456

2,139

1店 当

た り

飲 食 店

飲食料品小売店

3.6人

2.7人

3.3人

2.9人
1

資料:通 産省 「商業統計」

(注)飲 食店 には風俗営業 を含 む。

(3)外 食 産 業 の財 務 状 況

① 飲食 店 の 開院率

昭和50年 の事 業 所 統計 に よ り昭 和48～50年 の産業 別 の 開設 率 と

消 滅率 をみ る と,表2-10の とbb,全 産 業 の平 均 が それ ぞれ13 .5

%と8.4%で,製 造 業 が10.0%と7 .5%と な って い る。

これ に対 し第3次 産 業 は小 売業 が10 .1%と8.1%,不 動 産業 が17 .

1%と4.3%,運 輸 通信 業 が12 .2%と4.7%,サ ー ビス業 が12 .5%

と6.7%で あ るが,飲 食 業 は 開設 率 が28 .4%,消 滅 率 が18.4%と 開

設率 ・消 滅率 と もに 高 くな って い る。 す なわ ち,飲 食 業 は容 易 に参 入 で

き るが,ま た,廃 業 す る店 も多 い とい うこ とで あ る。

次 に,飲 食 店 の従 業者 規模 別 に開 設率 と廃 業率 をみ る と,表2-11

の とお りで あb,特 に注 目す べ きこ とは ,第1に 従 業者 が20～49入
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規 模 の 中型 店 の 消 滅率 が 一

番 低 くなって い るこ とで あ

る。 しか も,こ の ク ラス は

高 い 開設 業 を維 持 して お り,

結 果 と して店 舗 新 設 の純 増

率 が一番 高 い。 第2に は,

従 業 者 が100人 を超 え る

規 模 の店 舗 の消 滅率 が一 番

高 い こ とで ある。

飲 食 業 では,経 営 を安 定

さ せ,さ らに拡 大 す るた め

には,個 々の店舗 の経 営 が

しっか り してい なけ れ ば な

ら ない。

現 在,急 成長 を続 け て い

る チ ェーン企 業 の店 舗 規 模

は20～40入 程度 の もの

が 多 く,前 述 の数 字 は これ

ら企業 の成 長 を裏 付 け て い

るo

② 販 売 効率

飲食 店 の販 売 効率 は企 業

の経 営 効率 を左右 す る重 要

な 決 め手 で あ り,こ れ にっ

いて農 林 水産 省 の 「大手 企

業 の経 営 動 向調 査 」 か らの

引用(表2-12)を み る

表2-10.産 業 の 開 業 率 と 廃 業 率

(48～50年)(単 位:%)

開業率 廃業率
全 産 業 13.5 84

鉱 業 8.4 23.9

建 設 11.7 3.5

製 造 業 10.0 7.5

卸 売 業 17.7 10.7

小 売 業 10.1 8.1

飲 食 店 28.4 18.4

不 動 産 業 17.1 43

運 輸 ・ 通 信 業12.2
.

4.7

サ 一 ビ ス 業 12.5 6.7

旅 館 ・そ の 他 宿 泊 業 10.4 3.2

洗 た く ・理 美 容 ・浴 場 12.3 8.0

娯 楽 26.2 18.4

自動 車 整 備 ・関 連 サ ー ビ ス 20.8 5.5

情 報 サ ー ビス ・調 査 ・広 告 30.5 11.6

専 門 サ ー ピ ス 22.3 6.1

医 療 業 9.4 6.9

(出所)総 理府 「事業所統計調査」により作成

(注)開 業率;開 業事業所数÷50年末事業所数

廃業率=廃 業事業所数÷50年末事業所数
ただし廃業事業所数は48年初事業所数+48・・

50年開業事業所数 一50年末事業所数と して推

定 した。

表2-11.飲 食 店 の規 模 別 消 滅率

(単 位%)

昭和45～47年 昭和48～50年

従業者数 開設 消滅 純増 開設 消滅 純増
率 率 率 率 率 率

総 数 35.7 9.2 26.5 28.3 17.2 11.1

1～4人 37.7 8.7 290 29.8 183 115

5～9 30.0 14.6 154 24.2 15.3 89

10～19

20～29
25.1 4フ 204

208

184

74

5.9

134

125

30～49 205 22 18.3 220 6.7 15.3

50～99 18.3 4C 14.3 18.6 13⑨ 47

100～199

200～299
15B 209 △5.1

11.8

118

113

30.1

05

△18.3

300～ 13.0 68 6.2 10.9 31.2 乙20.3

(出所)事 業所統計か ら作成
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と,客 席 厨 房 面 積 は 営 業 給 食 で318.4〃f,集 団 給 食599.8nd,客 席

数 は 営 業147.9,集 団293.4,1席 当 り の 客 席 面 積 は 営 業1.59nt,

集 団1.46nfで あ る 。1日 当bの 来 客 数 は 営 業 が932人,集 団 が

1,144人 で,販 売 効 率 の 代 表 的 指 標 で あ る 客 席 回 転 率 の 平 均 は 営 業 が

6.3回,集 団 の 配 膳 給 食 が3.6回 を 示 し,集 団 の47%は1.0～2.5回

の 範 囲 内 に あ る 。

表2-12.外 食 産業 の代 表的 店舗(事 業 所)の 販 売 効率

1日 当 り 客単 価 1日当 り 客 席数 客席回転 客席π2当 客席 ・厨 左 の うち'一 (円) … 率(回) り売上高 房 面積 厨房の割
A B A×B C A/C (千円) (M2) 合(%)

食 堂 764 934 714 173.7 4.4 2.19 326.0 22.7

日 本 料 理 店 586 1,202 704 133.1 4.4 3.22 218.6 18.2

営
西 洋 料 理 店 1,073 944 1,013 223.6 4.8 2.92 354.2 29.1

中華 ・東洋料理店 581 684 397 683 &5 3.54 112.1 3L4

種
営 そ ば ・う どん店 571 438 250 54.9 10.4 9」1 27.4 52.9

す し 店 611 1,143 698 119.7 5.1 2.89 241.5 11.8

別
業 喫 茶 店 690 346 239 60.5 1L4 2.84 84.2 11.0

そ の 他 1,102 581 641 102.1 10.8 3.33 192.5 27.2

給
フ ァ ー ス ト ・

フ ー ド店
946 473 447 61.4 15.4 444 100.7 30.5

業
フ ァ ミ リー ・

レ ス ト ラ ン
611 768 469 109.1 5.6 3.42 137.1 31.8

食
態

デ ィナ ー ・

レ ス トラ ン
571 2,033 1,162 21L7 2.7 2.99 388.6 20.5

喫 茶 ・ス ナ ック 927 380 352 99.7 93 2.72 1294 15.1

別 総 合 飲 食 店 771 940 725 192.8 4.0 L86 389.8 24.9

パ ブレス トラ ン ・

ビ ヤ ホ ー ル
1,128 1,383 1,560 313.3 3.6 2.68 582.1 18.7

計 932 798 744 147.9 6.3 3.19 234.7 26.3

集 業 配 膳 給 食 1,246 331 412 346.2 3.6 0.84 490.5 28.9

団

給
態 弁 当 給 食 768 435 334 134.7 5.7 1.56 214.1 27.4

食 別 計 1,144 351 402 293.4 3.9 0.94 427.7 28.7
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次 に こ れ を 業 態 別 に み る と,フ ァ ー ス ト フ ー ド店 が15.4回 と 最 も 多

く,喫 茶 店 が11.4回,そ ば ・ う ど ん 店10.4回 な ど,客 単 価 の 安 い も

の は 特 に 高 く,デ ィ ナ ー レ ス ト ラ ン(2.7回)や パ ブ レ ス ト ラ ン(3.6

回)と い っ た 客 単 価 の 高 い も の は 低 くな っ て い る 。 ま た,客 単 価 は 営 業

798円,集 団351円 で,客 席nt1日 当 り 売 上 高 は 営 業3,190円,

集 団940円 と,営 業 の 設 備 効 率 は 集 団 の3倍 と な っ て い る。

次 に こ れ を 業 種 別 に み る と,そ ば ・ う ど ん 店 が9,110円 と群 を 抜 き,

次 い で フ ァ ー ス ト フ ー ド店 が4,440円 と 高 い 効 率 を 示 して い る 。 こ れ

に 反 し,総 合 飲 食 店 は1,860円 で 効 率 の 悪 さ が 目 立 っ て い る(表2-

12)。

③ 外食 の 原価 構 成

外食 産 業 の原 価 構 成 を,中 小 営 業 給食 を対 象 とす る 中小企 業 庁 の 「中

小 企業 の原価 指標 」 か らの 引 用(図2-6)で み る と,平 均 で直接 材 料

費 が39.5%,人 件 費 が37.0%と なb,こ の2つ で総 原 価 の約80%

が 占 め られ る。 一 方,大 手 企 業 につい て み ると,売 上 高 に 占 め る食 材 費

の割 合 は39.6%と な って お り中 小 と あまb変 わ らな い が,人 件 費 につ

い ては27.1%と10ポ イ ン トも下 回 って い る(表2-13)。

また,他 の項 目 につ い て み る と,支 払 利 息 ・割 引 料 の ウ ェイ トは 中小

が1.6%,大 手 営業 給食 が2.5%,集 団給 食 が0.7%で,大 手 営 業 給食

は店 舗 展 開 で金 利 負 担 が か さ み,集 団 は施 設 ・設 備 が 委 託 企 業 も ちが多

い の で金利 負担 が軽 くな って い る。
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その他

経 費

24.1%

人件 費

32.3?6

人件費す し

33.9%その他 経

20.5%

その 他経 費

23.4%

その 他経費

23.5%

(出所)中 小企業庁 「中小企業の原価指標」昭和52年

調査

対象 資本金1千 万円以下,従 業員50人以

下の年菜のうち健全企業

図2-6.総 原 価 構 成 比

表2-13.外 食 産業 の 原価 構 成(昭 和53年 度)

(単位:%)
司

業 種 中 小 大 手
(対象企業数)

項 目
食 堂 ・レ
ス トラ ン

そ ば ・
うどん店 す し 屋

中華料理
店

算 術
平 均 値

営業給食 集団給食

(95) (43) (29) (20) (187) (69) (45)
直 接 材 料 費 43.6 34.4 45.6 34.5 39.5 39.6 47£

人 件 費 32.3 42.4 33.9 39.3 37.0 27.1 34.1

土 地 ・建物 賃借料 2.9 4.8 24 4.4 3.6 一 一

減 価 償 却 費 2.7 2.3 2.4 3.3 2」 一 一

支 払 利息 ・割 引料 2.4 0.8 1.4 1.8 1.6 a5 0.7
そ の 他 16.1 15.3 14.3 16.7 15.6 一 一

纏 原 価 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 一 一

売 上 高 一 一 一 一 一 100.0 100.0

(出所)中 小は中小企業庁 「中小企業の原価指標」(健全企業と欠損企業の平均値),大 手は農林水産省 「大手外食企業
の経営動向」(昭和54年度)

④ 経営指標

中小飲食店の経営 指標 を他産業 と比較 す ると(表2-14)外 食産業

は食料 の加工,調 理 及び小売を兼 ね るので,収 益指標では3.4%の 売上
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一
〇。

表2-14.他 産業 との経 営 指 標 比較

産 業
(対象 企 業 数)

指 標

飲 食 店
食料品

製造業

(407)

食料品

卸売業

(102)

食料品

小売業

(202)

計 算 式
算術{P均

(112)

食堂 レス

トラン

(44)

そば ・う

どん 店

(29)

す し屋

(20)

L陣 料 理

店

(19)

収

益

性

墾資本対繍 利益(%)

売上高経常利益率(%)

経 営 資本 回転率(回)

麟 糎 払聰(%)

6.7

3.4

2.8

1.5

43

2.3

2.6

L8

9.4

4.7

3.O

L1

5.0

2.5

3.0

1.5

8.1

4.0

2.6

1.6

6.0

2.7

1.9

1.9

4.3

0.9

4.2

0.7

6.4

1.5

4.2

0.9

経常利益
総 資 本

経常利益
売 上 高

売 上 高
経営資本

支払利息 ・割引料一受取利息
売 上 高

生

産

性

麟 覧1合 当り(千円)

労 働 装 備 率(千 円)

5,455

1,811

5,962

2,4毘

4,996

1,751

5,572

1,643

5,288

1,366

14,153

一

58,241

2,177

18,444

2,231

売 上 高

専従役員+従 業員数

土地 ・建物+設 備資産+建 設仮勘定

専従役員+従 業員数

安

全

性

流 動 比 率(%)

自 己 資 本 比 率(%)

固定 長 期適合率(%)

159.9

5α7

84.8

154.3

5LO

82.1

147.1

61.9

87.8

158.6

47.3

97.4

179.6

42.6

71.8

152.0

32.0

80.5

126.4

25.2

82.4

158.8

42.5

82.6

流動資産
流動負債

自己資本
総 資 本

固定資産
自己資本+長 期借入金

そ
の
他

欝 昌λ㌶ り(千円) 154.2 144.2 152.9 148.4 171.4 171.2 197.6 153.4 嬬 ・鞘 給・褒ζ」識
専従役員+従 業員数

(出所)中 小企業力二1中小企業の経営指標j(健 全企業と欠川企業の平均値)



経 常 利益 率 を示 し,小 売 業(1.5%),製 造 業(2、7%)よ り高 い。 し

か し,資 本 の 回 転 は悪 く,経 営 資本 回 転 率 は2.8回 と小 売業(4.2回)

を下 回 るの で,総 資本 経 常 利益 率 は6.7%と ほぼ 他 産業 並み に な る。

生 産性 指標 で は,従 業 員1人 当 り年 間 売 上高,労 働 装 備 率 と もに他 産

業 を下 回 る。

安 全性 指標 で は,自 己 資本 率 は50.7%と や や 高 い が,支 払 能 力 を表

す流 動 比率 や投 資 の 健全性 を示 す固 定 長期 適 合率 は 他産 業 並 み で あ る。

また,従 業 員1人 当 り月平 均 人件 費 は製 造 業 よ り劣 るが,小 売業 とほぼ

同等 で あ る。

次 に大 手 と中 小 を比較 す る と,表2-15の とお り,大 手 営業 は 多 店

舗 展 開 で財 務 面 が 圧迫 され 自己 資本率 は20.1%と 低 く,長 期 固定 適合

率 は100%を 超 え る な ど安 全 指標 は 大 い に劣 って い る が,他 の指 標 は

概 して 中小 を上 回 っ てい る。 た だ し,収 益 性 で は 中小 を 上回 る もの の,

新 規 開店 が 多い た めか 資本 の 回転 は悪 くな って い る。

集 団給 食 で も同様,安 全 性 指標 は悪 く,生 産 性 指標 も数字 の上では悪い

が,委 託 企業 の 設備 助成 等 を考 慮 す れ ば1人 当 り売 上 高 は 必 ず し も中 小

に比 べて 遜 色 は ない。 そ の他 の指標 に つい ては 収益 性 指標 中 の売上 高経

常利 益 率 及 び売 上 高原 材 料 費比 率 が悪 い。
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表2-15.外 食 産業 大 手 ・中小 の経 営 指 標 比 較

1営 業 給 食 集 団 給 食

(50年度)
外食産業の
金 融 構 造

(53年度)
中小企業の
経 営 指 標

(53年度)
大手外食企
業の経営動
向

(50年度)
外食産業の
金 融 構 造

(53年度)
大手外食企
業の経営動
向㎡

成 性

長 売 上 高 伸 び 率(%) 一 一 225 一 7.0

収

益

性

総 資 本 経 常 利 益 率(%)
〃 営 業 利 益 率(%)

売 上 高 経 常 利 益 率(%)
〃 営 業 利 益 率(%)

総 資 本 回 転 率(回)

固 定 資 産 回 転 率(回)

1㌶

厄
2.2

4.8

6.7

0.9

3.4

0.5

2B

5.8

7.5

&9

3.9

4.9

2.0

3.7

1元

厄
53

21.6

8.2

7.1

2.5

2.1

3.6

13.9

安

全

性

流 動 比 率(%)

自 己 資 本 比 率(%)

固 定 長 期 適 合 率(%)
売 上 高 借 入 金 比 率(%)

133.4

24.1

97.9

32.8

159.9

50.7

竺

104.0

20.1

105.9

34.3

147.6

18.4

110.8

9.1

110.2

20.4

89.3

9.8

生性
産

従業員1人 当り売上高(万 円)

資 本 装 備 率(万 円) =
546

181

819

199 =
452

43

そ他
の

売 上 高 原 材 料 費 比 率(%)
〃 人 件 費 比 率(%)

39.6

28.2

38.7

36.1

39.6

27.1

49.8

33.1

47.8

34.1

(出所)農 林水産省 「外食産業の金融構造」,中小企業庁 「中小企業の経営指標」,農林水産省 「大手外食企業の経営動

向」

2.2外 食 産業 の経 営 動 向

(1)経 営 の 方 式

外食 産 業 は,前 述 の とお り,大 部分 を 占め る零 細 生 業 的 な経 営 と,規 模

メ リッ トを追求 す る少 数 の大 手 企業 か ら構 成 さ れて い るが,規 模 メ リッ ト

を追 求 す る大 手企 業 は店 舗 展 開 に当 って,直 営 店 に よる レギ ュ ラーチ ェー

ン方 式 と フ ラン チ ャイズ店 に よ る フラ ンチ ャ イズ方 式 を用 い て い る。

直営店 と フラ ン チ ャイズ店 の状 況 につい て は,サ ンケ イ マ ー ケテ ィン グ

「80ノ 日本 の外 食 産 業 」 に よる と,平 均 で 直営店34.7店,フ ラ ンチ ャ

イズ店36.7店 を企 業 は 所 有 してお りそ の割 合 は 半 々で あ るが,売 上 高 規

模 別 に み ると,売 上 高 が大 き くな るほ ど フラ ン チャ イズ店 の 割合 が 高 く,

逆 に売 上高 が 少 な いほ ど直営 店 の割合 が 多 くな ってい る。
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また,業 種 ・業 態 別 にみ る と,フ ァース トフー ドは フ ラン チ ャイズ店 が

多 く,多 角経 営,総 合 食 堂,事 業 所 給 食 は 直営店 が 多 くな って い る。

表2-16.大 手 外食 企業 の1企 業 当 り店 舗 数(昭 和54年 度)

店 舗 数
企 業 数

直 営 店 フ ラン チ ャ イ ズ店 計

合 計 405 34.7 36.7(51.4) 71.4

売 100億 円 以'上 35 148.0
'205

.3(58.1) 353.3

去 50億 ～100億 円 未 満 50 71.2 83.7(54.0) 154.9

窺 10億 ～50億 円 未 満 175 24.5 17.0(41.0) 4L5

模 5億 ～10億 円 未 満 94 10.2 4.6(33.3) 13.8

別 5億 円 未 満 54 3.9 2.8(41.8) 6.7

、 多 角 経 営 31 72.0 0.3(0.4) 72.3

総 合 食 堂 39 27.8 0」(α4) 27.9

業 日 本 料 理 53 9.4 10.1(51.8) 19.5

す し 15 20.1 &3(29.2) 28.4

そ ば ・ う ど ん 14 19.9 18.4(4&0) 38.3

種 西 洋 料 理 64 26.5 48(15.3) 3L3

憲 中 華 ・ 東 洋 料 理 30 12.3 敷4(433) 21.7

) 洋 風 フ ァ ー ス ト フ ー ド 14 60.9 223.1(7&6) 284.0

和 風 フ ァ ー ス ト フ ー ド 17 49.9 196.2(79.7) 246.1

軽 食 ・ 喫 茶 32 37.2 35.9(49.1) 73.1

別 列車食堂 ・機内食 ・駅弁 6 27.8 ρ0(0.0) 27.8

事 業 所 給 食 28 123.4 α3(α2) 123.7

そ の 他 62 17.1 92.6(844) 109.7

(出所)サ ンケイマーケッティング「80'日本の外食産業」
(注)上 位430社1のうちの回答のあった405社についてのもので,()内 は店舗数に占めるフランチャイズ店の割合

(%)

② 経 営 の合 理 化

外 資 系企 業 をは じめ とす る新 しい タ イプの 大手 外食 産業 は経 営 の合 理 化

を進 め,零 細 生 業 的 な経 営 が 大 部分 を 占め る外食 産業 にお いて 産業 化 の途

を 開 いた が,こ れ らの企 業 の経 営 の特 徴 は,① チ ェー ン化 に よる 多店 舗 展

開,② セ ン トラル キ ッチ ン とマ ニュアル の活 用 に よる経 営 シス テ ム化 の推

進,③ 業態(販 売形 態)の 多様化 と立地 の拡 大,④ 人材 の育 成 及 び 財務 管

理 の充 実 を図 った こ とで あ り,こ れ らの特 徴 は 外食 産業 界 に とって極 めて

大 きな革 新 で あ った。
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① チ ェー ン化 に よる多店 舗展 開

大 手 企業 は,前 述 の とお り,規 模 メ リ ッ トを追 求 す るた め 直営 方式 及

び フラ ンチ ャイ ズチ ェー ン方式 に よ り多店 舗 展 開 を行 って い るが,直 営

方式 は 外食 企 業 自 らが店舗 を所 有 し運営 す る方 式 で あ り,土 地取 得 及 び

店 舗 建 設 等 に多額 の 資本 投 下 を要 す るが,同 一 資 本 ・同一経 営 で あ るた

め完 全 な事 業 の 統制 を で きる メ リッ トが あ る。

一 方 ,フ ラン チ ャイズ方式 は,外 食 企 業 の本 部 が 加盟店 を募 集 し,加

盟店 に商 標 使 用 権 や ノ ウハ ウ等 を与 え,ま たは 食 材 等 を供 給 して 営業 を

行 う方式 で あ るが,こ の方 式 は,本 部 に と っては 資 本 と労働 の投 下 が少

な く店 舗 展 開が 急 速 に行 え る メ リッ トが あ る。 また,直 営 と フラ ンチ ャ

イズ 方式 を併 用 す る店 舗 展 開 も比較 的 多い。

② 経 営 の シス テム化

大 手 外食 企 業 は チ ェーン展 開 に よ り多店 舗 化 を図 ってい るが,こ の展

開 に伴 い,食 材 の仕 入れ か ら調 理,加 工,サ ー ビス に至 るま での トータ

ル シ ス テ ム化 に よ リ コス トダ ゥ ンを図 って い る。 なか で も,原 価 構 成 に

占 め る割合 の大 きい食 材 費(約40%)と 人件 費(約35%)の 削減 に

重 点 が置 か れ て い るo

食 材調 達 に つ い ては,大 量 一括 購 入 に よる単価 の引 下 げ,カ ミサ リー

(集 中 配送 施 設)に よる流通 経 費 の削 減,ま た,人 件 費 につ い ては,セ

ン トラ ル キ ッチ ン(集 中調 理 加工 施 設)の 設置(表2-17),調 理 ・

加 工 ・サ ー ビス工程 の マ ニ ュアル化 及 び コ ンビニエ ンスフー ドの活 用等 が

図 られ てい る(表2-18)o

特 に,セ ン トラル キ ッチ ン につ い て は,⑦ 労働 生 産性 の 向上 と熟練 コ

ック の 削減 に よ る人件 費 の低 減,④ 品質 の安 定 化,㊥ 店舗 キ ッチ ンの 削

減 に よ る客 室面 積 の増 大,◎ 食 材 の大 量 購 入 に よる原 料 コス トの 引下 げ

と原 価 管 理 の容 易性,㊧ 加工 サ ー ビス の迅 速化 に よる客 席 回転 率 の向 上

等,メ リッ トは 大 きい が多 額 の設備 投 質 を要 し,ま た,店 舗 数 に よ り利
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表2-17.セ ン トラ ル キ ッチ ン等 の保 有 状況(業 種 業 態別)

カ ミ サ リ ー(セ ン トラ

セ ン トラ ル ・ キ ッ チ ン ル ・キ ッチ ン付 設 分 を

除 く)

保有企業 保有企業 保有企業 保有企業
の割合(%) の保有数 の割合(%) の保有数

食 堂 54.5 1.5 9.1 3.0

業 日 本 料 理 店 23.1 1.0 15.4 1.0

営 西 洋 料 理 店 28.6 1.3 34.6 1.2

中華 ・東 洋 料 理 店 44.4 1.8 33.3 5.7

種
そ ば ・ う ど ん 店 50.0 1.0 0.0 一

業
す し 店 60.0 1.0 20.0 1.0

別
喫 茶 店 0.0 一 0.0 一

そ の 他 36.4 1.3 9.1 1.0

フ ァ ー ス ド ・ フ ー ド店 37.5 1.7 26.7 4.0

給 業 フ ァ ミ リ ー ・ レス トラ ン 52.2 1.3 26.1 1.7

デ ィ ナ ー ・ レ ス ト ラ ン 26.3 1.0 15.8 1.7

態
喫 茶 ・ ス ナ ッ ク 33.3 1.0 33.3 1.0

総 合 飲 食 店 25.0 1.5 6.7 1.0

食 別
パ ブ レ ス ト ラ ン ・

ビ ヤ ホ ー ル
25.0 1.0 50.0 1.0

計 35.8 1.3 21.5 2.1

集 業 配 膳 給 食 19.6 1.1 78.3 1.4

団

結
態 弁 当 給 食 35.7 3.4 13.3 2.0

食 別 計 23.3 1.9 62.3 1.6

用 効 率 が 大 き く異 な る等 に よ り,最 近 では 全 般 的 に セ ン トラル キ ッチ ン

の 設置 に慎 重 に なって お り,食 材 供 給 につ いて は食 品 メー カ ーに対 す る

仕 様書 発 注 方式 が増 加(営 業給 食 では53%)し つ つ あ る(表2-19)。
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表2-18。 マ ニ ュ ア ル を 持 っ て い る 外 食 企 業 の 割 合(幼

うち

オペ レー シ

ョン マ ニュ

ア ルのみ

ω

うち

トレー ニン

グ マ ニ ュア

るの み

(B)

うち

双 方

{c)

営

業

給

食

業

種

別

食 堂

日 本 料 理 店

西 洋 料 理 店

中華 ・東 洋 料理 店

そ ば ・ う ど ん 店

す し 店

喫 茶 店

そ の 他

77.8

833

85.7

77.8

100.0

80.0

100.0

90.0

28.6

10.0

4.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

20.0

33.3

28.6

00

0.0

0.0

11.1

71.4

70.0

62.5

71.4

100.0

100.0

100.0

88.9

業

態

別

フ ァ ー ス ト・ フ ー ド店

フ ァ ミ リー ・レス トラ ン

デ ィ ナ ー ・レ ス トラ ン

喫 茶 ・ ス ナ ッ ク

総 合 飲 食 店

パ ブ レ ス トラ ン ・

ビヤ ホ ー ル

100.0

85.7

89.5

100.0

66.7

50.0

0.0

5.6

5.9

0.0

10.0

50.0

O.0

16.7

29.4

0.0

30.0

50.0

100.0

77.8

64.7

100.0

60.0

α0

計 84.4皐 5.2 16.9 77.9

集

団

給

食

業

態

別

配 膳 給 食

弁 当 給 食

72.7

57.1

12.5

37.5

125

12.5

75.0

50.0

計 69.0 17.5 12.5 70.0

(注)A+B+C=100

一 方 ,食 品 メー カ ー も外食 産業 の需 要 に積極 的 な対応 をみ せ て お り,

特 に,コ ン ビニエ ンス フー ドについ て は そ の利 用度 も高 く,外 食 産 業 と
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表2-19.食 品 メー カーに対 す る仕 様書 発 注状 況

実施企業の割合
(幼 発注先企業数

食 堂 80.0 3.4

業
日 本 料 理 店 23.1 4.0

営
西 洋 料.理 店 51.9 4.7

中 華 ・ 東 洋 料 理 店 44.4 3.3
種

そ ば ・ う ど ん 店 100.0 4.0

業 す し 店 60.0 3.5

別 喫 茶 店 0.0 一

そ の 他 70.0 4.4

フ ァ ー ス ト ・ フ ー ド 店
73.3 4.6

給 業 フ ァ ミ リ ー ・ レ ス ト ラ ン
76.2 4.9

一"

ア ィ ナ ー ・ レ ス ト ラ ン 21.1 2.3
態

喫 茶 ・ ス ナ ッ ク 0.0 一

食 別
総 合 飲 食 店 50.0 3.1

●,ハ フ レ ス ト ラ ン ・ ビ ヤ ホ ー ル
52.6 2.5

計 52.6 3.5

集 業 配 膳 給 食 28.9 5.0

団

給
態 弁 当 給 食 6.7 3.6

食 別 計 23.3 4.0

して は,⑦ 食 品 メー カ ーを 自社 の セ ン トラル キ ッチ ン とみ な し
,使 用 す

る食 材 を特 注 品 と して納入 させ,④ メ ー カー と技 術 提携 し,最 終 加工 す

る一 歩 手 前 の状 態 で特 注 す る等 の方 法 に よ り購 入 して い る。

③ 業 態 の 多様 化 と立 地 の広 が り

食 生 活 の 多様 化 を反 映 し,外 食 産業 の業 態 も多様化 して い る。 そ の第
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1は,簡 便 性 ニ ーズの 高 ま りに伴 い フ ァー ス トフー ドと して,ハ ンバ ー

ガ ー,フ ラ イ ドチ キ ン,立 喰 いそ ば,ラ ー メン,す し等 の店 舗 が増 加 し

て い る。 第2に は,家 族 そ ろ った 外 食 を対 象 とす る フ ァ ミ リー レス トラ

ン の出現,第3に は,夜 間 の就 業 者 及 び遊 興 者 の増 加 に伴 い,深 夜営 業

を行 うス ナ ックが増 加 して い る こ とが あげ られ る。

外食 産 業 は 最 近 さ らに業態 が 分化 す る傾 向 に あ り,た とえ ば フ ァ ミ リ

ー レス トランは ,よ り高 級 な デ ィナ ー レス トラ ンや 朝食 ・軽 食 を対 象 と

しメ ニュー価 格 を ファー ス トフー ド店 と ファ ミ リー レス トラ ンの 中間 に

した コー ヒー シ ョ ップ等 へ 分化 し,ま た,集 団 給 食 にお いて も喫 食 者 の

ニ ーズ の多様 化 に伴 い,カ フ ェテ リア(選 択 喫 食)方 式 の採 用 が一 部 で

行 わ れ て い る。

この よ うな業 態 の 多様 化 は 外食 産業 の周 辺 部 に も及 び,テ イク ア ウ ト

商 品 の製造 販 売 を行 う惣 菜 産 業,宅 配 サ ー ビス 業,自 動 販 売機 等 は著 し

い伸 び を示 して い る。 この よ うに,業 態 の多様化は今後,消 費者 ニー ズの 多

様 化 や外 食 企 業 間 の競 争 が激 化 す るなか で 更 に進 む もの と考 え られ る。

次 に外 食 産 業 の立 地 につ いて み ると,従 来 は都 心 部 や タ ー ミナル周 辺

部 が 中心 で あ った が,地 価 の 高騰 や競 合 の激 化 等 の コス ト増 高要 因が 増

加 した こ とな どに よ り,あ らた な商 圏 を求 めて 出店 エ リアは 拡大 して い

る。 そ の第1は 郊 外 レス トラ ン で あ る。 人 口の ドーナ ツ化 現 象 に よ る住

宅地 の郊 外 への 広 が り及 び モ ータ リゼ ー シ ョンの発 達 に伴 い,家 族 連 れ

の顧 客 を対 象 とす る郊 外型 の フ ァ ミ リー レス トラ ンや,行 楽 客 等 を顧 客

とす る ドライ ブ イン形 式 の レス トラ ンが増 加 して い る。 特 に フ ァ ミ リー

レス トラ ンは,す か い ら一 く,デ 二 一ズ,ロ イ ヤル 等 が ナ シ ョナル チ ェ

ー ンを 目 ざ して 急速 な店 舗 展 開 を行 って い る。 第2に,商 店 街 にお け る

ファー ス トフー ド店 や深 夜 の顧 客 を対 象 とす るス ナ ックが増 加 して い る。

これ ら の立地 は 都 心 部 の繁 華 街 に限 らず,郊 外 の駅 前 商店 街 に立 地 す る

ケ ース が増 え て い る。第3に は,週 休2日 制 の進 展等 に伴 う余 暇 時 間 の
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増 加 等 を反映 して レ ジ ャー志 向が 高 ま って い るが,遊 園地 等 の レジ ャー

施設 に付 帯 した外 食 産 業 の 進 出 が増 加 して い る。 第4に,フ ァ ミ リー レ

ス トラ ン と ファ ー ス トフー ド店 が地 方都 市 に拡 大'して い る。 これ は,大

都 市 におけ る立 地難 の他 に,ナ シ ョナル チ ェー ン化 を 目 ざす 大手 企業 が

人 口の地 方 定住 化 に対 応 して 需 要 の拡大 を図 ろ うと して い る ため で あ り,

今 後,地 方 の 中核 都 市 を 中心 に出店 エ リアは更 に拡 大 され る もの と考 え

られ る。

2.3外 食産 業 の展 望

(1)概 況

80年 代 の外 食 産業 の展 望 につ い ては,70年 代 に お いて 外食 産 業 が 著

しい成 長 を示 した 社会 環 境 や経 済環 境 の変化 は も と よ り,価 値 観 の 多様 化,

豊 か さや ゆ と りの 追 求 等 の 消 費者 意識 の変化 な どに左 右 され る と こ ろが 大

き く,ま た,こ れ らの 要 素 は流 動 的 で あるた め,80年 代 の外 食 産業 に関

す る展 望 を断 言 す る こ とは極 め て困難 で あ る と考 え られ るの で,今 日の我

が国 の経 済水 準 及 び その 動 向,社 会 構 造,人 口構 成,さ ら には 食生 活が 現

に営 まれ て い る姿 の 中 に客 観 的 に展望 を求 め るこ とが 妥 当 ぞ あろ うと考 え

られ る。

なお,今 後 の展 望 にっ いて は,特 に,世 界の政 治経 済 情 勢,食 糧 の需 給

動 向,石 油 問題 等 の外 部 要 因 をは じめ,地 方都 市 の 増 大,人 口の高 齢化 等

の 内部 要 因の 動向 に注 目す る と と もに,外 食 産業 と競合 関係 ま たは ナ ーバ

ー ラ ップ 関係 に あ る食 品 メ ー カー及 び ,ス ーパ ー,惣 菜 産業 の 動向 につ い

て も考慮 す るな ど,外 食 産 業 に 直接,関 接 に関連 す る あ ら ゆ る要 因 や動 向

につ いて総 合 的 に 論 じる必要 が あ ろ うが,こ こでは,特 に関連 す る もの に

つ いて述 べ るo
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②80年 代の 食 生 活 と外食 消費 の展 望

所得 水準 の 向 上 と と もに食 生 活 は著 しく向 上 し,消 費者 ニ ーズ も極 めて

多様 化 して きた が;今 後 に お いて も,食 生 活 と消 費 者 ニ ーズは 一層 多様 化,

高 級化 す る方 向 に あ り,55年10月 に発 表 され た農 政 審 議 会 の報 告 にお

いて も,次 の よ うな見 通 しが行 われ て い る。

80年 代 の食 生 活 及 び食 品 産業 につ い て は,① 社会 環 境 の 変化 ,す なわ

ち,高 い所得 水 準 の実 現,余 暇 の 多角 的利 用,都 市化 な い し都 市 的 生活 の

広 が り,核 家族 化,入 口の 高齢 化,婦 人 の職 場 進 出等,② 国 民 意識 の 変化,

す な わ ち,価 値 観 ・嗜 好 の 多様 化,オ リエン テ ー シ ョンの 不 明確 化,個 性

・ゆ と り ・生 きが い の追 求等 ,③ 経 済 基 調 等 の動 向,す なわ ち,低 成長,

資源 不 足,エ ネ ル ギ ー価 格 の高 騰,大 型 技 術革 新 の停 滞,サ ー ビス経 済 化,

国際 化 等 及 びそ の他 各 種 要 因 が絡 み合 い,食 生 活 の面 で種 々の 変化 が予 想

され,食 品産 業 の 側 で もこれ らの 要 因 に影 響 を受け,生 産,流 通,販 売,

経 営 等 の各 面 に お いて 変化 が想 定 され る。

い うま で もな く80年 代 は,① エネ ル ギ ー制 約 度 の 強 ま り,② 景 気 ・物

価 等 の 内外 の経 済 動 向,③ 世 界的 な食 糧 需給 動 向,④ 国 際政 治 情勢 等,不

透 明 かつ 流 動 的 な要 素 を種 々は らん でお り,今 後 の 展 望 もそ れ らの帰 趨 に

よって大 き く左右 され る こと にな る。

食 生 活 の問 題 につ い て は,た とえば 栄養 学,文 明 論,安 全保 障政 策 そ の

他 の,特 定 の視 点 を固定 し,そ の視 点 か ら食 生 活 の あ るべ き姿 を示 し,こ

れ に向 か って 国 民生 活 と関 係事 業 者 を誘導 す る と い う政 策 手段 もあ るが,

こ こでは,経 済 事 情 等 に特 別 の 変化 が ない こ とを前提 と し,か つ,こ れ ま

で の経 済 ・社 会 構 造 の変 化 の趨 勢 を織 り込 ん で,現 時 点 での食 生 活 と消費

者 ニ ーズの 変化 の展 望 を試 み る こと とす る。

① 食 生 活 に お け る経 済 性 ・利 便 性 の 要請 と嗜 好 の 個性 化,高 級 化 への志

向 が 同時並 行 的 に進 む と い う消費 構造 の複 合化 現 象 は,食 生 活 の上 で も

引続 き進行 す る もの と見 込 まれ る。
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② 人 口構 成 に おけ る中 ・高年 入 口 の増 加及 び核家 族化 等 を反映 し,食 料

消 費 の ロ ッ トは 一般 に小 口化 し,ま た,健 康 と安 全 に対 す る食生 活 上 の

関心 は一 層 強 ま る もの と見込 まれ る。

③ 大都 市 へ の人 口流 入 の減 少,中 都 市圏 域 の拡大,地 方 定住 化 が進 む 中

で都 会 型 の食 生 活 が更 に普 及 す る と と もに,大 都 市 には 大都 市 で生 まれ

育 った 消 費者 が そ れぞ れ増 加 す る結 果,消 費 動向,嗜 好,食 生 活 の 内容

に地域 差 な どに よる新 たな違 いが 出て くる もの と見込 まれ る。

④ 消 費者 の 多 くは商 品 選択 に個 性 と自立性 を持 ち,ゆ と り,心 の豊 か さ,

生 活 の質 を求 めて行 動 す る よ うに な る。 ま た,こ れ ら とあわ せ て景 気 ・

物価 情 勢 や国 際 的 な資 源事 情 の変化 の結 果,省 資源 や簡 素化 へ の意 識 の

転 換 も進 む もの と見 込 まれ る。

⑤ こ の ような状 況 の もと で,一 般 に,味 の よい,の ど越 しの よい食 品 が ・

好 まれ,消 費者 の選 択 の重 点 が ハ ー ドな もの よ りは ソ フ トな もの へ,ド

ラ イ な もの よ りは ウエ ッ トな もの へ と移 っ てい く傾 向 は なお持 続 す る。

簡便 な調 理食 品,半 調 理 食 品 や ファ ース トフー ドタ イ プの 外食 が伸 び

る半 面,個 性 とバ ラエ テ ィ ーに富 ん だ食 品 が増 え る。 また,健 康 や 微量

栄養 素 へ の配 慮 が加 え られた 食 品,老 入 向 け の食 品 や老 入向 け の外 食 メ

ニ ュ ーが増 え る もの と見込 まれ る。

以 上 の よ うな食生 活 の変化 が予 想 され る。

また,食 料 消 費 につ いて は,1人 当bの 消 費量 の 水準 は 限 界 に近 い とこ

ろ まで達 して お り,こ のた め,消 費 は 全体 的 に伸び悩 む もの と見 込 まれ る

が,そ の 中 で外食 消費 につ いて は,当 面,現 在 の趨勢 が続 き,伸 び率 の 鈍

化 傾 向 を伴 い なが ら も食 料 消費 全 体 に 占め る割 合は 次第 に高 ま る もの と考

え られ る。

しか し,外 食 消 費 の 内容 につ いて は,消 費 者 ニ ーズ の 多様化 に伴 い,個

性 とバ ラ エテ ィーに富んだ もの になる と考 え ら れ,そ の 中 で利便 性 の追 求 は

依然 と して続 き,簡 便 な調 理 食 品 や ファ ース トフー ド等 の分野 の外 食消 費
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が 伸 び る もの と考 え られ る。

ま た,フ ァ ミ リー レス トラン にお け る外 食 消 費は,こ れ ま では画 一 化 さ

れ た味 覚 の中 に も,珍 しさ等 も加 わ って相 当 の需 要 を示 し,外 食 産 業 に お

いて 中心 と な る業 態 に 成長 した が,今 後 は ,画 一 化 された 味覚 は業 態 の変

化,す なわ ち コー ヒー シ ョップ,デ ィナ ー レス トラ ン等 への業 態 の 変化 を

伴 い なが ら個 性化 し,日 本 的風 土,日 本 人 の味 覚 に あ った メニ ュー の開発

が 進 む と と もに,国 民 の健康 に対 す る関 心 の 高 ま りか ら健康 を配 慮 した 低

脂肪,低 カ ロ リーの メニ ュ ー開 発,さ ら には,人 口の高 齢化 た伴 う老 人 向

け メ ニ ュー及 び サ ー ビス へ の需 要 が 増 加 す る もの と見 込 まれ る。

(3)80年 代 の 外食 産業 の展 望

① サ ー ビス経 済化 が進 展 す る中 で 急速 に成 長 して きた 外食 産 業 は,今 後,

成熟 期 に移 行 す るに伴 い,そ の拡 大 テ ンポは 次第 に鈍化 し,消 費者 ニ ー

ズ への 対応,他 社 との差 別化 を 図 るた め,メ ニ ュー,価 格,サ ー ビス等

の面 で多面 的 な競 争 を展 開 して い くもの と考 え られ る。

こ の よ うな中 に あって,フ ァー ス トフー ド,フ ァ ミ リー レス トラン等

の チ ェーン展 開 を行 って い る外 食 産 業 にお い ては,日 本 的 な食 生 活 に マ

ッチ した経 営 方式 や 各種 技 術 につ いて の ノゥ ハ ゥの蓄 積 ,特 色 あ る メニ

ュ ーの導 入 に よる差 別化,ト ータル シス テ ムの確立 等 に よ る経 営 の 改善

が進 み,業 態 の 多様化 もさ ら に進 展 す るで あ ろ う。

これ ら産業 化 を求 め る大 手 外 食 企 業 は,今 後,企 業 間競 争 の激 化 ,食

材 費,人 件 費,エ ネ ル ギー等 各種 コス ト上 昇 要 因 の増大,消 費 者 ニ ーズ

の 多様 化,公 害 問題,労 働 時 間 の短 縮,中 小 企業 との 分野調 整 法 的規 制 .

の 強化 等 多 くの 問題 を抱 え る中 で,合 理化 及 び 規模 拡大 に よる一層 の メ

リ ッ トを追 求 し,地 方 都 市 へ 進 出 す るな どの積 極 的 な 動 きを して い るが,

今 後 は,地 価 の 高騰 等 に伴 う立 地難i,建 築 単価 の上 昇等 出店 コス トの増

大 や競 争 の激化 等 に よ り,出 店 テ ンポ は 次第 に鈍 化 す る もの と見 込 ま れ

るo
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しか し,こ の よ うな傾 向 の 中 に も,企 業 間,店 舗 間 に お け る格 差 は拡

大 す ると と もに,大 手 企 業 の 上位 集 中化 傾 向及 び業 態 の 多様 化 傾 向 は一

層 進 む もの と考 え られ,人 口集 積 の大 きい地域 ほ ど味 と雰 囲 気 を重視 し

た機 能 と業 態 の特 化 傾 向 が 強 ま って い くもの と見込 ま れ る。

また,我 が国 の外 食 産業 の 中 にお いて 大 部分 を占 めて い る家族 経 営 を

中心 とす る在来 の 中小 飲食 店 につ い ては,大 手企 業 の進 出 に伴 う脅 威 及

び コス トア ップ要 因 を抱 え な が ら も地 域 の ニ ーズ に密 着 し,味 とサ ー ビ

ス の個性 化,専 門 店 化 を追求 す る と と もに,経 営 体 質 の強 化 を図 り,引

続 き外食 産 業 の 中 で大 きい地 位 を 占めて い くもの と見 込 まれ る。

集 団給 食 業 につ いて は,低 成 長経 済 が見 込 まれ るた め,一 般 産業 にお

いて も事業 所 の拡 大 は期 待 で きず,他 方 コス ト圧迫 要 因 は 次第 に増 大 す

る もの と考 え られ る。 この た め,食 材調 達 の合理 化,経 営 の シス テ ム化

等経 営 の合 理 化 とと もに,企 業 の 系列化 及 び営業 給 食 部 門 へ の進 出が 進

む もの と考 え ら れ る。

また,外 食 産 業 へ の 外 資 の進 出 につ いて は,フ ァー ス トフー ドにつ い

て は お お むね終 了 して お り,フ ァ ミ リー レス トラン につ いて も今 後 は そ

れ ほ ど上陸 は 見込 め な いが,朝 食 とか軽 食 を提 出す る コー ヒー シ ョップ

及 び デ ィナ ー レス トラ ン(高 級 レ ス トラ ン)等 の分 野 へ の若 干 の進 出が

見 込 まれ る。

な ま㍉ 今 後,外 食 産 業 は ス ーパ ーや小 売 店 等 の流 通業,惣 菜 産 業 及 び

惣菜 宅 配 サ ー ビス業 との競合 関係 も一層 強 ま る もの と考 え られ,デ パ ー

トや ス ーパ ー等 で の 惣菜 販 売 の増 加,手 作 り志 向 に乗 じた コン ビニ エ ン

ス フー ド,夕 食 材料 等 の宅 配 サ ー ビス業 等 も消 費者 の 利 便化 志 向 に乗 じ

引 続 き堅 調 な伸 び を示 し,一 定 の分野 を形 成 す る もの と見込 まれ る。

② 外食 産 業 は,こ れ ま で急 速 に成長 して きた だけ に,経 営,人 材,組 織

等 の面 で産 業 と して の 成熟 度 が な お低 く,経 営 基 盤 が脆 弱 で あ り,今 後,

外食 産 業 が 健 全 な発 展 を とげ,国 民経 済 上,国 民生 活 上 の役 割 を果 た し
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て い くた め には,業 種 や業 態 の特 性 に応 じた 個性 的 な味 覚 とサ ー ビス を

生 かす 方 向 で,技 術 革 新,経 営 全体 の シス テ ム化,財 務 ・労務 等 の経 営

管 理 の質 的充 実,地 域 社 会 との調 和 等 を図 って い くこ とが 必要 で あ り重

要 で ある。

この た め,消 費者 ニ ーズ の変 化 に対応 して新 しい食材,メ ニ ュー,調 理

技術 等 の開 発 を進 め ると と もに,経 営 の各 段 階 に おけ る マ ニ ュアル の普

及,設 備 の合 理 化,関 係 事業 者 の 組織 化 の 推進 等 を 図 り,食 材 調 達面 に

お いて も原 料 の安 定 契 約 取 引 の実 施 等 の原 料問 題 へ の取 組 み のほ か,生

産 者,食 品 メ ー カー及 び流通 業 者 との結 び つ き と機 能 分 担 の強化 を図 る

必要 が あ るo

(4)80年 代の 食 品流 通 と食 材 調 達 の展 望

80年 代の食 品 流通 部 門 にお いて求 め られ て い るこ とは,流 通 トータ ル

コス トの低 減 とい う社 会 的 要請 に応 え るた め の合 理 化 努 力は も と よ りで あ

るが,同 時 に,① 多品 種 多量 型 生 産 へ の大勢 と して の移 行,品 質 ・安 全 性

へ の関 心 の増 大 等 に対 応 した,よ り きめ細 か な流 通 管 理 の実現,② 食 品産

業 を構 成 す る各部 門領 域 の交 錯重 層 化 等 に対応 した 部 門間 ・企業 間の 機 能

分担 ない し業 際 的領 域 の担 当 とい うこ とで あろ う。

この よ うな 要請 に応 じて 食 品 流通 部 門 が その 機 能 を高度 に発 揮 す るこ と

に よ り,食 品 産業 全体 と して の効率 的 で秩 序 ある生 産,流 通,消 費 シス テ

ムの整 備 が図 られ て い く もの と考 え られ る。

この よ うな視 点 に立 って,合 併,組 織 化,機 能 の特 化 と総合 化,新 業 態

の導 入 等 に よ り,卸 ・小 売段 階 の商業 機 能 の 向上 を 図 る。 特 に中小 小 売店

につ いて は,中 小 店 と して の 長所 を活 か す経 営 を 志 向 した組 織 化 と専 門店

化 を考 慮 す べ きで あ る。

食 品 の物 的流 通 は,そ の商 品 特性 に加 え,我 が 国 固 有 の 高地 価 と都 市 交

通 混雑 の制 約 を受 けて合 理 化 が著 し く遅 れ て い る が,エ ネ ル ギー コス トの

急 上 昇,商 品 形態 と流通 圏域 の 変化等 に対 応 した物 流 効 率化 は い まや急 務
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とな って い る。

この た め,① 省 エ ネ ル ギ ーを軸 と した 輸 配送 の 効率 化,た とえば,輸 配

送 の共 同化,地 域 循環 型 流 通 シス テムの整 備,物 流施 設 の共 同利 用 等,②

保 管,包 装,荷 役 等 の トータル 物流 の シス テ ム化,③ 効率 的 で安 全 な多 品

種少 量 型 または ウ ェ ッ ト,チ ル ド型 の物 流 チ ャンネ ル の整 備 等 を積極 的 に

推進 す ると と もに,こ れ とあわ せ て生 産,卸,小 売 を一 貫 す る流通 の情 報

化 を図 る ため の基礎 作 りも必 要 で あ る。

また,生 鮮 食 料 品 を 中心 と した卸 売 市場 流 通 につ いて は,① 生 産 ・流 通

構造 の変革,流 通 チ ャンネ ル の 多元 化 等 へ の適切 な対 応,た とえば,情 報

化 の推 進,信 用 決 済機 能 の充 実,マ ー ケ テ ィン グの 強化等,② 巨大都 市 に

おけ る過 密 の解 消 と物 流 の合 理化 を図 るた め の中央 卸 売市 場 の再整 備,③

地方 に おけ る消費生 活 の 変化 に対応 した 効率 的 左生 鮮 食 料品 の流通 シス テ

ム を実 現 す るた めの 地方 卸 売 市場 の整備 を行 う必要 が あ る。

この よ うに食 品 流通 につ い て は将来 的 な課題 を抱 えて い るが,食 料 消 費

全体 の中 で外 食 消 費 の 占 め る ウ ェイ トが年 々上昇 して お り,外 食 産 業 を通

じた食材 流 通 につ いて も積 極 的 に取 組 む 必要 が拡 大 しつつ あ る。

この よ うft中 に あって,大 手 外 食企 業 にお いて は,外 食 価格 の約40%

を 占め る食 材 費 の調 達 の合 理化 につ いて積 極 的 に取 組 ん でお り,食 材 の共

同購 入 や メー カ ー,生 産者,卸 売業 者 等 川 上 部門 か らの取 引 の増 大,食 材

メ ー カー に対 す る仕 様書 発 注 に よる コン ビニ エン ス フー ドの 開発 利 用,集

中配送 に よる流通 経 費 削減 の た め の セ ン トラル キ ッチ ンや カ ミサ リ一等 保

管 配 送機 能 を持 つ 施 設 の整 備 左 どが 一層 促 進 され る もの と見込 まれ る。

ま た,食 品 メー カ ーや流通 業 者 も外食 市場 の拡 大 に伴 い積極 的 に対 応 し

て お り,外 食 産 業 専 門 の メー カ ーや流 通 業 者 が生 まれ る左 ど,機 能 の 一 層

の分担 が見 込 ま れ る。
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2.4外 食 産 業 の 業 種 と 業 務

社 団法 人 日本 フー ドサ ー ビス チ ェー ン協 会(JAPANFOODSERVI-

CECHAINASSOCIATION略 称 ジ ェ フJF)の 共通 用 語 と して 使

用 され て い る 「業 種 」 と 「業 態 」 の定義 を以 下 に紹 介 してみ よ う。

① 業 種 の定義

「業 種 」 とい うのは 「そ の店舗 にお いて 販 売 され て いる主 力 の商 品 構 成」

の こ とで あ る。 ハ ンバ ー ガ ーが主 力商 品 な ら ハ ンバ ー ガー ・レス トラ ン で

あ る し,フ ラ イ ドチ キ ンや フ ライ ドフ ィ ッシュが メニ ュ ー と して あって も,

主 と して売 れ て い るのが フ ライ ドチ キン な らば そ の店 は フラ イ ドチ キン ・

レス トラ ン で あ る。

ロース トビー フ,ア イス ク リーム,ド ー ナ ツ,ホ ッ トドック,ス パ ゲ テ

ィー,シ ー フー ド等 とい った よ うに商 品 を主 体 に した業種 の分類 とか,メ

キ シ コ料 理,イ タ リア料理,ポ リネ シア料 理 とい った よ うに,特 定 の 国 や

地方 の料理 の特 色 に焦点 を当 て た業 種 の分類 とか,ビ ー フス テ ー キ,バ ー

ベ キ ュー ,シ チ ュ ー と い った よ うな調 理 法 に よる業 種 の分類 とか が ある。

② 業 態 の 分類

「業態 」 とい うのは,「 そ の店 舗 にお け る経 営 の主 張 に よる主 力 の販 売

形 態 」 の こ とで あ る。 「主 力 の販 売 形 態 」 とい うのは 「マク ドナル ド」 や

「ケ ン タ ッキー フラ イ ドチ キン」 等 の販 売 業態 で ある。

そ れ では 「経 営 の主 張 」 とは い ったい 何 か とい うと,そ れは お客 様 か ら

商品 の 注 文 を受 け てか ら提 供 す るま での 提 供 時間 で あ り,商 品 の サ ー ビス

方法 で あ り,お 客 がそ の店 か ら受 け る値 段 の 感覚 で あ り,お 客 が そ の店 を

選 ぶ 外 食 動機 で あ り,お 客 がそ の店 に行 く頻 度 で あ り,そ の店 が提 供 す る

商 品 の プ ライス ・ゾー ンで あ り,そ の店 の主 な客層 で あ り,そ の店 が提 供

して い る メ ニュー ア イテ ム数 で あ る。 これ らの項 目の す べて が 明確 に表 現

され て は じめて 「経 営 の主 張」 が成 り立 ち,「 業 態」 とい う ものが 確立 さ
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れ る の で あ るo

この 中 で特 に重 要 な のは動 機 で あ る。 今後 の顧客 の外 食 動機 には,た と

えば,ご く簡 単 に食 事 を済 ませ た い時 は 「ファース トフー ド」 の店 に行 く

とか,1人 または 友 人 との談 合 や家族 連 れ で も気軽 に食 事 を済 ませ た い と

きは 「コー ヒー シ ョップ」 へ行 く,家 族 そ ろ って の団 らん には 「ファ ミ リ

ー レス トラ ン」 へ行 く,夫 婦 だけ の食 事 には 「ア トモス フィア ・スペ シ ャ

ル テ ィ ・レス トラ ン」 へ行 くとい うふ うに,何 が食 べ た い とい うこ と も含

まれ るが,そ れ よ り も,ど の よ うに食 事 を楽 しむ か とい う類 の外食 動機 が

大 き くな り,80年 代は そ れ に よって店 が 選 択 され る時 代 に在 る と思 わ れ

るの で,こ の業 態 の確 立 が一層 重要 にな って くる。

業 態 の種 類 は い ろい ろ あ るが,80年 代 の 主 力 に 左 るで あろ う業 態,す

なわ ち 「フ ァー ス トフ ー ド」,「 コ ー ヒー シ ョップ」,「 ファ ミ リー レス

トラン」,「 ア トモス フ ィア ・スペ シ ャル テ ィ ・レス トラン」 の違 いは 表

2-20の よ うにな る。

表2-20.業 態 の分類 表

.

業態

項目

フ ァ ー ス ト ・ フ ー ド コ ー ヒ ー ・ シ ョ ッ プ
フ ァ ミ リ ー ・

レ ス ト ラ ン

ア トモ ス フ ィア ・ス

ペ シ ャル テ ィ ・レ ス

ト ラ ン

提供時間 1分 以 内 5～10分 8～15分 15～30分

サ ー ビス

方 式

セル フ ・サ ー ビス テ ー ブ ル ・サ ー ビ ス,

カ ウン ター ・サ ー ビス

テ ー ブル ・サ ー ビス テ ー ブ ル ・サ ー ビス

値頃感覚 低い価格 フ ァー ス ト ・フ ー ド

よ りや や 高 い 価 格

コ ー ヒ ー ・シ ョ ップ

よ りや や 高 い 価 格

フ ァ ミ リー ・レ ス ト

ラン よ りや や 高 い価

格

プ ラ イ ス

ゾ ー ン
150～500円 .300～800円 500～1700円 1400～4000円

外食動機 おやつ的 朝食的 ・昼食的 昼食的 ・夕食的 夕食的

主な客層 全ての客層 全ての客層 家族つれ 夫婦つれ

来店頻度 毎 日～週数回 週数回 週1回 月1～2回
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2.5外 食 産業 の情 報 シ ス テ ム化 の現 状 と展 望

(1)外 食 産業 の コン ピュ ータ利 用状 況

「飲食 業 か ら外食 産 業 へ」 と,こ こ10年 来 この業 界は 多 くのス ポ ッ ト

ラ イ トを浴 び て きて い るが,外 食 産 業 は基 本 的性 格 と して労 働 集 約 産業 で

あ り,ま た,業 界が 成 熟 して い な い点 か ら,他 業 界 に比 して 「機 械 化 」「シ

ス テ ム化 」 の立 ち遅 れ が あ った こ とは 確 か で あ る。 しか しなが ら現 在 では,

昨今 の 人件 費 や原 材 料 コス ト,エ ネ ル ギ ー コス トの 高騰 の よ うな環 境 条 件

の 変化 や,人 材 の確 保 と教 育,財 務 体 質 の強化 等 の現 実 に 直面 して,そ れ

らの問題 解決 の一 手法,経 営 戦 略 ツール と して 必然 的 に各 企 業 が機 械 化 を

要請 し,コ ン ピュータ導 入 が活 発 化 して きて い る。

そ れ を裏付 け る よ うに,社 団法 人 日本 フー ドサ ー ビス チ ェー ン協 会(略

称 ジ ェフ)のEDP委 員会 が会 員 に対 して昭和54年1月 及 び 昭和57年

1月,各 々実施 した 「コン ピュ ー タ利 用 状況 調 査 」 の集 計 結 果 をみ る と,

コ ン ピ ュ ー タ 利 用 率

既に利用 して いる

現在利用計画 を進 めて いる

将来利用 しようと思 っている

将来計画は全 くない

昭 和54年

59%

}25%
16%

昭 和57年

76%

4%

14%

1%

とな ってtaり,こ の3年 間 の経 過 で コン ピュ ータ を使 用(導 入)し た企 業

数 は 全 体 の59%か ら76%に 急 伸 し,か つ,導 入検 討 ・準 備 中 の 企 業 を

含 める と,ほ とん どの企 業 が コン ピ ュータの 有効 利 用 に着 目 して い る こ と

が明確 に理解 で き る。 ただ し,こ の調 査 は年 商10億 円 以 上 の,い わ ゆ る

企 業化 さ れた組 織 経 営 に よる飲食 店 大 手 企業 を対 象 に した もの なの で,す
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で に本章2.1で み て きた よ うに,外 食産 業 全体 の経 営 動 向 を端的 に示 す も

の とは い え ない で あろ うが,「 飲 食 業 か ら外食 産 業 へ」 と称 され る,近 時

の外食 産 業 の 産業 化 を担 う企 業 レ ベル 全体 の動向 を示 して い る と思 わ れ る。

とこ ろで,次 に,こ れ ら 外食企 業 の コン ピ ュー タ導 入 を 目的別 に捉 え て

み ると,昭 和54年 の調 査(ジ ェフに よる)で は,導 入 目的 の順 位 は,①

販 売 管理,② 一般 経 理,③ 経 営 分析,④ 在庫 管理,⑤ 仕 入 管理,⑥ 予算 管

理,⑦ 人事 管 理,⑧ 原価 管理(以 上重複 回答)と 左 って お り,ま た,業 界

誌 『飲食 店経 営 』の コン ピ ュータ処 理項 目に関 す るア ン ケー ト調 査(昭 和

53年)で は,① 財 務 管理89.1%,② 給 与管 理76.1%,③ 売 上管

理76.1%,④ 仕 入 管理54.3%,⑤ 物 流 管理32.6%,⑥ 原価 管

理26.1%,⑦ 経 営 情報13.0%(以 上重複 回答)の 順 位 が示 され て

い るo

前述 の ジ ェフの調 査 では,業 務 目的 の第1位 が 「販 売管 理 」 で,従 来 の

給 与 ・財 務管 理 中心 の利 用 状況 か ら経 営 ・販 売の 戦略 機 器 と して 「省脳化」

シス テ ム と して活 用 され 始 めて い る傾向 が わか る。 この こ とは 明 らか に,

コン ピュ ータが外 食 産 業 に お いて 「静 的 利 用」 か ら 「動 的 利 用」 に進 歩 し,

経 営 に 必須 の もの とな っ て きてい る こ とを証 明 して い る。

た だ し,他 業 種 に比 して ど うか といえぱ,現 実 的,総 体 的 に小 売業 左 ど

とは 利 用状況 に差 が あ る とい え よう。

小 売業 では,売 り上 げ のO.3%は コン ピュ ータ等 の 事務 合 理 化 シス テム

に支 払 って採算 あ り,と い わ れ るほ ど活発 化 して い る。 小 売業 では 「商 品

の小 売 り」,す なわ ち商品 管 理 ・マーチ ャン ダイ ジ ングが そ の 企業 の優 劣

を決 め るた め,企 業 の 管理 ・運 営 上 コン ピュ ータ利 用 が 必須 と なって い る

(百 貨店 や専 門店 のPOSの 採用 はめ ざ ま しい。)

しか し実際 には,す でに本 章 で述 べた よ うに外 食 産 業 で も,チ ェー ン化

や セ ン トラル キ ッチ ン化,メ ニ ュー分析,物 流問 題 な ど,店 舗 管理 シス テ

ムの改善 の要 請 が 強 くな って い る。 また,メ ー カ ー の 外 食 産 業 向 けPO
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Sの 開 発 状 況 か ら み て,さ ら に シス テム化 の要 望 は 急 激 に増 え,利 用 状

況 も小 売業 と肩 を並 べ る時 期 が来 るのは そ う遠 くな い と思 われ る。

② 外食 産業 情 報 シス テ ム化 の展 望

こ こで は ま ず,外 食 産 業 の大 手企 業 を対 象 に,コ ン ピ ュー タ処理 項 目に

関す る現 在 の利 用 状 況 及 び将 来 の導入 への 関心 につ い て昭和57年1月,

ジ ェフが調 査 集 計 した ものを参 考 と して 以 下 に紹 介 す る。

《 すでに導入 ・利用 》

給与 ・人事労務管理

《将来導入の計画》

7060 504030 20 10
項 目 10 20304050 60 70

1・ ■. ● ■ マ ■ ,..`

119%

125%

124%

124多

124%

一 「

給与計算

賞与計算

年末調整

賃金台帳

賃金 ・労務諸統計

人事記録

辞令 ・社内通達

教育・訓練の記録情報

店舗就労管理

その他

x5%1. .

61彩1

輻6%1

61揚1

42%1

12%1

14%

141多

酩0が

122%

8%1

7%〔=

1 129%

経 理 ・予算 ・税 務管 理

61%

60 50 403020 10' 区 分 1020 30 40 50 60

■
■

125%

`

132%

P6%
136%

■ 、
.

1 ` `■ 1

一般会計 ・財務諸表

資金繰実績

手形管理

預金 ・借入金管理

財務指標

予算管理

費金繰予想

税務申告

料飲税申告

減価償却

固定資産台帳

1

37%1

36%

25多1 127%

15多 コ5%1

127〆

15% 1

31%1

22%1

7%1

5%〔 1 19〆

125彩

125%

P〆
1

25%1
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70

鰯

《 す でに導 入 ・利 用 》

販 売 ・顧 客 ・売掛金 管 理

《将来導入の計画 》

0 60 5040 3020 10
区 分

10 ,20 30 40 5060
・ u . 、u ■

販売 日 ・週 ・月報

メニュー別売上管理

売掛金管理
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《 す でに導入 ・利 用》

物 流 管 理

《 将来導入 の計画 》
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その他

19%1

10宴

115%

1 1

10〆5揚 〔 1

生 産 管 理

6050 40∫3020 10 区 分 1020 30 40 5060

1、 1、

.

● ・

3ガ[

● ■ , 匂 、1

生産計画

在庫管理

工程管理

品質管理

就労管理

その他

112彪

8%1 117%

=コ7%

=コ7〆

110が

そ の 他

6050 40 30 20 10 区 分 1020 30 40 5060
■. ■ ● 、 ●

2%[

3%[

2β1

2%[

●u ■ も

127%

■ ■
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以 上 の調 査 結 果 か ら判 明す る こ とは,外 食 産業 の いわ ゆ る 「企業 化 さ れ

た 大 手外 食企 業 」 といえ ど も,そ の 情 報 シス テム分野 にむ いて は,多 くは

「日常 業 務 」 の情 報 管 理 に止 ま り,マ ーゲ テ ィ ン グ を 中 心 と す る戦 略 問

題 へ の コン ピュ ータ利 用 は,現 在 及 び将 来 の課 題 で あ るこ とが窺 え る。
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とこ ろ で一 般 に企 業 の立 場 で 「問 題 」 を区 分 して み る と,① 経 営 問題,

② 管 理 問題,③ 作業 問題,④ 事務 問題 の4つ が あ る。 経 営 問題 は戦 略 的 問

題,管 理 問題 は戦 術 的 問題,作 業 問題 は 日常業 務 で あ り,事 務 問題 は 「結

果 の デ ータ 処理 」 で あ るか ら,企 業 の 問題 は戦 略,戦 術,日 常 的 問題 の3

つ に分け られ るo

戦 略は トップの仕 事 で あ り,そ れ には 経営 ・マー ケ ッ ト戦 略 が あ る。 戦

略が あ って は じめて 戦術 も生 き,戦 略 は 「見 え な い敵 」,戦 術 は 「見 え る

敵」 と闘 うこ とで ある。

つ ま り,外 食 産業 の中 で業 態 別,マ ー ケ ッ トゾー ン,及 び 長期 の販 売 計

画 は ま さ に戦 略 で あ り,そ れ に基 づ いて 店 が営 業 し,運 営 上情 報 が 必 要 で

あ るか らそ の管 理 情 報 は戦 術 で あ る。 単 に店 や本 部 の発 生 デ ー タを コン ピ

ュ ータ化 して も,こ の3者 の相互 作用 や展 開 が うま く リンク して いか なけ

れ ば,企 業 活動 は首 尾 よ く進 行 し左 い。

各 企 業 が 改 めて 「自社 の 問題 とは何 か 」 「自社 の 消 費者 に対 す る主 張 は

何 か 」 「ポ リシー は何 か」 「企業 目的 は 何 か 」等 の 問題 を解 決 し,経 営 の

立 場 を 明確 に して初 めて,経 営情 報 シス テ ムや コン ピュー タ利 用 の あ るべ

き姿 が検 討 さ れ な けれ ば な ら ない だ ろ う。

とこ ろで,外 食 産業 の業 態 は 様 々で あ り,そ のた め機 械 化業 務 の 目的優

先 順 位 には バ ラ エ テ ィーが あ る。 た とえば,フ ァ ミ リー レス トランの よ う

に チ ェー ン店 が 多 い場合,店 舗 管理 シス テム を第1と 考 え,セ ン トラル キ

ッチ ンを有 して いれ ば 物流 シス テ ムの合 理化 を重 要視 す る で あ ろ う。 一 方,

高 級 レス トラ ンな ら サ ー ビス の向上,メ ニュ ー分析,顧 客 管理,イ ベ ン ト

に よる販 売 促進 等 を考 え るで あ ろ う。

外 食 産 業 の情 報 シス テ ム化 は,こ の よ うに きわ めて 多様 で あ り,ど の ア

プ リケー シ ョンを シス テ ム化 す るか は ま さ に企 業 の トップ プ ラ ィォ リァ ィ

ーで あ ろ う。 した が って情 報 シス テム化 の 今後 の展望 は,ひ とえ に各 企 業

の企 業 方 針 に左 右 され る もの で ある故,こ こでは 前述 の,社 団法 人 日本 フ
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一 ドサ ー ビス チ ェーン協 会 に よる調 査 の概要 を紹 介 す るこ と で,今 後 の示

唆 の代 わ りと した い。
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3. シ ス テ ム の 基 本構 想

3.1シ ス テム 化 の前 提 条 件

3.1.1標 準 モデ ル の 設 定

本調 査 分析 にお け る飲食 業経 営 は生 業 的 な経営 形 態 を対象 とす るの では

な く,店 舗 の チ ェー ン展 開 を基 礎 と し,本 部 経 営機 能 を持つ 産 業 的 な経 営

形態 を と らえ て ゆ くこ と と した。

と ころ が チ ェー ン化 に よる店 舗 の拡 張 に伴 い以下 に述 べ る問 題 が生 じ,

これ を解 決 す る必要 が でて きた。

・ 店 舗 の拡 張 に伴 う熟練 した 多数 の コ ックが必 要 にな る。

・ 消 費者 の ニー ズの変化 に応 ず る メ ニ ュー対 策 が 困難 に な る。

・ 厨 房 施 設 ・倉庫 等 の施 設 が増 大 す る。

以 上 が店 舗 の拡 張 に伴 い生 じる問題 点 で あ るが,こ れ らを総 括 す る と,

調 理 部 門 の コス トが高 くな る傾 向 が 大 で あ る とい うこ とが いえ る。 そ こで

調 理 を 中心 と した生 産 部門 及 び加工 部 門 と顧 客 の喫 食 を中心 と した販 売 部

門 の分 離 を 図 り,集 中 的 に調 理 し,加 工 済,半 加工 済 み食 品 を各 チ ェーン

店 舗 に配 送 す る経 営 組織 が必要 とな って きた。 この よ うに集 中調 理 機 能

(セ ン トラル キ ッチ ン)と 配送 機 能 を持 つ 組織 を カ ミサ リー と呼 ぶ が,こ

の組 織 を導 入 す る こ とに よ り一 般 に 次 の よう な効 果 を あげ る こ とが で きる

とい われ て い る。

●

■

●

●

■

店舗 内の厨房設備の小型化 と人員削減

原材料 の集 中仕入 ・集 中加工 に よる コス トダ ウン

均一 の味の維持及び原価率 の一定化

集中会計 シス テムによる会計処理の効率化

人件費の高い ベテラン調 理人 の減 少
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・ 消 費者 の ニ ーズ の 変化 に即 応 す る メニ ュ ーの 変更 が容 易

以 上 の よ うに カ ミサ リーの導 入 は集 中調 理 方式 に よ り種 々の 多店 舗経 営

上 の弊 害 を克服 で き,効 果 的 な店 舗 の拡張 が可 能 とな り,総 合 的 な経 営効

果 が期 待 で きる といえ る。 又 カ ミサ リーを持 たず原 材 料 の仕 込 の方 法 を仕

様 書 に よ り指示 し発 注(仕 様書 発 注)す る場 合 もあ るが これ も カ ミサ リー

と同様 な効 果 を あげ る こ とが で きる とい え る。

以 上 が最 近 の外 食 産 業 の動 向 で あ る。 こ こで さ ら に本 調 査 分析 の 目的 で

あ る 「中小企 業 の情 報 シス テム化 」 を考 慮 に入れ て 標準 モ デ ル設 定 の た め

の前提 条 件 を考 え て み る と以 下 の よ うな こ とが い え る。

(1)中 小 企業 の シス テ ム化 の 目標 に な り うる こ と。

中小 企業 と して 標 準 的 な経 営 規模 ・業 態 で ある こ と。

② な るべ く多 くの外 食 産業 に必要 な機 能 を含 ん で い る こ と。

① 最 大 限 に本 部経 営 機 能 を発 揮 す るこ とが 可 能 な 直営(レ ギ ュラー)

チ ェーン で あ るか,強 力 な本部 の統制 管 理 が 可能 とな る契 約 に基 づ く

フ ランチ ャ イズ チ ェー ンで あ るこ とo

② 多店 舗経 営 上 の弊 害 を克 服 す るた め集 中調 理機 能 を考 慮 す る こ と。

以 上 の事項 を基礎 に して標 準 モ デ ル を以 下 の よ うに設 定 した。

・ 業 態:店 内飲 食 で あ り,多 品 目の メニ ュー構 成 を有 す

る フ ァ ミ リー レス トラ ンを設 定 す る。

・ 経 営 規 模:10店 舗 以 上の 直営 店舗 を比 較 的 広範 囲 な地 域

(例 関東 地区,関 西 地区)に 展 開 し,カ ミサ

リー を持 つ企 業 を設 定 す る。

・ 部 門及 び 関連:図3-1標 準 モデ ル の部 門間 関連 図

シス テム化 前 の外食 産業 に お け る標 準 モ デ ルの部 門 間 の 関連 を図 にす る

と以 下 の よ うにな る。
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3.1.2標 準モデルの業 務の流れ

シス テム化以前 の標準 モデルの業務 を実態調査分析 の結果 を基礎 に して

考察 してみると以下 の ような管理を行 う業務 とな る。

① 売上管理業務

店舗 におけ る売上 活動 を管理す る業務で,売 上伝票 ・営業 日報 の作成

・報告等 の業務 か ら成 る。

② 売掛金管理業務

店舗 における売掛活動 を管理す る業務 で,売 掛金元帳の更新 ・請求書 の

発行,売 掛入金処理等 の業務か ら成る。

③ 売上統計管理業務

店舗 における売上高について時期的区分(日 ・月 ・期 ・年)別 に集計

し売上成績 を分析評価 す る業務 で,各 種統 計表の作成業務か ら成 る。

④ 原材料の仕入管理業 務

店舗及び工場 で使用す る原材料 の仕入 に関する発注 ・検収 及び仕入高

・仕入数量 を管理す る業務 で,発 注計画の作成,発 注 の実施,納 品時の処

理等の業務 か ら成 る。

⑤ 買掛金管理業務

店舗及び工場 におけ る掛 による購買活動を管理す る業務 で,買 掛金元

帳の更新,支 払一覧表の作成,支 払の実施等の業務か ら成 る。

⑥ 工場製品の配送管理業務

工場製品の工場 と店舗間 の移動 を管理す る業務 で,配 送計画書 の作成,

配送量 の変更報告,配 送 の実施 に関する業務か ら成 る。

⑦ 工場製品の生産管理業務

工場 における製品 の生産活動 を管理す る業務 で,生 産計画 業務,当 日

生産指示業務,生 産 の実施 に伴 う業務か ら成 る。

⑧ 在庫管理業務

店舗及び工場 の主 として原材料及び製 品の在庫 を管理す る業務で,原 材
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料 ・製 品の入出庫に伴 う処理,棚 卸処理,在 庫 分析処理等の業務か ら成

るo

⑨ 原価管理業務

売 上と原料費 とで原価率 を管理 して行 く業務 で,理 論原価 の把握,実

際原価 の把握,理 論原価 と実際原価 の比較分析業務 か ら成 る。

⑩ 会計管理業務

企業全般 の会計 に関す る業務 で,仕 訳業務,月 次試算業務,期 末決算

業務等 か ら成 る。

⑪ 財務管理業務

企業全般の利益 ・資金 を管理す る業務 で,利 益計画の作成及び実績 の評

価,資 金 繰計画の作成及 び実績 の評価等の業務か ら成 る。

⑫ 調理加工管理業務

店舗及び工場 の調理加工活動を管理 する業務で,加 エ管理業務及び品質

管理業務 とから成 る。

⑬ 人事管理業務

企業 全般 の人事 を管理す る業務で,人 事統計管理業務,勤 怠管理業務,

給与管理業務等か ら成 る。

以上の業務 の うち主要 な業務 を業務分析図 に より説明す る。
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記 号 意 味 記 号 意 味

口 伝 票 ・帳 票 ▽ 一 時 保 管

國 原 材 料

.

↓ 帳票の流れ

圃 工 場 ・製 品

.

」
物 の 流 れ

里毬 品 目(メ ニ ュ ー)

.

中 ま と め る

○ 作 業 什 ば ら す

○◎ 転 記 ・更新(○ か ら◎ へ) ㊧ 現 金

◇◇
照 合 ・チ ェ ッ ク

.

⑤ 郵 送

口 台 帳

1

⇔ 電 話

▽ 最 終 保 管

1

図3-2.業 務 分析 図 で使 用 す る記号

(1)売 上 管 理業 務

売 上 管 理業 務 には,販 売 時 の業務 と して,売 上伝 票 の作 成,領 収 書(レ

シー ト)の 発行 等 の業 務 が あ り,閉 店 時 の業 務 と して,レ ジス タ ー との精

算,入 出金 伝 票 の 作 成,営 業 日報 の作 成,本 部 に対 す る営 業 日報 の報 告,

伝票 の送付 等 の業 務 が あ る。
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図3-3.売 上管 理業 務 分析 図
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② 売掛金管理業務

売掛金管理業務 には,日 次の処理として売掛 売上伝票 に より,売 掛金元帳

の更新,ま た'締日処理 として請 求書 の発行,入 金 時 の処 理 と し て振 替 伝

票又は入金伝票 の作成,売 掛金元帳 の更新,領 収書 の発行等の業務 がある。

処 理
サイク

得

意
先

の
締

日
に
応

じ
て
随
時

締

日

処

理

現割 店鷲

振込 ▽
会計処理

売上伝票

(売掛用)

売掛金

元帳

「一 」

② 売掛金
台帳

図3-4.売 掛 金 管 理業 務 分析 図
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＼

(3)売 上統計管理業務

売上統計管理業務 には,日 次処理として店別売上 日計表 の作成,月 次処理

と して月間 メニュー別売上統計表,同 客数統 計表の作成,期 又 は年 次処理

と して期 又は年間売上統計表,同 前年 同月比較表,同 売上推移表 を作成す

る業務が ある。

業 務
処 理
サイクル 店 舗 本 部

日

計

業

務

月

間

統

計

業

務

一 一 一

期

間
又

は

年

間

統

計

業

務

日

次

処

理
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次

処

理

期

又

は

年

次

処

理

1同(売 掛用) 店別売上

日計表
営業 日報

売上伝票

(現金用)
一

一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 ー 一__一 ー 一_一 一 ー ー 一 一 ー ー ー ー 一 一 ー 一 一 ー ー 一 一 ー 一 一__

ll

甲

当 日分の売上日計 ・累計の記入 ○

④②1同 控

① 月間 メ
ニュー

別売 ヒ統計表

一

③工
月間 客数

分 析 表
一

ll

②,④

○ 月単位に集計

古
II

月間 メニュー別

売上 統計表

月間客数

分折衷

①
③

一 一 ー ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 ー 一_

同売上推移表

lI

守一 ー 一 一 一 一 ー ー 一 一_____一_一 一

年間売上

統計表(前年) ◎

図
⑥ 同前年同月←
期又は年間

売上統計表

○ 期又は年間で集計

}

{
1
l
l

l
l
l
l ⑤
1_________ M

年間売上統計表は翌年の伸び率等の計算に使用する

図3-5.売 上 統 計管 理 業務 分析 図
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(4)原 材料の仕入管理業務

原材料の仕入管理業務には,店舗及び工場における発注業務及び納品 に伴 う

検収 及び在庫元帳 を更新す る業務が ある。

発注 に関す る業 務は1週 間の発注計画 を作成 し,こ れに1日 単位 に修正

を加え発注す ることに した。 これは食材の保存期 間が短 く,需 要が当日の

天候等 で大 きく変化す るためである。

業者 の使用 す る納品書は外食企業側 で指定 した ものを使用 して もらい事

務 の省力化 をはか る。

業務

発

注

業

務

納

品

に

伴

う

業

務

処 理
サイク

週

次

処

理

日

次

処

理

納

品

時

の

処

理

業 者 店 舗 工 場 本 部

__②

① 食 材

4

3

週間発注 各種売上

計画書 統計表

巨
国

国(工 場用)

週間発注

計画書

週間製品

生産計画

O

〇 一 一一 ・

O

原材料

納品書

(店 舗用)

②,④

①,③

①

食 材

③

納品書

(兼仕入伝票

検 収

② ④

食

納品書

(兼 仕入伝票

検収

仕入管

理－

O
Y
雨

図3-6.原 材 料 の仕 入 管 理 業 務 分析 図

一52一



(5)買 掛金 管理業務

買i掛金 管理業務 には,日 次処理として店舗及 び工場か ら送付 された仕入伝

票 を もとに買掛金元帳 に記帳する,締 日処理 として買掛金 元帳 と請求書 を

照合 し支払一覧表 を作成 し支払を準備す る,支 払時 の処理 として振替伝票

・出金 伝票 を作成 し,こ れに より買掛金 元帳 を更新 す る,業 者か ら領収書

を受け とり支払一覧表 と照合 し支払が正 しく行 われているかを確認す る,

な どの業務 があ る。

理
サイクル

買掛金
元帳

仕入伝票 仕入伝票

(店舗)(工 場)

図3-7.買 掛金 管 理 業 務 分析 図
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㈲ 工場製 品の配送管理業務

配送管理業務には,週 次処理 として配送計画 書 の作成,日 次処理 と して前

日閉店 時に行 う配送量 の変更報告及び当 日配送 の実施業務が ある。以下簡

単 に各処理 につ いて説明す る。

① 配送計画書 の作成業務

店舗 は売上統計資料か ら製 品の需要 を予測 し,さ らに製 品在庫元帳 に

よb在 庫量 を把握 し1週 間の配送計画書 を作成 し本部 へ報告す る。

② 配送量 の変更報告業務

店 舗は配送の前 日に製 品の在庫量,あ るいは翌 日の天候等 を考慮 して,

翌 日分の配送量 の変更 を決定 し,本 部へ報告する。

③ 配送実施業務

本部は週間配送計画書 と店舗の配送変更量 を照合 し,当 日の配送 指示

書 を作成 し,工 場 に対 し店 舗 への製 品の配送を指示 す る。

工場は配送指示 に もとづ き製品の引当を行 うとともに納品書及び製 品

出庫伝票を作成す る。製 品 と納品書 は配送時店舗へ渡 し,製 品 出庫 伝票

は工場の製品在庫管理のた めに使用す る。

店舗は製品 と納品書 を受け と り検収 する。検収済納品書は店舗 の製 品

の在庫管理 に使 用す る。
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処 理
サイクル

週間配送

計画書

元帳
各 種 売上(製品)

統 計 資料

一ー 一 一ー一 一一一 報告(留 守番臨,・ ・ク・・リ,車 酔 一斗_.

製品

出庫伝票

週間配送

計画書

図3-8.工 場 製 品 の配 送 管理 業 務 分析 図
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(7)工 場製品の生産管理業務

生産管理業務 には,週 次の処理として生産計画業務,日 次の処理 と しては

当 日生産指示業務,及 び生産の実施 に伴 う業務 がある。

① 生産計画業務

本部 は長 期生産 計画書,週 間配送計画書 を参照 し,週 間製品生産計画

書を作成 する。

② 当 日生産指示業 務

本部は週 間製品生産計 画書及 び配送指示書 を参 照 し当 日の生産量を定

め当 日製品生産指示書 に よ り工場 に指示 し製品生産予定実 績表 に記入す

る。

③ 生産 の実施 に伴 う業務

原材料 の使用量 及び製 品の生産量 を把握す るため工場 は原材料 出庫伝

票,製 品入庫伝票 を作成 す る。 また これらの伝票を集計 し生産報告書 を

作成 し,本 部へ報 告す るq本 部 は これによ り生産実 績を把握 し,製 品生

産予定実績表 に記入す る。

業務 駕乳

一工

場
生

産
直

前

一

工

場

の

生

産

活

動
時

週

次

処

理

日

次

処

理

生
産
計
画
業
務

指

示

業

務

一

当

日

生

産

一

生

産

実

施

業

務

工 場 本 部

原材料 製品
出庫伝票 入庫伝票

生産

CK

生産
番

○

週間配送 長期生産 週間生産
計酪 計画書 計画書

≡ ±1

灘 登 算 …
1

φ虹 _

1

▽

在庫管理

○

図3-9.工 業製 品 の生 産管 理業 務
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(8)在 庫管理業務

在庫管理業務 には,入 出庫量を把握する業務(日 次処理),棚 卸 に よる業

務(月 次処理)及 び在庫 分析業務(期 又は年 次処理)が ある。

① 入 出庫量 を把握す る業務

部門及 び製品 と原材料 では把握 の方法が異なるが概 ね下表 の ようにな

るo

表3-1.部 門別管理別人出庫量 の把握方法

部門

入出 §臨
庫量

店 舗 工 場

原 材 料 製 品 原 材 料 製 品

入 庫 量 納品書(業 者) 納品書(工 場) 納品書(業 者) 製品入庫伝票

出 庫 量 売上数量,検 数,棚 卸量 原材料出庫伝票 製品出庫伝票

② 棚卸に よる業務

イ・ 通常 の棚卸 店舗別,工 場別実棚報告書を作成 し本部 へ報告す る。

ロ.期 末 の棚卸 期 末に実施す る棚卸は実棚報告 に もとづ き会計処理 に

必要な振替伝票 を作成する。

③ 在庫 分析業務

適正 な在庫量 の把握,主 要在庫管理品目の把握 あるいは冷凍食品等 の

保存期間 の把握 等のため在庫分析 を行い在庫分析表を作成す る。
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理
サイク

納 品書

(業 者)

納品書 納品書

(工 場)(業 者)

店別売上
日計表

在庫元

(製品)

・⊥庫 O入 庫処理

原材料

出庫伝票

図3-10.在 庫 管理 業 務 分 析 図
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(9)原 価 管 理 業 務

原 価 管 理 業 務 には,メ ニ ュー別原材料構成 表 の 作成業 務(理 論原 価 管 理 業

務),メ ニ ュー別 原価 率表 の作成 業 務(実 際 原価 管理 業 務),原 材 料 原 価

差異 分 析 表 の作 成業 務(ロ ス管 理業 務)が あ る。

メ ニ ュー別原 材 料 構 成表 は レ シ ピー を基 準 に した1メ ニ ュー当 りの標 準

原 材 料 構 成 表 で あ り,調 理,加 工,原 価 計算 等 の基 準 とな る。

メニ ュー別原 価 率 表 は メニ ュー別 の 標準 原 価 と実 際 原価 及 び双 方 の 差 異

を把 握 す るた め の表 で あ る。

原 材 料 原価 差 異 分析 表 は 原材 料 別 の使 用 量 の理 論値 と実 際値 を把 握 し,

原 材 料 の ・ス管 理 を適 切 に行 うた め の表 であ る。

業務 処 理
サイクル 店 舗 工 場 本 部
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③
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図3-11.原 価 管 理 業 務 分析 図
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ao>会 計管理業務

会 計管理業務 には,日 次処理として仕訳業務,月 次処理 と して試算表の作

成,年 次処理(決 算業務)と して期末試算表,貸 借対照表,損 益計算書の

作成業務 がある。

処 理
サイクル

仕訳伝票又は

仕訳帳
総勘定

元帳

チェ ック

訂 正

チ ェプク

訂 正

図3-12.会 計 管 理 業務 分析 図
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肋 財務省理業 務

財務管理業務 には,利 益管理業務 と資金管理業務 とがある。

① 利益管理業務 には利益 図表 の作成,利 益 目標 ・限 界利益率 ・固定経 費

予算の設定,店 舗別年間 目標売上高表の作成,長 期生産計画表 の作成,

店舗別月別 目標売上高表 の作成等 の業務があ る。

② 資金 管理業務 には資金 繰 り計画表の作成,資 金繰 り実績表の作成業務

が ある。

業務
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管

理

業

務

資

金

管

理
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務

サ,蓼
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次
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∀
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図3-13.財 務 管 理業 務 分 析 図
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{12)調 理 加工 管 理 業 務

調 理 加 工 管理 業 務 には,加 工管理に関す る業務 と品質 管 理 に関 す る業 務 と

が あ る。

加工 管理 業務 には 標 準 レ シ ピーの 作成 ・整 備 業務 が あ り,品 質管 理 業 務

には 生鮮 食 品 の取 扱 い マニュアル ・冷凍食 品の取扱いマニュアル ・食 品衛生 管理

マニュアル等 品質管理に 関 す る各 種 マニュアルの作成 ・整備 業 務 が あ る。
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図3-14.調 理 加工 管 理 業務 分 析 図
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⑬ 人事管理業 務

人事管理業 務 には,勤 怠管理業務,給 与管理 業務,

るo

人事統計管理業務 があ

業 務
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務
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図3-15. 人事管理業務分析図
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3.1.3標 準 モデルの管理機能

前述 した"標 準 モデルの業務 の流れ"を,管 理機能の面か ら,本 部 を中

心 として整理す ると,次 の11の 機能 にまとめることがで きる。

口)売 上管理機能

売上管理機能は,各 店舗 におけ る日々の販売活動 の状況 を把握す ると

と もに,そ れ らを集計 して,売 上動向や顧客 のニーズの変化 な どを察知

す るに資す る統計処理 を行 う機能 である。

(2)売 掛金管理機 能

売掛金管理機 能は,売 上の うちの売掛分 に関する状況 を把握 し・顧客

に対す る請求 お よび決済処理 を行 う機 能である。

(3)仕 入管理機能

仕入管理機能 は,各 店舗 お よび工場 におけ る原材料 の在庫状況 や,生

産計画,売 上実績,原 料 費な どの情報 をともに,仕 入業者 に対 して,各

部門 に必要 な原材料を発 注 し,そ の遂行 を管理す る機 能で ある。

(4)買 掛金管理機 能

買掛金管理機能は,仕 入業者か ら仕入れた原材料 の うちの買掛分 に関

す る状況を把握 し,決 済 日におけ る支払処理 を行 う機能 で ある。

(5)生 産管理機能

生 産管理機能は,長 期 の生産計画 や製品の在庫状況,店 舗か らの製品

発注計画 な どの情報 を もとに,工 場 におけ る短期 の生産計画 を立て ると

ともに,生 産実績 を把握 す る機能 である。

⑥ 配送管理機能

配送管理機能 は,各 店舗 お よび工場 における製品の在庫状況や,店 舗

ごとの売上実績 を もとに,工 場か ら店舗への配送計画 を立 て,そ の遂行

を管理す る機能 で ある。

(7)在 庫管理機能

在庫管理機能 は,仕 入れや生産,配 送,販 売 などの諸活動 によって変
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化す る各部門の原材料お よび製品の在庫 の状況 を,各 管理機能 により発

生す る入 出庫情報 お よび実際の棚卸の情報か ら把握 す る機能 である。

(8)原 価管理機能

原価管理機能は,原 材料の仕入高や在庫状況 お よび売上実績 な どを も

とに,原 料費を中心 とする実際原価 を把握 し,理 論原価 との差異分析 や

原価率 分析 などを行 う機能 である。

(9)財 務管理機能

財務管理機能は,現 状 におけ る財務状況 を把握 して,経 営活動 に必要

な資金 を適切 に運用 ・調達 し,さ らに利益 の増大 を目標 とす る長期的な

経営計画 を立て る左 ど,経 営活動 を金銭 的な面から管理す る機能 である。

㈹ 調理加工管理機能

調理加工管理機能は,メ ニューごとの標準 レシ ピーや,店 舗向 けの調

理 マニ ュアルを作成す るとともに,原 価分析結果な どか ら,そ の更新 を

行 う機能で ある。

肋 人事管理機能

入事管理機能は,各 店舗 お よび工場 にむける従業員 の就労状況 を把握

し,各 部門の適正 な人員配置 を行 うとともに,各 従業員 の人件 費の設定

を行 う機能で ある。

以上の各機 能間 の情報の関連 を示 した ものが,図3-16で あ る。
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3.2シ ス テ ム の 目 的

多店 舗 化 に よ る経 営 の規模 が大 き くな るに従 い,経 営 組 織 を維 持 管 理 す る

業 務 が増 大 し,飲 食 業 と して の,調 理 ・加工,あ るいは顧 客 に対 す るサ ー ビ

ス とい った本 来 の業 務 を圧 迫 し,経 営 全般 に悪 影 響 を及 ぼす よ うに な る とい

わ れて い る。

このた め の本 研 究 に お いて は,こ れ らの業 務 の うち経 営 上 の効 果 に 直結 す

る分野 か ら コン ピュータ に よる シ ス テム化 を図 り,業 務 処 理 能 力 の向 上 あ る

いは 事務 処理 の省 力 化 を推進 し,さ ら に次 の よ うな効 果 を実 現 す るこ とを シ

ス テムの 目的 と して 調 査 ・分析 を進 めて行 くこ とにす る。

(1)コ ン ピュ ータ の導 入 に よ り,情 報 が本 部 に集 中 し,企 業 全般 に わた る状

況 把握 が容 易 に な る。

② 事務 処 理 の省 力化 に よ り従 業員 の時間 的 余 裕 を作 り,こ れ を経 営 活動 に

利 用 す る。

(3)コ ン ピ ュ ータ に よb,大 量 の販 売情 報 を正 確 ・迅 速 に処 理 す るこ とに よ

り,変 化 す る消費 者 の ニ ーズ に即 応 す る販 売 管 理 を可 能 にす る。

(4)効 果 的 な食 材 の調 達,あ るいは最適 原 価 に よる標 準 レ シ ピ ー の 維 持 管

理 に必 要 な正 確 な原 料 費情 報 を作成 す る。

(5)工 場 と店 舗 間 の円 滑 な配 送 業務 に必要 な膨 大 な配 送 情 報 の迅 速 ・的確 な

処 理 を行 う。

3.3シ ス テ ム の 範 囲

外食 産業 の経 営 活 動 には,チ ェー ン化 の拡 張 計 画,出 店 計 画 あ るいは マ ー

ケ テ ィ ン グ の よ うな マ ネ ー ジ メン トの分 野 と販 売 ・食 材 の調 達 ・調 理 加 工

・人事 ・会 計 と い った オ ペ レー シ ョナルな 分野 に分類 され るが,本 研 究 では

オ ペ レー シ ョナル な 分野 を中心 に分析 を行 い,そ の結 果 が将 来 マネ ー ジ メン
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トの分野 に も活用で きる方向 で研究 を進 めることにす る。

次に本部 に管理機能 を集 中させ る集中処理 と店舗 あるいは工場 に管 理を分

散させる分散処理の二 つの処理方法が考えられ る。特 に店舗 内の情報伝達方

法 の システム化,あ るいは工場 の 自動倉庫 の実現 を期す るための システム化

といった問題は分散処理 に よ り効率 をあげることができるといわれて いる。

しか し経営規模 に よリシス テム化 が困難 な場合が多いと思われ るので,分 散

処理 については将来 の課題 と し,当 面基本的処理形態 である集中処理 による

システム化 を取扱 ってい くこととす る。

外食産業 におけ る諸管理機能 を本部 に集中 させた場合 の一般的 なモデルは

前項標準モデルの管理機能 の中で述 べた通 りであり,非 常 に広範囲な管理機

能 を有 している。

ここで本研究 におけ るシス テム化の範囲 として,外 食産業 の特色 を持 ちシ

ステム化 の効果 が大 きい とい う面 から管理機能 を絞 ってみ ると次の ように整

理 できる。

(1)対 象 とする管理機能

① 売上管理機能,② 売掛金管理機能,③ 仕入管理機能

④ 買掛金管理機 能,⑤ 在庫管理機能,⑥ 原価管理機能

⑦ 配送管理機能

② 対 象外 とす る管理機 能

① 人事管理機能及び財務 管理機能

外食産業におけるこれ らの管理機能は他産業の もの と共通 してい る面

が多 く,さ らに多分野 において も標準化が進 みこれ を応用するこ とも可

能である。

この意味か ら,こ の二 つの管理機能は システム化 の対象外 とす る。

② 生産管理機能

生 産管理機能 は カ ミサ リー として外食産業 の特色 とい うよりも,食 品

製造業 としての特色 と して とらえることができ,ま た機能 も非常 に広範
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囲 で あ るた め に,別 途 標準 化 を考 え る必 要 が あ る。 この た め この管 理 機

能 は シス テ ム化 の 対 象 外 とす る。

③ 調 理 加工 管 理 機 能

この機 能 は標 準 レ シ ピーの 作成 あ るいは食 品取 扱 い マ ニ ュアル の 作成

と い った 計数 化 が困難 な分 野 で あ るた め,シ ス テ ム化 の 対象 外 とす る。

以 上 の よ うに管理 機 能 を整 理 で きる。 した が って本研 究 にお け る シス テ ム

の範 囲 と しては 対 象 とす る管 理機 能(7機 能)の うち計数 化 が しやす く,コ

ン ピュー タ化 に よ る効果 が大 きい と判 断 され る部 分 を対 象 とす る。

また 対 象外 の管理 機 能 に つ いて も必要 情報 の提供 に よるサ ポ ー トは 行 うこ

ととす る。

さ らに販 売情 報 の収 集 面 におけ るPOSシ ステ ムに よ る シス テ ム化 は 各 企

業 の経 営 事 情 に よる とこ ろが 大 で あるた め,POS化 への拡張性 には留意す る

が,エ ン ドユ一一ザ ーがPOSを 採 用 す るか 否 か は 自由 とす る。

3.4シ ス テ ム の 機 能

当標 準 シス テ ムの機 能 は,"シ ステ ムの範 囲"で 述 べ た7つ の機 能 を扱 い,

オペ レー シ ョナル な経 営 活 動 に必 要 な計画 お よび管 理 資 料 を コン ピ ュータ に

よ り作 成 し,総 括 的 に管 理 業 務 をサ ポー トす る こ とに あ る。

ま た,7つ の機 能 をそ れ ぞれ サ ブシス テ ム と して,標 準 シ ス テ ムを構 成 し

た。

シス テムの構 成 は 図3-17に,サ ブ シス テム間 の情 報 関 連 は 図3-18

に示 す通 りで ある。
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以 下,各 サ ブ シス テムにつ いて機 能 情 報 関 連 図 を示 し,こ の図 に従 って説

明 す る。

3.4.1売 上 管 理 サブ シ ステ ム

売上 管 理 サ ブ シス テムは,店 舗 別 売 上 日計 処 理 と店舗 別 売上 統 計 処理 の

2つ の処 理 内容 を有 す る。

(1}店 舗 別

売上 日計処理

② 店 舗 別

売上統計処理

図3-19、 売上管 理 サ ブ シス テ ムの機 能 情 報 関連 図

(1)店 舗別売上 日計処理

各店舗 から毎 日まとめて送 られる売上 明細情報 と店舗 で作成 され た営業

日報 を集計 して,店 舗別の売上 日計資料 を作成 する。 この うち,.入 出金情

報 と売上情報を,会 計処理のために財務管理へ渡 し,売 掛売上げの情報 と,顧 客
＼
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が店頭で売掛金の支払いを行 った場合に発生する売掛金入金情報 を,売 掛金管

理へ渡す。 また,店 舗 に澄け る製品の在庫量 を把握す るために,売 上情報

を在庫管理 へ渡す。

② 店舗別 売上統計処理

店舗別 売上情報 を蓄積 し,月 次の売上統計資料を作成 して各店舗 へ提供

す る。 この際に,財 務管理の利益管理機能 に基づ く売上計画情報を参照 し

て,実 績 との差異分析 資料 をも作成す る。

これ らの統計情報は,財 務管理,仕 入管理,原 価管理,配 送管理 へ渡 さ

れ るo

また,月 次の統計情報 を蓄積 することに よって年間の統計資料を作成 し,

今後の経営戦 略のための資料 と して提供す る。

3.4.2売 掛 金管理サブ システム

売掛金管 理サ ブシステムは,売 掛金元帳の更新,請 求書の作成,振 替伝票

および領収書 の作成,の3つ の処理内容 を有す る。

(1)売 掛金元帳 の更新

売上管理 からの売掛情報お よび入金情報 と,顧 客か ら本部 に振込 まれ

た売掛金 の入金情報 を もとに,顧 客別に売掛金元帳の更新 を行 う。

② 請 求書 の作成

売掛金元帳 の請求情報 をもとに して請求書 を作成 し,顧 客へ発送 す る。

(3)振 替伝票tsよ び領収書の作成

顧客 か ら売掛金の振込みがなされ ると,請 求情報 と付合 わせを行 って

振替伝票 お よび領収書 を作成 し,領 収書は顧客へ発 送 し,振 替伝票 は会

計処理 のため財務管理 へ渡す。
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(1)売 掛金元帳の

更新

(3)振 替伝票およ

び領収書の作成

図3-20.売 掛 金 管 理 サ ブ シス テ ムの機能 情 報 関 連 図

3.4.3仕 入管埋サブ システム

仕入管理サ ブシステムは,店 舗用原材料週間発注計画書 の作成,店 舗 用

当 日発注原材料一覧表 の作 成,店 舗用仕入管理表 の作成,工 場用原材料週

間発 注計画書 の作成,工 場 用当 日発注原材料一覧表 の作成,工 場用仕入管

理表の作成,の6つ の処理 内容 を有 する。

一74一



原材料発注
計画情報

原材料発注
変更情報

{1)店 舗用原材料

週間発 注計画声

の作成

計
画
情
報

原
材
料
発
注

② 店舗用当 日発注

原材料一覧表の作

成

{3)店 舗 用

仕 入 管理 表の

作成

原
材
料
在
庫
情
報(店

舗

(工
場
　

原
材
料
在
庫
情
報

(4)工 場用原材料

週間発注計画書

の作 成

計
画
情
報

原
材
料
発
注

⑤ 工場用当日発注

原材料一覧表の

作成

{6)工 場 用

仕 入 管 理 表の

作成

原材料発注
計画情報

原材料発注
変更情報

図3-21.仕 入 管 理 サ ブ シス テムの処 理概 要 図

(1)店 舗用原材料週間発 注計画書の作成

在庫管理 による店舗の原材料在庫情報,売 上管理 に よる各店舗 の売上

統計情報,お よび調理加工管理 による原材料構成情報 に より,店 舗 別の
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原材料週間発注計画書 を作成 し,各 店舗 に提供 す る。

② 店舗用当 日発注原材料一覧表 の作成

店舗 では,本 部か らの発注計画書 を もとに,販 売現場 の状況 を考慮 し

て翌 日分 の原材料発注量 を決め,原 材料発注変更情報 として本部 へ送 る。

本部 では,各 店舗 からの発注変更情報 と週間発 注計画 を付合 わせて集

計 し,店 舗用当 日発 注原材料一覧表 を作成 して,仕 入 業者への発注 を行

うo

(3)店 舗 用仕入管理表の作成

各店舗 か らの原材料入庫報告を集計 して仕入管理表 を作成する。

この うち,買 掛情報 を買掛金管理 へ,原 材料入庫情報 を在庫管理へ,

原材料仕入情報 を原価管理へ,そ れぞれ渡す。

(4)工 場用原材料週 間発注計画書 の作成

在庫管理 に よる工場 の原材料在庫情報,生 産管理 による短期生産計画

情報,お よび調 理加工管理 に よる原材料構 成情報 に より,工 場の原材料

週間発 注計画書 を作成 し,工 場へ提供 する。

(5)工 場用当 日発注原材料一覧表の作成

工場 では,本 部 からの発注計画書 を もとに,生 産現場 の状況 を考慮 し

て翌 日分の原材料発注量 を決 め,原 材料発注変更情報 と して本部 へ送 る。

本部 では,工 場か らの発注変更情報 と週間発注計画 を付合 わせて集計

し,工 場用 当 日発注原材料一覧表を作成 して,仕 入業者への発注 を行 う。

(6)工 場用仕入管理表 の作成

工場か らの原材料入庫情報を集計 して仕入管理表 を作成す る。

この うち,買 掛情報 を買掛金 管理 へ,原 材料入庫情報を在庫管理 へ,

原材料仕入情報 を原価管理 へ,そ れぞ れ渡す。
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3.4.4買 掛 金 管理 サブ シ ステ ム

買掛 金 管 理 サ ブ シス テ ムは,買 掛 金 元 帳 の更 新,支 払 一覧 表 の作 成,出

金 伝 票 また は 振替 伝 票 の 作成,03つ の処 理 内容 を有 す る。

(1)買 掛金元帳

の更新

(2}支 払一 覧表

の 作 成

(3)出 金伝票また
たは振替伝票の
作成

図3-22.買 掛金 管 理 サ ブ シス テムの機 能情 報 関連 図

(1)買 掛金元帳の更新

仕入管理か らの買掛情報 と,仕 入 業者 への出金情報 をもとに,業 者 別

に買掛金元帳の更新 を行 う。
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(2)支 払一覧表の作成

締 日処理 と して,買 掛金元帳 の支払情報を もとに支払一覧表 を作成 し,

仕入業者か らの請求書 と照合 を行 う。

(3)出 金 伝票 または振替伝票の作成

支払一覧表 に従 って,仕 入業者 への支払を行 い,出 金伝票(現 金支払

の場合)ま たは振替伝票(振 込 支払 の場合)を 発 行 して,会 計処理 のた

めに財務管理へ送 る。

3.4.5配 送 管理 サ ブ シ ステ ム

配 送 管 理 サ ブシ ス テ ムは,製 品週 間配 送 計画 書 の作 成,製 品 当 日配 送 指

示 書 の作 成,製 品移 動 管 理 表 の 作 成,の3つ の処 理 内 容 を存 ず る。

原材料
構成情報

在
庫
情
報

部
門
別
製
品

日)製 品週間配送

計画書の作成

製
品書
記画
送情
報

c2}製 品当 日配送

指示 書の作成

(3}製 品移動管理

表 の作成

図3-23.配 送 管 理 サ ブ シス テ ムの機 能情 報 関連 図
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(1)製 品週間配送計画書の作成

売上管理 による各店舗 の売上統計情 報,調 理加工管理 による原材料構

成情 報,お よび在庫管理 による各店舗 お よび工場 の製品在庫情報 を もと

に して,店 舗別 の製品週間配送計画書 を作成 し,各 店舗へ提供す る。

また,こ の週間配送計画情報は,生 産計画作成 のための資料 と して生

産管理 へ渡 され る。

(2)製 品 当 日配送 指示書 の作成

店舗 では,本 部か らの週間配送計画書 を もとに,販 売現場の状況 を勘

案 して,翌 日分の製品配送量 を決め,製 品配送変更情報 として本部へ送

るo

本部 では,各 店舗か らの製品配送変更情 報を集計 し,週 間配送計画 と

付合 わせて製品 当 日配送指示書 を作成 し,工 場へ提供す る。

また,こ の当 日配送指示情報は,生 産 計画変更のための資料 として生

産管理 へ渡 され る。

(3)製 品移動管理表の作成

工場か らの製品出庫情報 と,各 店舗か らの製 品入庫情報 を もとに して,

製 品移動管理表の作成 を行い,入 出庫 の情報を在庫管理 へ渡す。

3.4.6在 庫管理サブ システム

在庫管理 サ ブシス テムは,店 舗原材料元帳の更新,店 舗製品元帳 の更新,

工場原材料元 帳の更新,工 場製品元帳の更新,の4つ の処理内容 を有す る。

(1)店 舗原材料元帳 の更新

売上管理 による毎 日の売上情報 と調理加工管理 による原材料構成情 報

を もとに して,各 店舗 の原材料使用量 を把握 し,仕 入管理 による原材料

の入庫情報 とあわせ て,原 材料元帳の更新 を行 う。 また,各 店舗 によっ

て毎週行 われる棚卸しの情報をもとに,原 材料 の実際の在庫量 を把握 し,

原材料元帳 を修正す る。
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在庫管理 サ ブシステムの機能情報関連 図図3-24.

原材料の在原材料の1週 間 の使 用量 の情報 を原価管理へ渡 し,さらに

庫情報 を仕入管理へ渡 す。

② 店舗製品元帳 の更新

売上管理 による毎 日の売上情報 と調理加工管理 による原材料構成情報

をもとにして,各 店舗 の製品使 用量 を把握 し,配 送管理 に よる製 品の入

庫情報 とあわせ て,製 品元帳の更新 を行 う。 また,各 店舗 に よって毎週

行 われ る棚卸 レ禰 報 を もとに,製 品の実際の在庫量 を把握 し・製品元

帳 を修 正 す る。 ノ

さ らに,製 品 の在 庫 情 報 を配 送管 理 へ渡 す。
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(3)工 場原材料元帳 の更新

仕入管理 に よる入庫情報 と生産管理 に よる出庫情 報,お よび工場 に よ

って毎週行 われ る棚卸 しの情報 を もとに して,原 材 料元帳 の更新 を行 う。

また,原 材料 の1週 間の使 用量 の情報 を原価管理 へ渡 し,原 材料 の在

庫情報 を仕入管理 へ渡 す。

(4)工 場製 品元帳 の更新.

生産管理 に よる入庫情報 と配送管理 による出庫情報,お よび工場 に よ

って毎週行 われる棚卸 しの情報 をもとに して,製 品元帳 の更新 を行 う。

また,製 品 の在庫情報 を配送管理へ渡す。

3.4.7原 価 管理 サ ブ シス テ ム

一 般 的 に原 価 を管 理 す るた め には
,損 益 計算 書 を作成 す る の に必要 な各

勘 定 科 目 につ いて 詳 細 に管 理 しなけ れば な らない。 これは 財 務 管理 の機 能

の範疇 で あ り本 調 査研 究 にお け る シス テ ム化 の対 象 とな らな い。 そ こ で こ

こでは 一 般的 な原 価 管 理 とい う とらえ 方 では な く飲 食 業 の 原価 管理 に最 も

影 響 を及 ぼ す とい われ て い る原料 費 の管理,特 に飲 食 原 料 費 を中心 に管 理

し,こ れ を シス テ ム化 して ゆ くこ と とす る。

本 原価 管 理 シス テ ム にお い ては原 料 費 を現 実 に消耗 され た 原 料 を金 額 で

示 した実 際原 料 費 と,レ シ ピー に基 づ くメ ニ ューの材 料 構 成 か らあ るべ き

原料 費 の数 値 を定 めた理 論原 料 費(標 準 原 料 費)と を合 計 原 料 費(総 計,

店 別,部 門別)及 び 品 目別 原料 費(個 別原 料 費)に 区 分 して 把握 す る。 さ

らに実 際原 料 費 と理 論原 料 費 を比較 ・検討 す る。

こ の比 較 ・検討 に よ り実 際値 と理 論 値 の差 異 を一 般 に ロス と呼 び,以 下

の事項 が 明 らか に され る ため非 常 に重 要 で ある とい われ て い る。

・ 原 材 料 の仕 入 単 価 の 変化(仕 入管 理,財 務 管 理 に関 連)

・ 原 材 料 の使 用量 の 差(調 理 加工 管 理 に関連)

・ 調 理 の過 程 にお け る原 料 の減耗(調 理 加工 管 理 に関 連)

燈
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◎ ・

・ 製 品 ・原材 料 の変 質,腐 敗 な どに よる廃棄(在 庫 管 理 に関連)

・ 調 理 の失 敗 に よる廃棄 及 び代 替使 用(調 理 加工 管 理 に関連)

・ 基 準 を守 らな か った盛 付 けの た めの使 用量 の 変化

(調 理 加 工 管 理 に関 連)

以 上 を基礎 と して 本 サ ブ シス テ ムの処理 は 実 際 原 価 の把 握,理 論原 価 の

把 握 及 び原 料 費 の 分析 の3つ の処理 か ら成 り,機 能 関連 図は 図3-25に

示 す通 りで あ る。

(1)実 際原料費の

把握

② 理論原料費の

把握

図3-25.原 価 管 理 サ ブ シス テ ムの機 能 情 報 関連 図
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(1)実 際原料費の把握

① 合 計実際原料費及 び部門別実際原料費

合計実際原料 費は次の式 によ り明 らか にされる。

原料費=期 首在庫高+仕 入高一期末在庫高

(返 品=0,仕 入値引=0と 仮定)

期首在庫高及び期末在庫高は棚卸(在 庫管理)に より明 らかにされ,

仕 入高は仕入管理 によ り明 らか にされ る。

部 門別原料費の把握す るために部 門を分け るが,売 上高,仕 入高が

区分で きることが望 ま しい。店別の料理,喫 茶,飲 料(酒 類)等 の部

門が考 えられ るo

② 個別実際原料費(品 目別実際原料 費)

個別実際原料費 の把握 は通常困難 とされている。 しか し売上数 を実

際使 用数 とみ ることのできる原材料,あ るいは使用 され る品 目(メ ニ

ュー)が 限 られているために売上数量 か ら正確 に算出で きる原材料は

個別原料費 を把握 することが可能で ある。

② 理論原料費の把握

① 個別標準原料費

個別標準原料費は メニュー基準表 の品 目別原材料 の展開から算 出す

るo

② 合計標準原料費及び部門別標準原料費

合計(又 は部門別)標 準原 料費の把握 は個別標準原料費に合計(又

は部門別)の 売上数量 を乗 ずれば算 出され る。

(3)原 料費の分析

原料費の分析は 「標準 原料費一実際原料 費=差 異」 に より差異 を求 め

る。 この結果実際値の方が標準値 より大 きい場合(差 異 がマイナス)に

は損 を した ことにな り,実 際値の方 が小 さい場合(差 異 がプラス)に は

得 を した ことに在る。
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しか し得 を した場 合 にお いて も望 ま しい こと とは いえ 左い。 これ は 標

準通 り実施 され なか った とい う結 果 生 じた た め で あ る。

この よ うに して分 析 した結 果 は 差 異 情報 と して 関連 す る管 理 シス テ ム

に渡 し,ロ スの原 因 の発 見 あ るいは 個 別 標準 原 料 費 の見 直 し等 に役 立 て

る。
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4 シ ス テ ム の 概 要

当外食 産 業 にお け る標 準 シス テ ムは,シ ス テ ムの基 本構 想 で述 べ た とお り,

売上 管理,売 掛金 管 理,仕 入管 理,買 掛金 管 理,配 送管 理,在 庫 管 理,原 価 管

理 の7つ の サ ブ シス テ ム で構 成 され て い る。 これ らの 各 サ ブ シス テ ムは,互 い

に密 接 な 関連 を有 す る が,必 要 に 応 じて単 独 に も,ま た 必要 な機 能 の み の利 用

も可能 で ある よ うに考 慮 され て い る。

一 方標 準 シス テ ムの運 用 開始 に あた り,あ らか じめ用意 して おか なけ れ ば な

らな い情 報(以 下 マス タ ー と呼 ぶ)を 作成 す る部 分,あ るいは コン ピ ュータ ・

サ イ ドの処 理 につ い ては シス テ ムの 運用 管理 の面 か ら考 慮 して,7つ の サ ブ シ

ス テム に含 め な い で,運 用 サ ブ シス テ ム と して 独立 させ た。

各 サ ブ シス テム と関 連 す る入 出 力帳 票 名 を示 す と図4-1の よ うに な る。

この章 で は,各 サ ブ シス テム単位 に,コ ン ピ ュータ での処 理 概 要,入 力帳 票,

出 力帳 票,フ ァイル及 び コー ドにつ いて説 明 す る。 入 力 帳票 は,太 枠 で囲 まれ

た項 目が コン ピ ュータ へ の入 力 対 象 とな り うる項 目で あ るが,必 ず し も全項 目

が 入 力 され 左 けれ ば な ら な い とは 限 らな い。 左 お,図 示 され て い る入 力 帳票 の

様式 は 一例 を示 した もの で あ り,入 力対 象 とな って い る項 目が含 まれ て いれ ば

よ い。 また 入 力帳票 は 伝 票 形 式 等 で示 して あ るが,必 ず し も伝票 類 を必 要 とす

る とは限 らず,シ ス テ ムの機 能 を充 足 す るに必要 十 分 な項 目を 明示 した にす ぎ

ない。 出力 帳票 につ い て も,出 力可 能 左一 般 的項 目 を示 して い るが,項 目の順

序 及 び様 式 は限 定 され た もの では な い。

各 サ ブ シス テ ムの 入 出 力 関連 図 及 び 処理 概 要図 で用 いた 記号 とそ の意 味 は 次

の と澄 りで あ る。
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記 号 意 味

コ ン ピ ュ ー タへ の 入 力 帳 票

o

コ ン ピュ ー タか らの 出 力 帳 票

(1)
コ ン ピ ュー タで の 処 理 内 容

左 上 の 添 字 は,処 理 概 要 の 表 題 番 号 に 対 応 す る

コ ン ピ ュ ー タで 記録 さ れ て い る台 帳(マ ス タ ー)及 び 帳 簿(プ

ア イ ル)
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(入 力) (サ ブ シ ス テ ム) (出 力)

営 業 日 報

売 上 伝 票

売上 管理 サブ システム

・売上実績 の把握 ・売上統計資料の作成

入 金 伝 票 売掛 金管理 サブ システム

・売掛実績の把握

・売掛金管理資料の作成

・売掛金 マ スターの更新

週間生産計画書

発注 変更書

納 品 書

仕入 管理サ ブシステム

・発注計画の作成

・仕入管理資料 の作成

・仕入実 績の把握

支払一覧表

店別売上 日計表

月間店別客数一覧表

期(年)間 売上高推移表

店別品日別週間売上統計表

店別品日別月間売上統計表

請 求 書

請求書発行一覧表

領 収 書

得意先別売掛明細表

店舗別週間発注計画書

工場用週間発注計画書

業者別当日発注原材料一覧表

買掛金 管理サ ブシステム

・買掛実績の把握

・買掛金管理資料の作成

・買掛 金〔スターの更新

配送変更書

納 品 書

仕入業者別買掛明細表

支払一覧表

配送管理 サブ システム

・配 送計画の作成

・配 送管理 資料の作成

・配送実績の把握

店舗製品原材料
実棚報告書

工場製品原材料
実棚報告書

在庫管理サ ブシステム

工場製品週間配送計画書

工場製品当日配送指示書

・入 出庫量(高)の 把握

・各在庫 マ スターの更新

・在庫 管理資料の作 成

・棚 卸量(高)の 把握

品目別原材料構成表

製品別原材料構成表

原価 管理サ フ1システム

棚卸入力原稿

店舗別製品原材料在庫一覧表

工場製品原材料在庫一覧表

・理論原料費計算

・差異分析資料の作成

・実際原料費計算

メニュー別原材料構成及び
標準原料費一覧表

品目別週(月)間 原料費華表

製品原材料使用高分析表

合計及び部門別原料費分析表
'カレンダー登録 票

売掛金 マス ター登録 票

発注先管理ファイル登縣

買掛金マ スター登録 票

工場(店 舗)用 在庫
マ スタ ー登録 票

店 舗名 ・工場 名登録票

・各種 マス ターファ イルの作成 ・内容更新

・各種 マス ターファイルの定期設定

図4-1.シ ス テ ム の 概 要
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4.1 売 上 管 理 サ ブ シス テ ム

4.1.1売 上管 理 サ ブ シ ステ ム の 処 理 概 要

売上 管理 サ ブ シス テ ムは 店 舗 か ら毎 日送 られ て くる営 業 日報 及 び 売上 伝 票

を入 力 し,店 舗 別 に売上 を集 計 し,各 種 売上 統 計表 を出 力す る と と もに,各

管理 サ ブ シス テム で必 要 な マ ス タ ー ファ イル等 を更 新 す る処 理 を行 う。 処 理

概 要 図(図4.1-1),各 処 理 の内 容 を以 下 に示 す 。

(D財 務管理へ ②

店 別仕訳 得意先別売掛日計営 細 報 営業 日報の入 力

日計 。。イル ・・イルの更新

店 品目
売 上 日 計
ファイル

店別品日別
売上日計

店舗 名 ・工

名ファイル

店 別品 日別売上週 間

デ ータの追加 ・更新

品 目別原材 料

構成 ファイル

売掛当 日

フ ァイル

月間店 男1]客数一覧表

の作 成

店別売上 月間デー タ
の追加 ・更新

得意先別
売掛日計

別売上月男1

年間 ファイル

店別売上
日計表

期間又は年間売上高 期(年)間売上高推移表

推移表の作成

店別品目別週間売上

統計表の作成
売鵠 響

ロロ

禦嚇鴎 難場興 辮 瓢鷲 寡翼瓢
図4.1-1売 上管 理 サ ブ シス テ ムの処 理 概 要 図
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(1)営 業 日報 の入 力(日 次 処 理)

店 舗 か ら毎 日送 られ て くる営業 日報 を入 力 し店 別 仕訳 日計 フ ァイル に

前 日分 の デ ータ を追 加 す るo

② 得 意 先別 売i掛 日計 フ ァイル の更新(日 次処 理)

店 別仕 訳 日計 フ ァイル か ら売i掛入金 デ ータ を入 力 し,ま た 売掛 当 日 フ

ァイルか ら売掛 明細 を入 力 し,得 意 先 別,店 舗 別 に照 合 し,売 掛 日計 デ

ータ と して ,得 意 先 売 掛 日計 フ ァイル を更新 す る。

(3)売 上 伝 票 の入 力(日 次処 理)

店 舗 か ら毎 日送 られて くる営 業 日報 を入 力 し,次 の処 理 を行 う。

① 売掛 明細 デ ータ を抽 出 し,売 掛 当 日 フ ァイル を作成 す る。

② 総 売上 高,客 数 等 の デ ー タを店 別 売 上 日計 フ ァイル に追 加 す る。

③ 品 目別 売 上 高 デ ータ を店 別 売上 日計 ファ イル に追加 す る。

この際店 舗 名 フ ァイル か ら店 舗名 を参 照 し所 要 の位置 にセ ッ トす る。

(4)店 別 売 上 日計 表 の 作 成(日 次 処理)

① 店 別仕 訳 日計 フ ÷イル と店 別 売上 日計 ファイル の店 別 売 上 日計 を照

合 し,誤 りを発 見 す る。

② 店 別 時 間帯 別 に客単 価 を算 出す る。

③ イ,ロ 項 に よ り明 らか に した 内容 を店 別 売 上 日計 表 と して 出 力す る。

⑤ 月 間店 別 客数 一 覧 表 の作 成(日 次 処理)

月 間 の客 数 の推 移 を把 握 す るた め に,店 別売 上 日計 ファ イル,店 別 売

上 月別 年 間 ファ イル を 入 力 し,月 間店 別 客数 一 覧 表 を作 成 す る。

(6)店 別 売上 月 間 デ ータ の追 加 ・更新

① 店 別 売 上 日計 フ ァ イル の各項 目を月単 位 に集 計 す る。

② 前年 同月 の売 上高 の伸 び率 を算 出す る。

③ イ,同 項 に よ り集 計算 出 され た デ ータ を店 別売 上月 別年 間 フ ァイル

に追 加 す る。
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(7)期(年)間 売 上 高 推移 表 の作成(期 又 は年 次処 理)

長 年 にわ た る 売上 高 を期 あ るいは 年 間 を通 じて 把 握 す るた め に店 別 売

上 月別 年 間 フ ァイル を入 力 に して編 集 す る。

(8)店 別 品 国別 売 上週 間 デ ー タの追 加 ・更新(週 次処理)

店 別 品 日別 売 上 日計 フ ァイル を入 力 し,週 間 単 位 に品 目別 売上 高 を集

計 し,店 別 品 日別 売 上週 別年 間 フ ァイル を更 新 す る。

また この時 に品 目別 原 材 料構 成 フ ァイル と照 合 して,品 目名称,品 目

及 び単 価 の追 加 変 更 日付 を更新 デ ー タ にセ ッ トす る。

(9)店 別 品 日別 週 間 売上 統 計 表 の作 成(週 次処 理)

店 別 品 日別 の 売 上 高 を把握 す るた め に店 別 品 日別 売上 週 間 ファ イル を

入 力 し,売 上 高 構 成比 の高 い品 目順 に編集 し,店 別 品 目別 週 間 売上 統 計

表 を出 力 す る。

釧 店 別 品 日別 売 上 月 間 デ ー タの追 加 ・更新(月 次処 理)(8),⑨ の処理 を

月次処理 にした
⑪ 店 別 品 日別月 間 売 上 統 計 表 の 作成(月 次処 理)も のである。

4.1.2入 力帳票

売 上管 理 サ ブシ ス テ ムで取、扱 う入 力 帳 票 には 売上 伝 票 と営 業 日報 の2種

類 の 帳票 が あ る。

(1)売 上 伝 票(勘 定 明細 書)

① 売上 伝 票 は 客 単位 の現金 ・掛 売 の売 上 明細 を 記入 す る。

店 舗 は 日単 位 に一 括 し閉店 後,翌 日本 部 が処 理 可 能 とな る よ うな時

期 ま で に本 部 へ 送付 す る。

売 上伝 票 の設 計 に あた って は接 客 係 が 簡単 に 記入 で き,本 部 にお け

る入 力 が 容 易 と い っ た こ とを考 慮 す る必 要 が あ る。
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①

A 0 1

売 上 伝 票

(お 勘定明細書) 支店

店 舗

コー ド

④

伝票 番号

⑦

継

続
⑪

日 付
お客数

⑳

売上 区分

⑳

担 当 店 番

昭和 年
⑫ ⑯月 ⑱ 日

S・ 1234

⑳

時 間 101112123456789

⑧

品 目 コ ー ド

⑳

数量⑳ 単 価⑳
.

1
1 i

1
1

|
1

川
Il

1
辿

1 一
ll

　 一
;
1

111
111
111

'

!
【

|
;

[l
lll

○料 飲税 ○ サー ビス料

図4.1-2売 上 伝 票
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一
② 記入要領

表4.1-1売 上伝 票 の記入 要 領

項 目 説 明 記入 の担 当

◎ 帳 票 コ ー ド 「AO1」 接 客 係 が 記 入

'開店 前
にス 〆

ンプ等 で記入

.し て お く

◎ 店 舗 名 及 び
コー ド

◎伝 票 番 号 日単位 に連番 を付与す る。

◎ 日 付

◎売 上 区 分 1:現 金2:売 掛3:社 員 券

4:ク レ ジ ッ ト

接客係 が記入

◎継 続 欄 1枚 の伝票 に客 の 注文 が収 ま らない場 合

継 続 欄 に ア ル ファベ ッ トの 「C」 を記入

す る。

◎客 数 1枚 の伝票単 位 で客数 を記入す る。(接

客係 の要員 に余裕が ある場合は男 ・女 ・

子供等 の客の分類 を行 って もよい)

・担 当 者 通常 記号 を使用

・店 番 席数 が多い店 では混乱を防 ぐため記入 し

たほ うが良い。

◎ 品 目名,数

量,単 価

単価 のかわ りに金額 を記入 す る場合 もあ

るo

◎時 間 帯 開店か ら閉店 までの時間 に該当す る数 に

印をつけ る。

・料 飲 税,サ

ー ビ ス 料

必要 あ る場 合 記 入,値 引が あ る場 合 には

余 白 に メモす る。 精 算 時 に営業 日報 に よ

り入 力 す る。

会計係が記入

◎売 掛 欄 売掛 の場 合 顧 客 に,会 社 名,職 務,サ イ

ン を@の 空 白欄 に記 入 させ る。

顧客が記入

◎ 品 目 コ ー ド 品 目 コー ド表 を参 照 して 品 目 コー ドを記

入 す る。

本部要員 が記入

記号 の説 明 項 目欄 の⑧ の 記号 は シス テ ム入 力項 目で あ る こ とを意 味 す る。

一92一



(2)営 業 日報

①

田
④

営 業 日 報

店舗 名 店舗・一・川[

⑦

天候
　 　 ヨ る 　

晴 曇 ・1雨雨 雪

⑰

種類1

⑰

借 方 種類2 貸 方

科 目 名
ユ8⑲ ⑭

科 目 名
》 ⑳

募
コ ー ド 金 額 芦,., 金 額

現 金 1
lll

llOllio
Il

0

| |
1 売 上 3 7i、

1

lI

11010 ;
1

前 受 金 1
lll

4151110 0
i
1 料 飲 税 3

|4
16
1

ll

11112 l
l

社 員 券 1

lI

4151・ 0 1
1
1 雑 収 入 3 8{1 4

1

・{・ 1
|

l
l }

売 上 値 引 1

ll

71・13 010

ll

l川 前 受 金 3
14
15 1 0 0

l
l

|
1 1

雑 損 失 1

ll

813;2
1

0|0
| ll

lll 3
1
」1

1 1
1

1
1
|

1
| |

1|l
ll|
lll 3

|
1

|
1

1
1

l
ll

計
i
!

1[|
ll|
Ill
lll

計 i
l

i
I

⑰

種類3

⑰

現 金 内 訳 願 「 売 掛

科 目 名
⇔⑲ ⇔

得 意 先 名
⑲ ⑳

コ ー ド 金 額 コ ー ド 金 額

銀 行 入 金 1 1

ili
1|11111 1

|
ii
l

lli
llI
ll}

:
|

釣 銭 返 済 3 1 。1、1.i1
1

l
l [

lll
lll
lll

;
1 1

釣 銭 借 り 1 1

ll

・12;・}1
1
|

[|11
1

[i 1

1

川
本 社 送 り 1 亜 ・1 l

i

H
日

1

}
[
1

l
l

;
1

i
l

小 口 戻 り 3 110
1

2{・ 0 1'
|

l
I

l
l

;
1

口
1

1
1

売 掛 入 金 3

1

・1・ 110
1

0
1 1 1日 1

1

1
|

「
1

l

l

l
I

川
Il

lll
|ll
lll 1

1

1 1

1

1
l

l
1 1

(備考) 1 1
l
I

|
! 1

.

図4.1-3営 業 日 報
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① 営 業 日報は 各 支 店 の1日 の営 業 成績 を集 計整 理 し,本 部 へ 報告 す る。

営 業 日報 の内容 には 売 上 を 中心 と した 内容,従 業 員 の就 労 状況 を 中心

と した 内容,そ の他 の営 業 活動 を中心 と した 内容 の もの が あ り,通 常 各

支店 は これ ら を,そ れ ぞれ 作成 した後 一括 して 本部 に報 告 す る。

こ こでは 売 上 を 中心 と した 内容 の営 業 日報 につ いて 説 明 す る。

② 記入 要 領

表4.1-2営 業 日報 の記入 要 領

項 目 説 明

◎ 帳 票 コー ド 「AO2」

・店 舗 名

◎ 店舗 コー ド コ ー ド表 参 照 。

㊦ 日 付 昭和 の年号 を使用

1亙工=]昭 和 を意味 する(あ らか じめ印字)

◎ 曜日及び天候 該 当 す る数 字 に 印 を付 け る。

◎種 類 コー ド表 参 照

◎借 方 欄
勘 定 科 目名 と同 コー ドの うち使用 頻度 の 大 な る ものは

あ らか じめ 印字 して お く。

区 分 の コー ドは コー ド表 を参 照
'

◎貸 方 欄

㊦現金内訳欄

◎売 掛 欄 区 分 及 び得 意先 コー ドにつ いて は コ ー ド表 参 照

・備 考 欄 取 扱 の 銀行 を コー ド化 し,備 考欄 にあらか じめ 印字 して お く。

記号の説明 項 目欄 の◎ は シス テム入力項 目を意味す る。

③ 帳票 設 計 上 の留 意事 項

仕 訳 が容 易 に な る よ う入 力種類 を 「借 方 」「貸 方」 「現 金 内訳 」 「売掛 」の

4種 類 に分類 し,さ らに本 部vateけ るデ ータ入 力が容 易 とな る よ う フ ォー

マ ッ トを 同一 に した 。
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出力帳票4.1.3

(1)店 別 売上 日計 表

S
店 別 売 上 日計表

天候曜 日

 

=

時 間項 目
総 計 10-1 1-4 4-7 7、-9

組 数

現 金 客 数

売 上(メ ニュ ー価 格)

値 引

サ ー ビス料

税 金

合 計

組 数

観 客 数

売 上(メ ニュー価 格)

値 引

サ ー ビス料

税 金

合 計

組 数

合 計 客 数
客 単 価

売 上(メ ニぞ 一価 格)

値 引

サー ビス料

税 金

合 計

組 数

7日 間 客 数

移動指数 客 単 価

売 上(メ ニ ュー価 格)

図4.1-4店 別 売上 日計表
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① 店別売上 日計表は各支店 の売上成績を1日 単位 に把 握するための出力

帳票で ある。

② 主要項 目の説明

・ 時 間

・ 現金

・ 掛

・ 合 計

開店 か ら閉店 ま での営 業 時 間 の総 計 と数 組 の時 間帯 に区 分

(時 間 帯 の 区 分は エ ン ドユー ザ ーの状 況 に合 わせ,か つ昼

食 時,夕 食 時等 の特性 を持 た せ る よ う時 間 を区 分 す る必要

が あ る。)

現 金 売上 の 日計 で あ る。

売 上欄 は メニ ュー価 格 で算 出 され た 売上 高 で あ る。

合 計欄 は(売 上 一値 引+サ ー ビス 料+税 金)で ある。

売 掛 売 上 の 日計 で あ る。(社 員券 等 の 売上 も含 む)

売 上 ・合 計 欄 は現 金 の項 と同 じ意 味 を持 つ 。

現金 売 上 と売掛 売 上 の計 で あ る。

客 単価=売 上 ÷ 客数 で計算 す る。

・7日 間 移 動 指数

当 日を含 む過 去7日 間 の客数 ・売 上 の累 計 で 当 日の客 数 ・

売上 を割 り,さ ら に100を 掛 け た ものが客 数 売 上 の指数

で あ る。 又 客単 価 は 売上 の累計 を客 数 の累計 で割 った もの

で あ る。
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(2)月 間店 別 客数 一 覧 表

月 間 店 別 客 数 一 覧 表

店名

月年

ドーコ店 処理日付

日

計

日 付

曜

日

祝

日

天

候

売 上 日 計 時 間 帯 別 容 赦

客 数 密教指数 売上 高 売上指数 10～1 1～4 4～7 7～9

1

.2

3

4

5

6

7

8

＼ 、 ∠ ＼ 4

31

一

1 r

月

計

,

売 上 月 計 時 間 帯 別 客 数

組 数 客 数 売 上 高 客 単価 客 席
回 転 数

組当り
客 数

10～1 1～4 4～7 7～9

合

計

一

日

平

均

当

年

前

年

対
前
年
比

/

図4.1-5月 間 店 別 客数 一 覧 表
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① 月 間店 別 客tw-一 覧 表 は 各 支店vatoけ る1ケ 月 間 の客 数 ・売 上高 等 を1

日単 位 に時 間 帯 別 に展 開 し客 数 ・売 上 高 の推 移 を把握 す る。 さ ら に祝 日

・休 日 あ るいは 天候 が客数 ・売上 高 へ どの程 度 影 響 を与 え て い るか と い

うこ と も併 せ て 把握 す る。

叉 毎 日毎 日の数 値 には 変化 が大 きす ぎる とい うこ と も考 え られ るの で

月 単位 に集 計 し1日 平 均 値 を求 め る。 これ を各 日計 あ るいは 前年 の 集 計

値 と を比 較 し当 月 の 売上 状況 を把 握 す る。

② 主 要 項 目の説 明

・ 日計欄

・ 月 計欄

客数 指数:1日 平均客数 ÷各 日計の客数

売上指数:1日 平均 売上高÷各 日計の売上高

時 間 帯:店 別売上 日計表 の項 と同様

客 単 価:売 上高÷客数

客席回転数:客 数 ÷客 席数

(客 席数 は店舗名 ファイルにあらか じめ登録

して凝 く)

対前年比:今 年度÷前年度
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(3)期(年)間 売 上 高推 移 表

期(年)間 売 上 高 推 移 表

店 名 店 コ ー ド 期(月 ～ 月)

56年(今 年) 55年 54年 53年 52年

売 上 高

客 数

客 単 価

前
年
対
比

売 上 高

客 数

客 単 価

前
年
対
比

売 上 高

客 数

客 単 価

前
年
対
比

売 上 高

容 赦

客 単 価

前
年
対
比

売 上 高

客 数

客 単 価

前
年
対
比

1

2

'

＼ 一 一 一
一 、 〆 一

12

図4.1-6期(年)間 売 上 高推 移 表

① 期(年)間 売上高推移表は支店別 に長年 にわたる売上高 ・客数 ・客単

価の推移 を期 間 あるいは年 間の単位 で把握す る出力帳票 である。

② 売 上高 ・客数 ・客単価はそれぞれ1日 平 均 に した値 を使用す る。

(4)店 別品 日別週(月)間 売上統計表

① 店別品 日別週(月)間 売上統計表は各支店 の品 目別の売上成績,特 に

各品 目の全売上高 に対す る構成比,あ るいは前週 の売上に対す る伸び率
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店別 品 目(メ ニ ュー一)別 週(月)間 売rb統 計表

店 名 店 コー ド 週(月)

品 目 単 価
売 上 高 売 上 構 成 比

前週(月)売 上

伸 び 率
品 目 名 品 目 コー ド 迫り随 §己号 単 価 勘[変難問

～ 一＼ 一 一 /

図4.1-7店 別 品 日別 週(月)間 売 上,統 計 表

を把握 す る。

また メ ニ ューの追 加 変更,単 価 の 変更 が 売 上 に どの移 度 影 響 及 ぼ す か

とい うこ と も併 せ て把 握 す る。

② 編 集 要領

イ.メ ニ ュー の追 加 変 更 が あった場 合,品 目の 追加 ・変 更 記 号欄 に特 定

の 記号 を定 め 印字 す る。

ロ.単 価 の変更 が あ った 場 合 も前項 と同様 で ある。

ハ.売 上構 成比=(各 品 目売 上高÷ 全 品 目売上 高)×100

二.前 週(月)売 上 伸 び 率=(今 週(月)売 上 高 一前 週(月)売 上 高)÷ ・

前 週(月)売 上高 ×100

ホ.品 目の 出 力順 位 は品 目 コ ー ド原 文 は 売 上構 成 比 順

へ.数 週(月)の 連 続 した帳 票 を 出力 で きれ ば売 上 の推移 を把 握 で き る。

4.1.4フ ァイル

売上 管 理 サ ブ シス テ ムに お いて 作成 更 新 す る フ ァイル には店 別 仕訳 日計

フ ァ イ ル,売 掛 当 日 フ ァ イ ル,店 別 売 上 日計 フ ァイ ル,店 別 売上
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月別 年 間 フ ァイル,店 別 品 日別 売上 日計 フ ァイル,店 別 品 目別 売 上通(月)

別年 間 フ ァ イル,店 別 品 日別 売上 累積 フ ァ イル,得 意先 別 売i掛 日計 ファイ

ル が あ るo

(1)店 別 仕 訳 日計 ファ イル

店 舗 別 の営 業 日報 の 内容 を

店 別 日別 に蓄 積 す る フ ァイル

で あ る。

この ファ イルは 財務 管 理 に

直結 す る フ ァイ ル で あ るが,

将 来 財 務 管理 が容 易 に導 入 で 図4.1-8店 別仕 訳 日計 ファ イル

きる こ と を考 慮 し設 計 した。

(2)売i掛 当 日 フ ァ イル

店
年 曜 天 種 区 科 金

舗 日 候 類 分 目

月 コ コ コ コ コ

名 コ | | 1 1 |

1 日 ド ド ド ド ド 額
称 ド

(合 計 レ コー ド)

得

意
先
コ

ー

ド

取
扱
店
舗
コ

ー

ド

処
理
日

食
年
月
旦

ζ

ト
識
別
記
号

得
意
先 合
別 計
店 売
舗 掛
別 高

(明 細 レ コー ド)

得

意
先
コ

ー

ド

取
扱
店
舗
コ

ー

ド

処
理
日

食
年
月
旦

与

ト
識
別
記
号

伝

票

番

号

品 目

コ

|

ド

数

量

単

価

金

額

図4,1-9売 掛 当 日 フ ァ イ ル

この フ ァ イル は1日 の得 意 先 別店 舗 別 の売掛 明細 デ ー タを格 納 した フ

ァイル で あ り,得 意先 別 売掛 日計 ファイ ル の追 加 更 新 を行 うた めの 入 力

ファ イル で ある。

㈲ 店 別 売上 日計 フ ァイル

店別売上 日計 ファイルは客数及び(品 目を考 慮 しな い)現 金 ・売掛 売 上 を

中心 と した 売上 高 の店 舗 別 日計 を蓄積 す る ファイル で あ る。

この フ ァイル は月 単位 に店 別 売上 月 別年 間 フ ァイル を更新 す るた め に
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年

月

日

客

席

数

現 金 売 上 高 売 掛 売 上 高 合 計店

舗
組

数

客

数

売

上

値

引

了
ビ

ス

料

税

金

合

計

組

数

客

数

売

上

値

引

サ

↓
ス

料

税

金

合

計

組

数

客

数

客

単

価

売

上

値

引

サ

↓
ス

料

税

金

合

計

名

称

コ

ー

ド

図4.1-10店 別 売 上 日 計 フ ァ イ ル

必要 で あ り,ま た1年 間 分 の デ ータ を蓄 積 す るこ と に よ り売 上 予 測 に使

用す る こ と も可 能 で あ る。

また現 金 売 上 高,売 掛 売 上 高 及 び合 計欄 の組数 ・客 数 ・客 単価 ・売 上

は 図4.1-11組 数 等 項 目の 詳細 に示 す通 りの時 間 に よ り区 分 す る。

組 数(又 は 客 数,客 単 価,売 上)

総 計 10時 一1時1時 一4時4時 一7時7時 一9時

図4.1-11組 数 等項 目の詳細

(4)店 別 売 上 月別年 間 フ ァイル

店

舗

年

月

月 計 当 月1日 平 均 売上 高 前年同月1日 平均
売 上 高 対前年比

組

数

客

数

売

上

高

時間帯別客数 客

数

売

上

高

客

単

価

客
席
回
転
数

組
当
り
客
数

時間帯別客数 客

数

売

上

高

客

単

価

客
席
回
転
数

組
当
り
客
数

客

数

売

上

高

客

単

価

名

称

コ

ー

ド

10

|

1

{
4

4

|

7

7
9

10

1

1

}
4

↑
7

7

1

9

図4.1-12店 別 売 上 月 別 年 間 フ ァ イ ル

この ファ イルは 店 舗 別 の売 上 高 を客数 を中心 に月別 に1年 間 蓄 積 す る

フ ァイル で あ る。 ま た年 の当 初 の フ ァイル作 成時 に前年 の 同 フ ァ イルを

参 照 し,前 年 同月1日 平 均 値 を セ ッ トし,当 月値 と比 較 し,対 前 年 比 を

求 め これ を セ ッ トす る。
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(5)店 別 品 日別 売 上 日計 ファイル

品

目

コ

|

ド

年

月

売 上 実 績

1日 2日 3日 4日1 31日

数

量

単

価

金

額

数

量

単

価

金

額

数

量

単

価

金

額

数

量

単

価

数

量

単

価

金

額

名

称

コ

ー

ド

図4.1-13店 別 品 目 別 売 上 日 計 フ ァ イ ル

この フ ァイルは店 舗 別 品 日別 の 売上 を 日計 した デ ータ を蓄積 す る フ ァ

イル で ある。

ま た この ファ イル は1日 の店 舗 別 の製 品 ・原材 料 を把 握 す るた め在庫

管 理 にお いて も使 用 され る。

(6)店 別 品 日別 売 上週(月)別 年 間 フ ァ イル

年

品

目

売 上 実 績

第1週(1月) 第53週(12月)

祝

日

数

売 上 数 量
単

価

単

価日

変付

更

品

目日

変付

更

金

額

構

成

比

・ 、

塑難

局

同 左

}

名

称

コ

1

ド

名

称

コ

|

ド

平

日

分

休
日

分

計

図4.1-14店 別 品 日別 売 上週(月)別 年 間 フ ァイ ル

こ の ファ イルは店 舗 別 品 日別 売上 高 を週(月)別 に年 間 を通 じて 蓄積

す る フ ァイルで あ る。 この うち店 別 品 日別 売 上週 別 ファ イルは 仕 入 管理

サ ブ シス テ ムに お い て使用 され る。

週 は カ レンダ ー フ ァイル に定 義 され た第1週,第2週 … …第53週 を

使 用 す る。 ま た月 の場 合 は1.月 か ら12月 ま で で あ る。

祝 日は カ レンダ ー フ ァイル を参 照 し年 当初 フ ァイル作 成 時 に セ ッ トす

るo
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同様 に前年 同週(月)売 上 高 を前年 ファ イル を参 照 しセ ッ トす る。

構成 比 は 該 当 品 目売上 高 の全 品 目売 上 高 に対 す る構 成 比 で あ る。

品 目名 フ ァ イル と照 合 し品 目名 称,単 価 及 び 品 目変更 日付 を セ ッ トす

るo

(7)得 意先 別 売掛 日計 ファ イル

(明 細 レ コー ド(品 目別))

得
意
先
コ

ー

ド

取
扱
店
舗
コ

ー

ド

処
理
日

負
年
月
旦

㌢

ト
識
別
記
号

伝

票

番

号

品 目

コ

1

ド

数

量

単

価

金

額

(合 計レコー ド(得 意先別店舗別))

得
意
先
コ

ー

ド

取
扱
店
舗
コ

ー

ド

処

§

竃

ζ

ト
識
別
記
号

得 意 先 別 ・店舗 別

合 計 金 額

入 金 売 掛

得 意先別 売掛 日計 ファイル図4.1-15

得 意 先 別 売 掛 日計 ファ イル(図4.1-15)は,得 意先 別 店舗 別 の合

計 売i掛高及 び 売i掛明細 とを1日 単 位 に蓄積 した フ ァイル で あ り,売 掛 管

理 にお い て使 用 され る。
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4.2.5コ ー ド

コ ー ド 関連 する帳票等 桁数 内 容

帳 票 コ ー ド 売上伝票,営 業 日報 3 AO1一 売 上 伝票

AO2一 営業 日報

売 上区 分

コー ド

売上伝票 1 1一 現 金 売上2一 売 掛 売 上

3一 社 員 券4一 ク レジ ッ ト

店 舗 コ ー ド 帳 票,フ ァ イル全般 3 一連番号

品 目 コ ー ド 同 上
・4

・121314

●

種類区分(ユ ーザー

事情に合わせて決定)

一 連 番号

曜 日 コ ー ド 営業 日報

店別仕訳 日計 ファイル

1

、

1234567

1111111

日 月 火 水 本 金 土

天 候 コ ー ド 同 上 1 12345

11111

晴 曇 ・j・雨 雨 雪

入 力種 類 区

分 コー ド

同 上 1 1一 借 方2一 貸 方

3一 現 金 内訳4一 売 掛

仕 訳区 分

コー ド

同 上 1 1一 借 方 科 目3一 貸 方科 目

5一 売掛 売上7一 売 掛入 金

科 目 コ ー ド 同 上 5

1・121311451
`1

大項 目(JISコ ード)一

小項 目(ユ ーザーの事情 に一

合 わせて決定)

銀 行 コ ー ド 同 上 2 一連番号

得 意先

コー ド

営業 日報,売 上伝票

得意先別売桂旧計ファイル

5 一連番号
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4.2売 掛 金 管理 サ ブ シス テ ム

4.2.1売 掛 金 管理 サブ シ ステ ム の処 理 概 要

売掛 金 管理 サ ブ シス テ ムは,得 意 先 に対 す る売掛 売 上 げ に よ って発 生 す

る売掛 金 を管 理 し,請 求書 を発 行 す ると と もに,得 意 先 か らの 支払 い に よ

って売i掛金 残高 の 更 新 を行 う もの で あ る。

処 理 概 要 図(図4.2-1)teよ び各処 理 の 内容 を以 下 に示 す。

売上管理

サ ブシステムか ら

別

計

ル

先

日

イ

意

掛

ア

得

売

フ

売掛 売上 高
お よび 店 頭

入金額の入力

売 掛 金入 金

額 の 入 力

売 掛 金
マスター

得 意 先 別

売 掛 明 細 表

出 力

請 求 書 発 行
一 覧 表

得意先別売掛用

細表

経理部門へ

図4.2-1売 掛 金 管 理 サ ブ シス テ ムの処理 概 要 図
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(1)売 掛 売 上 高 お よび店 頭入 金 額 の入 力(日 次処 理)

売 上 管 理 サ ブ シス テ ムに よ り作 成 され た 得意先 別 売 掛 日計 ファ イル を

使 用 して,売 掛 売 上 高 お よび 売i掛金 の店 頭 入金 額 を売 掛金 マス タ ーに入

力 す る。

② 請 求 書 の作成(締 日処 理)

各 得 意 先 の締 日に,売i掛 金 マ ス タ ーお よび得 意先 別 売 掛 日計 フ ァ イル

の デ ー タ を編集 して,得 意先 ご との請 求書 を出 力 し,各 得 意先 へ送 る。

また,こ れ らの 請求 書 を一覧 で きる形 に した請 求 書発 行 一 覧 表 を 出力 し
,

経 理 部 門 へ 渡 す。

請 求書 の 出力 後,売 掛 金 マ ス タ ーの更 新 を行 う。

(3)売 掛金 入 金額 の入 力(日 次処 理)

発 行 され た請 求書 に従 って,各 得 意先 か ら支 払 いが行 われ る と ,経 理

部 門 はそ の金 額 を入金 伝 票 に記 入 し,こ れ を入 力 して 売 掛金 マス タ ーの

更 新 を行 う とと もに,領 収 書 を 出 力 して 各得 意先 へ 送 る。

(4)得 意先 別 売 掛 明細 表 の 出 力(随 時 処理)

売掛 金 マ ス タ ーの デ ータ を編集 して,得 意先 別 売掛 明 細 表 を出 力 し
,

管 理 資 料 と して経 理 部 門 へ渡 す。
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4.22入 力帳票

売掛 金 管 理 サ ブ シス テ ムで扱 う入 力帳 票 は,入 金 伝 票 のみ で ある。 この

帳 票 は,各 得 意先 か ら支 払 い が あ った 際 に使 用 され る。

l

BlOi1 入 金 伝 票
N匹

4

入金日

得 意 先 コ ー ド
10

得 意 先 名 入 金 額15
入 金

29区 分

銀 行
コー ド

満期日
お

i

1

i

図4.2-2入 金 伝 票

入金 区 分 には入 金 方 法(振 込,手 形 等)に よ る区 分 を記入 し,銀 行 コー

ドには入 金 の際 の取 扱 銀 行 の コー ドを記 入 す る。 また,手 形 に よ る入 金 の

場合 には,手 形 の 満期 日を記 入 す る。
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4.2.3出 力帳票

売掛 金 管 理 サ ブ シス テ ムで扱 う出 力帳 票 には,請 求書,請 求書 発 行 一 覧

表,領 収 書teよ び得 意 先 別 売掛 明 細表 の4種 類 の ものが あ る。

(1)請 求 書

Na
請 求 書 発 行 日

得 意先 襟 当社 名

前期繰越 額 今期ご利用額 今期お支払額 今期ご請求額

〔請 求 明細 〕

日付 伝 票N巳 品 目 数量 金 額 お支払額 入金
区 分

銀 行
コー ド 備 考

. I

l

図4.2-3請 求 書

請 求 書 は,各 得 意 先 の縞 目に,売 掛 金 マ スタ ーの デ ータ を編 集 して 出

力 す る もの で,各 得 意 先 へ送 付 され る。

明細 の お支 払 額 の欄 には,締 日 ま でに支 払 が あった 際 の金 額 が表 示 さ

れ,入 金 区 分欄 には,そ の支 払 方 法 に よ る区 分 が表 示 され る。

一109一



② 請求書発行一覧表

請 求 書 発 行 一 覧 表

発 行 日

得 意 先 コー ド 得 意 先 名 請 求 金 額 備 考 ・

o

図4.2-4請 求 書発 行 一 覧 表

請 求書 発 行 一 覧表 は,請 求 書 発 行 日vateけ る各 得 意先 の売i掛金 残 高

(請 求 金額)を 表 わ し た 帳 票 で あ り,経 理部 門 の管 理 資料 と して利 用

され る。

(3)領 収 書

領 収 書

日付

Na

得 意 先 様

社 名

金 円

上 記 金額 正 に領 収 致 しま した。

図4.2-5領 収 書
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領 収書 は,入 金 伝 票 が入 力 され た 際 に,入 金 額 を領収 金 額 と して 出 力

す る もの で,各 得 意 先 へ送付 され る。

(4)得 意 先 別 売掛 明細 表

得 意 先 別 売 掛 明 細 表

得 意先 コー ド 得 意先名 処 理 日

日 付 適 要 売 掛 金 額 受 取 金 額
入金
区分 満期日

図4.2-6得 意 先 別 売掛 明細 表

得意先別売掛明細表 は,各 得意先 ごとに,売 掛金 の明細 をあらわ した

もので あり,経 理部門の管理資料 と して使用される。

適要欄 には,売 掛売上げの場合 には得意先が利用 した店舗名,入 金 の

場合 には,銀 行振込 の際は取扱銀行名,店 頭受取 りの際は受取店舗名が

表示 され る。 また,入 金 の場合 には,入 金方法を表 わ す 区分 が表 示 さ

れ,さ らに手形 に よる入金 の場合 には,そ の手形の満期 日も併せて表示

され るo
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4.2.4フ ァ イ ル

売 掛 金 管 理 サ ブ シ ス テ ム で 作 成 す る フ ァ イ ル は,売 掛 金 マ ス タ ー の み で

あ るo

(得 意 先別 レ コー ド)

得
意

先
コ

ー

ド

レ

コ

ー

ド

識

別

得

意

先
名

得

意

先

住

所

縞

目

前

月

繰

越

高

当

月

繰

越

高

(売 掛 明細 レ コー ド)

得
意
先
コ

ー

ド

レ

コ

ー

ド

識

別

日

付

貸

方
借
方
識
別

店

舗 銀
コ 行

1コ

ド1

又 ド

は

伝

票 人

香 金

号 区

又 分

は

金

額

手

形

満

期

日

処

理

日

図4.2-7売 掛 金 マ ス タ ー

売 掛金 マス タ ーは,各 得 意 先 ごとに,締 日か ら次 の締 日ま で の1ヵ 月間

の売 掛金 情 報 を格 納 す る フ ァ イル で あ る。

得 意先 別 レ コー ドにつ い て は,運 用 サ ブシス テ ムで作 成 され,得 意先 名,

得 意 先 住 所,締 日が 登 録 され る。 繰 越 高 につ い ては,月 次 処 理 で 売掛 明 細

を集 計 して登 録 を行 う。

売掛 明細 レ コー ドにつ い ては,日 々 の売掛 売 上 げ 又 は 売掛 金 受取 りの明

細 を登 録 す る。 貸 方 ・借 方 識 別 には,売 上 げ で あ るか 入金 で あ るか の区 分

コー ドを登録 す る。 ま た,売 上 げ の場 合 には,利 用 した店 舗 の コー ドと売

上伝 票 の伝 票 番 号 を登録 し,入 金 の場 合 には,取 扱 銀 行 の コー ド(振 込支

払 い の場合)又 は 受 取 店舗 の コー ド(店 頭 支 払 い の場 合)と 入金 区 分 を登

録 す る。 さ らに,手 形 に よる入金 の場 合 には,そ の 手形 の満 期 日を登 録 す

るo

な澄,処 理 日は,各 売掛 明細 につ いて 入 力 を行 った 日付 が登 録 され る。
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4.2.5コ ー ド

コ ー ド名 関連 する帳票 ・ファイル 桁数 内 容

帳 票 コ ー ド 入金伝票 3 BO1

入金区分 入金伝票,請 求書 1 入金方法 に よる区分
コ ー ド 得意先別売掛明細表 (例)1:現 金

売掛 金 マ ス タ ー 2:振 込

3:キ ャ ッ シ ュ カ ー ド

貸方 ・借方 売掛 金 マ スタ ー 1 売掛売上,売 掛入金 の区分

識 別 コ ー ド (例)1:借 方(売 上)

2:貸 方(入 金)

得 意 先 コー 入金伝票 5 売上 管理 サ ブ シス テム を参 照

ド 請求書 発行一覧表 の事

売掛金 マス タ ー

店 舗 コ ー ド 得意先別売掛明細表 3 売上管 理 サ ブシス テ ムを参 照

売i掛 金 マ ス タ ー の事

銀 行 コ ー ド 入金伝票 2 売 上管 理 サ ブ シス テ ムを参 照

請 求 書 の事

得意先別売掛明細表

売i掛 金 マ ス タ ー

4.3仕 入 管 理 サ ブ シス テ ム

4.3.1仕 入 管 理 サ ブ シ ステ ム の処 理概 要

仕 入 管理 サ ブ シス テ ムは,店 舗 向 け の仕 入 れ と工 場 向 け の仕 入 れ の2つ

につ い て管 理 す る もの で あ るが,両 者 の処 理 の流 れや 使 用 す る ファ イル等

は,ほ とん ど同 じで あ る。 した が って本 シス テムで は,両 者 を同等 に取 扱

い,処 理 を進 め る こ とに した。

処 理 概 要 図 お よび各 処理 の 内容 を,以 下 に示 す。 なお,処 理概 要 図 は,

わか りや す くす るた め便 宜 上店舗 向 け(図4.3-1)と 工 場 向 け(図4.3

-2)に 分 け て あ るが
,処 理 内容 に つ い ては,両 者 を ま とめて説 明 す る。
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売上管理 運用 原価管理 在庫管理
.サ ブシステムから サブシステムから サブシステムから サブシステムから

朋
サブシステムから

別

別

ル

習
酬

店

売

年

発注変更書

各店舗から

納 品書

仕入業者から
(各 店舗経由)

店別品 目別売上

界訓 プアイル

ω

週 間原材 料

必要 量算 出
(店 舗別)

カ レ ンダ ー

プ ア イ ル

品 目 別
原材料構成
プアイル

仕 入実 績

の 入 力

店 別原材料在庫
マスター

週 間 発 注

計画の作成

(店 舗別)週 間

発注計画 ・実績

ファイル

週間発注計 画

の修正(変 更)

別

辞

着

目

ル

業

イ

入
掛
力

仕

買

店舗 名 ・工場名

プアイル

週 間 発 注

計画書の出力

店舗別週間
発注計画書

各店舗へ

運用サブシステムから

発注先管理

プアイル

当 日発注原材料
一覧 表 の 出力

買掛金管理サブシステムへ

業者別当日発注

原材料一覧表

仕入業者
に発注

図4.3-1仕 入 管 理 サ ブ シス テム の処 理 概 要 図(店 舗 向 け)
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原価管理 サブシステムから 在庫管理サブシステムから 運用サブシステムから

発 注

変 更 書

仕入業者か ら

(工 場経由)

製品別原材料

構成 ファイル

週間原材料必要

量算出(工 場用)

カ レ ンダ ー

ファ イル

工場 原材料

在庫 マスター

週 間 発 注

計画 の作 成

店舗名 ・工場名

プ アイル

(工 場)週 間

発注計画 ・実績

プアイル

週 間発注計画の

修 正(変 更)

仕入業者別

買 掛 日 計

プアイル

週 間発注計 画書

の 出 力

発 注先 管 理

ファ イル

当 日発注原材料
一 覧 表 の出 力

買掛金管理サブシステムへ

業者 別当 日発注

原材料一覧表

仕入業者

に発注

図4.3-2仕 入 管理 サ ブ シス テムの処理 概要 図(工 場 向 け)

(1)週 間 原材 料 必要 量 の算 出(週 次処 理)

① 店 舗店 け の場 合

イ.売 上管 理 サ ブ シス テムに よ り作成 された 店 別 品 国別 売上 週 別年 間

フ ァイル と店 別 品 目別 売 上累 計 ファイル を使 用 して,過 去 の売 上実

績 を把 握 す る。
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・.カ レン ダ ー フ ァイル を使 用 して,過 去 の売 上 実績 に基 づ く,各 メ

ニュー の週 間 売 上 予想量 を算 出 す る。

ハ.原 材 料 構 成 フ ァイル を使 用 して,各 メ ニ ュー の原 材料 展 開 を行 い,

週 間 売 上 予 想量 に 見合 う,各 原 材 料 の週 間 必要量 を算 出 す る。

② 工 場 向 け の場 合

イ.生 産 管 理 に よって 作成 され た週 間生 産 計画 書 か ら,各 製 品 の週 間

生 産 予 定量 を把 握 す る。

ロ.原 材 料 構 成 フ ァイル を使 用 して,各 製 品 の原 材 料展 開 を行 い,週

間生 産 予 定量 に 見 合 う,各 原 材 料 の週 間 必要量 を算 出 す る。

② 週 間発 注 計 画 の作 成(週 次 処理)

① 店 別 原 材 料 在 庫 マス ター又 は工 場 原 材料 在 庫 マス タ ーを使 用 して,

各 原材 料 の在 庫 を引 当 て,必 要量 の消 し込 み を行 う。

② 消 し込 み後 の最 終 的 な 必要量 を基 に 週 間発 注 計 画 を作成 し,店 舗 別

(工 場 も含 む)週 間発 注 計 画 ・実績 フ ァイル へ入 力す る。

㈲ 週 間発 注 計 画 書 の 出力(週 次 処理)

発 注先 管 理 フ ァ イル を使 用 して,各 原 材料 の発 注 曜 日等 の情 報 に基 づ

いて店 舗 別 週 間 発 注 計画 ・実 績 フ ァイル 内の各 原 材 料 必要量 を振 分 け,

店 舗 別 澄 よび工 場 用 の週 間発 注 計画 書 を 出力 し,各 店舗 お よび工場 へ渡

す。

この週 間 発 注 計 画 書 は,発 注 変 更書 と して 再 入 力 され る。

(4)週 間発 注 計画 の修 正(変 更)(日 次処 理)

週 間発 注 計 画 書 を受 取 った各 店 舗 お よび工 場 では,各 現場 の状 況 か ら

勘 案 して,翌 日の発 注 量 を修 正 し,発 注 変更 書 に 記入 して 本 部へ 戻 す。

本 部 では,こ の発 注 変 更書 に基 づ いて,店 舗 別 週 間発 注 計画 ・実 績 フ

ァ イル を更 新 す る。

(5)当 日発 注 原材 料 一覧 表 の 出力(日 次 処理)

店 舗 別週 間発 注 計画 ・実績 フ ァイ ル の デ ータ を編集 して,業 者 別 の当
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日発 注 原 材 料 一 覧表 を作 成 し,こ れ を基 に して仕 入 業者 に発 注 を行 う。

(6)仕 入 実 績 の 入 力(日 次処 理)

仕 入 業者 の納 品書 を,各 店舗 お よび工 場 か ら回収 し,仕 入 実 績 を店 舗

別 週 間発 注 計画 ・実 績 ファ イル へ入 力 す る と と もに,買i掛 金 額 を仕 入業

者 別 買i掛 日計 フ ァイル へ 入力 す る。

4.3.2入 力帳 票

仕 入 管 理 サ ブ シス テ ムで扱 う入 力 帳票 には,週 間生 産 計画 書,発 注 変更

書,納 品書 の3種 類 の ものが あ る。

この うち週 間 生 産 計画 書 は,工 場 向 け の仕 入管 理 のた め に使 用 さ れ る も

の で あ るが,発 注 変 更書 と納品 書 は,店 舗 向 け,工 場 向 け の両 方 に使 用 さ

れ る。

なお,発 注 変更書 は,出 力帳 表 の週 間発 注 計画 書 の変 更欄 に 記入 を行 っ

て 再入 力 され る もので ある。

(1)週 間 生 産 計画 書

ハ

画
る

第口 過

週 間 生 産 計 画 書

工場 コー ド 工場名

日 付
9

製
13

品 コ ー ド 製 品 名 生 産 数 量
19

単 位
2

備 考

…

i
1

1

1

図4.3-3週 間 生 産 計画 書
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週間生産計画書は,生 産管理 に よって作成 された週間の生 産計画に基

づ いて 記入 され る帳 票 で あ り

す るた めに 使 用 され る。

② 納 品 書

工場 におけ る週間の原材料必要量 を算 出

1

C!Ol2 納 品 書

11

N匹

4

日 付 店舗 コー ド

15

18

業 者 コー ド

店 舗 名

業者名

。品名・一・酬
品 名 数 量

27
単 位

3
単 価

35
金 額 備 考

i

!

十一言口合

図4.3-4納 品 書

納 品書 は,仕 入 業 者 が,各 店 舗 お よび工 場 に納 品 す る際に,品 物 に 添

付 す る帳 票 で あ り,本 部 では これ を回収 して,仕 入 実績 澄 よび買 掛金 額

を把 握 す るた めに使 用 され る。

店 舗 コー ド,業 者 コー ドにつ いて は,あ らか じめ本 部 の方 で 記入 して

お・いて も よい。

品名 コー ドす なわ ち納 入 す る原材 料 の コー ドに つ い て は,で きれ ば業

者 の方 で 記入 して もら うよ うにす る。
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]

(3)発 注 変更書

発 注 変更書 は,各 店舗 お よび工場 に お い て,週 間発 注 計画 を変 更 す る

際 に 使 用 す る帳 票 で あ り,本 部 では これ を回収 して,店 舗 別 週 間発 注 計

画 ・実績 フ ァイル を更新 す る。

なお 帳票 の様 式 は,図4.3-5週 間発 注 計画書 を 参照 の こ と。

43.3.出 力帳 票

仕 入 管理 サ ブシス テムで扱 う出力帳 票 には,店 舗 別(又 は工 場 用)週 間

発 注 計画 書 と業者 別 当 日発 注 原 材 料 一 覧表 の2種 類 の もの が あ る。

これ らの 帳票 は,店 舗 向 け,工 場 向 け の両 方 と も同 じ様 式 で あ る。

(1)店 舗 別(又 は工 場 用)週 間 発 注 計画 書(兼 発 注変 更 書)

4

c…1・ 唖 店舗 別週 間 発注 計画書

613

日付 中 川 輪 ・一ド[ロ コ 店舗名

原材 料 コード
1

原 材 料 名 発 注 量 聾 形状数量 麟 変 更 量
22

備 考

・

、

図4.3-5店 舗 別 週 間 発 注計 画書

店舗 別(叉 は工 場 用)週 間発 注 計 画書 は,各 店 舗 か よび工 場 ご との,

1週 間 の発 注 計画 を記 した もの で あ る。

こ の帳 票 は,1日1葉 の形 で,1週 間 分 ま とめ て,各 店舗 お よび工場
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へ 渡 され る。 帳 票 を受取 った店 舗 お よび工 場 は ,翌 日分 の 変更 が あ る場

合,変 更量 の欄 に 記入 して本 部 へ返 送 す る。

形 状 単 位 は,調 理 や 加工 す る以 前 の 原材 料 の形状 を表 わ す単 位 で あ り,

形 状 数 量 は,発 注 量 を形 状 単 位 に 換算 した数量 で あ る。

変更 量 は,発 注 単 位 に基 づ く数 量 を記入 す る。

な お,工 場 向 け の場合 には,店 舗 コー ドお よび店 舗 名 の代 わ りに工 場

コー ドお よび工 場 名 が表示 され る。

(2)業 者 別 当 日発 注 原 材 料一 覧 表

業 者 別 当 日発 注 原 材 料 一 覧 表

日付 業 者 名 納入先(店 舗名又は工場名)

発 注 品 目 発 注 量 発 注
単 位

備 考 発 注 品 目 発 注 量 発 注
単位

備 考

図4.3-6業 者 別 当 日発 注原 材 料 一 覧表

業者 別 当 日発 注原 材 料 一覧 表 は,各 業者 ご とに,翌 日分の発 注 品 目,

発 注量 を記 した もの で あ り,本 部 では,こ の一 覧 表 を基 に各 業者 に対 し

発 注 を行 う。

なお,こ の一 覧表 に は,工 場 へ納 入 す る業 者 も含 まれ る。
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4.3.4フ ァイ ル

仕 入 管 理 サ ブシス テ ムで作 成 す る フ ァイル には,週 間発 注計 画 ・実績 フ

ァ イル と仕 入 業者 別 買掛 日計 フ ァイルが あ る。

また,発 注先 管 理 フ ァイルは,こ のサ ブ シス テ ム以 外 には使 用 しな いの

で,併 せ て,こ こに述 べ る。

(1)週 間 発 注 計画 ・実 績 ラ ァイル

店
舗 工
コ場

1コ

ド|

又 ド
は

店

舗 工

名 湯

又 名

は

原

材

料
コ

|

ド

原

材

料

名

発

注

単

位

形

状

単

位

換

算

係

数

週

日 曜 日 月 曜 日 土 曜 日

日

付

計 画 実 績
日

付

計 画 計 画 実 績

発

注

量

仕

入

量

仕
入
単
価

発

注

量

発
.

注

量

仕

入

量

仕
入
単
価

図4.3-7週 間 発 注 計 画 ・実 績 フ ァ イ ル

週 間 発 注 計画 ・実 績 フ ァイルは,各 店 舗 お よび工 場 に おけ る,仕 入 品

日 ご との1週 間 の発 注 計画 と,そ の仕 入 実績 を格納 す る フ ァイル で あ る。

発 注 量 は,そ の原 材 料(仕 入 品 目)の 仕 入 単 位 に基 づ く,発 注 す べ き

数量 で あ る。 」

仕 入 実 績 は,各 店 舗 お よび工場 か ら回 収 した納 品書 を基 に して 記入 す

る。 仕 入 量 は,仕 入 単 位 に基 づ く数量 で あ り,そ の仕 入単 位 当 りの価 格

が仕 入 単 価 で あ る。

な 拾,こ の フ ァイルは,在 庫 管理 サ ブシ ス テム で も使 用 され る。

(2)発 注 先 管 理 フ ァイル

発 注 先 管 理 フ ァイルは,各 店舗 お よび工 場 の原 材 料(仕 入 品 目)ご と

に発 注 先,即 ち仕入 業 者 に 関 す る情 報 を格 納 す る フ ァイル で あ る。

優 先 順 位 は,同 一 店 舗 で同一 の原材 料 を仕入 れ る際 に,発 注 先(仕 入

業者)が2つ 以 上 あ る場 合 の優 先 順位 で あ り,特 に 優 先 順位 を設 け な い

場合 に は,種 々発 注先 情 報(店 舗 か らの距 離等)に 従 って発 注 先 を決定
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店 原 優 発 発 発 発
舗 工
コ 場

[コ

材

料
先

注 コ

先|

(

法 案

先 者

注
曜
日

注

先
ド|

又 ド

コ

|

順 業 ド
者

)

名 〒 情

は ド 位
) ド 報

発 注 先 管 理 フ ァイル図4.3-8

で き る よ うに す るo

なお,こ の フ ァイル は,運 用 サ ブ シス テムで作 成 され る。

仕 入 業者 別 買掛 日計 フ ァ イル(3)

(買 掛 明細 レ コー ド)

業
者
コ

ー

ド

店 又

舗 は
コ エ

|場

ド〒

ド

日

付

:
1

ド

識

別

伝

票

番

号

仕 入 品 目

コ

1

ド

数

量

単

位

単

価

(仕 入業 者 別 レ コー ド)

業 店 又 日 レ 買

者 舗 は コ
掛コ エ |

コ
1場 ド 金

| ド コ 識
ド ト 付 別 額

.

仕入業者別買掛 日計 ファイル図4.3-9

仕 入 業者 別 買掛 日計 フ ァイル は,仕 入 業 者 か らの納 品書 を も とに,各

業者 ご との1日 の買i掛情 報 を格 納 す る ファイ ルで あ る。

この フ ァイル は,買 掛金 管 理 サ ブ シス テ ムで,買 掛 金 マ ス タ ーを更 新

す るた め に使 用 され る。
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4.3.5コ ー ド

コ ー ド名 関連す る帳票等 桁数 内 容

帳 票 コ ー ド 週間生産計画書 3 CO1;週 間生 産 計 画 書

納品書 CO2:納 品書

発注変更書 CO3:発 注 変 更書

店舗お よび 帳 票,フ ァ イ ル 3 一連番号

工 場 コ ー ド 全般

業者(発 注 納品書 3 一連番号

先)コ ー ド
週間発注計 画 ・

実 績 フ ァイル

発注先管理 フ ァ

イル

原材料 お よ 帳 票,フ ァ イ ル 6 在庫管理サブシステムを参照 の事

び製 品 コー

ド

全般

単 位 コ ー ド 帳 票,フ ァ イ ル 4 111213 41

全般
①単位区分11'

1:調 理単位

2:形 状単 位

31仕 入単位

② 単位 区分2

1:重 量を表わす単位 一

2:体 積(容 積)を 表わす単位

3:形 状を表 わす単位

③一連番号

発注曜 日 発注先管理 ファ 3 曜 日の全 ての組合 せ
〉

コ ー ト イル 001:日 曜 日 の み

002:月 曜 日 の み

・

～

0081日 曜 日 と 月 曜 日

～

127:全 て の 曜 日
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4.4買 掛 金 管 理 サ ブ シス テ ム

4.4.1買 掛 金 管 理 サブ シ ステ ム の処 理 概要

買掛 金 管 理 サ ブ シス テムは,原 材 料 の仕 入 れ に よ って発 注 す る買掛金 を

管 理 し,そ の 支 払状 況 を把 握 す る もの で あ る。

処理 概 要 図(図4.4-1)S・ よび 各 処理 の 内容 を以 下 に示 す。

仕入管理
サブシステムか ら

{1)

仕入業者別買掛

日計 プア イル

支 払一 覧 表

の 出 力

仕入業者別 買掛

明細表の出力

仕入業者別
買掛明細表

経 理 部 門 か ら 一ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー ー ー 一 一 一 －J

図4.4-1買 掛 金管 理 サ ブ シス テ ムの処 理 概要 図

(1)買 掛金 の入 力(日 次処 理)

仕 入 管理 サ ブ シス テ ムに よ り作成 さ れた 仕 入業 者 別 買掛 日計 フ ァイル

を使 用 して,各 店 舗 お よび工 場 に お け る原 材 料 の仕 入 実 績 を把 握 し,こ

れ を仕 入 業者 ご とに集 計 して 買掛金 マス タ ーに入 力 す る。

(2)支 払 一 覧 表 の 出 力(締 日処 理)

買掛 金 支 払い の締 日ごとに,買 掛金 マス タ ーの デ ー タ を編 集 して 支払 一
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覧表 を出力 し,経 理部門へ渡す。経 理部 門は,こ の帳表 を各仕入業者か

らの請求書 と照合 して買掛金 の支払 いを行 い,そ の支払金額 を支払一覧

表に記入す る。

(3)支 払金額の入 力(締 日処理)

支払金額 の記入 された支払一覧表 を経理部門 より回収 し,再 入力 して

買i掛金 マスターの更新を行 う。

(4)仕 入業者別買掛明細表 の出力(締 日お よび随時処理)

買掛金 マスタ ーのデータを編集 して,仕 入業者別 買掛明細表 を出力 し

管理資料 として経理部門へ渡す。

4.4.2入 力帳 票

買掛 金 管 理 サ ブ シス テ ム で扱 う入 力帳 表 は,支 払 一覧 表 の み で あ る。 こ

の 支払 一 覧表 は,出 力帳表 の支 払一 覧 表 の支 払金 額欄 に記入 を行 って 再 入

力 され る ものが あ る。

なお,帳 票 の様 式 は図4.4-2支 払 一 覧 表 を参 照 の事 。

4。4.3出 力帳 票

買 掛金 管理 サ ブ シス テム で扱 う出力 帳票 には,支 払一 覧 表 と仕 入 業 者 別

買掛 明細 表 の2種 類 の ものが あ る。

(1)支 払 一覧 表

支 払 一 覧表 は,締 日に澄 け る各 業者 の 買掛金 残 高 を 表 わ し た 帳 票 で

あ り,経 理 部 門 は,こ の一覧 表 に従 って 買掛金 の支払いを行 う。その際 に

支 払 金 額,支 払 日,支 払 区 分,取 扱 銀行 コー ドの各欄 に 記入 し再入 力 を

行 う。

支 払 区 分欄 には 支 払 方法(振 込,手 形 等)に よる区 分 を 記入 す る。 ま

た,手 形 に よる支 払 いの場合 に は,そ の手 形 の満期 日を記入 す る。
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1

DiO.1

縞 目

支 払 覧 表

業 者 コー ド
4

業 者 名 支払
条件

買 掛 金額 支 払 金 額
7

支 払 日
14

支 払

20区 分
銀 行

21}ド
満 期

23日

1川
| |

ll` 1
lll 1
川1 1

1

lll 1

川
1

1 {
ll 1
ll 1 「

1| 1
ll 1

1

日 1
|

1
・1
|

1 1

1 ll 1 1
, 1| 1 1

図4.4-2

(2)仕 入 業者 別 買 掛 明細 表

支払一覧表

仕 入 業 者 別 買掛 明細表

業 者 コー ド 業 者 名 処理 日

日 付 適 要
伝票
番 号 仕 入 金 額 支 払 金 額

支 払
区 分 備考

図4.4-3仕 入 業 者 別 買掛 明細 表
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仕入業者別買掛明細表は,各 業者 ごとに買掛金 の 明細 を表 わ した も

ので あ り,経 理 部門の管理資料 として使用 され る。

適要欄には仕 入れの場合 は店舗名,支 払 いの場合 は取扱銀行名が表示

され る。 また,伝 票番号欄 には,仕 入れ の場合の納 品書 の番号が表示 さ

れ,支 払区分欄 には,支 払いを行 った場合 の支払 方法 に よる区分が表示

され るo

4.4.4.フ ァ イ ル

買 掛 金 管 理 サ ブ シ ス テ ム で 作 成 す る フ ァ イ ル は,買 掛 金 マ ス タ ー の み で

あ るo

(仕 入業 者別 レ コー ド) (買 掛 明 細 レコー ド)

仕 レ 仕 仕 前 当 支 仕 レ 日 貸 店 伝 金 手
入
業
者
コ

ー

コ

ー

ド

識

入

業

者

入

業
者

住

月

繰

越

月

繰

越

払

条

入
業

誉
|

コ

1

ド

識

亨
借
方
識

錨 鎖
コ 行

1コ

ド|

叉 ド

票 支

番 払

号 区

又 分

形

満

期

ド 別 名 所 高 高 件 ド 別 付 別 は は 額 日

図4.4-4買 掛 金 マ ス!9-一

買掛金 マス タ ーは,各 仕 入 業 者 ご とに,締 日か ら 次 の締 日ま での1ヵ 月

間 の買 掛金 情 報 を格 納 す る ファイル で あ る。

仕 入 業者 別 レ コ ー ドにつ い ては,運 用 サ ブ シス テ ムで作 成 さ れ,仕 入 業

者 名,仕 入業 者 住 所 が 登録 され る。 繰越 高 につ い ては,月 次処 理 で,買 掛

明細 を集 計 して 登 録 を行 う。 また,仕 入 業 者 に よって 買掛金 の支 払 方 法 が

決 ま って い る場合 には 元 そ の支 払条件 が登 録 され る。 支 払条 件 は支 払 区 分

と同様 の コー ド付 け を行 う。

買掛 明細 レ コー ドにつ い て は,日 々の仕 入 れ 又は 支 払 いの 明細 を登録 す

る。 貸 方 ・借 方識 別 に は,仕 入 れ で あ るか 支 払 い で あ るか の区 分 コー ドを
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登 録 す る 。 ま た,仕 入 れ の場 合 には,店 舗 の コー ドと仕 入業 者 か ら の納

品書 の伝 票 番 号 を登 録 し,支 払 いの場合 には,取 扱銀 行 の コー ドと支 払区

分 を登録 す る。 ま た,手 形 に よる支 払 いの場 合 に は,そ の手 形 の満 期 日を

登録 す る。

4.4.5コ ー ド

コ ー ド名 関連す る帳票 ・ファイル 桁数 内 容

帳 票 コ ー ド 支払一 覧表 3 DO1

支払 区 分 コ
ー ド(支 払

条件コード)

支払一覧表

仕入業者 別買掛明細表

買掛金 マスター

1 支払 方 法 に よる区 分

(例)1:振 込

2:手 形

3:小 切 手

貸 方 ・借 方

識 別 コー ド

買掛 金 マス タ ー 1 買掛 仕 入,買 掛 支 払 の区 分

(例)1:借 方(支 払)

2:貸 方(仕 入)

仕 入 業 者

コー ド

支払一 覧表

仕 入業者 別買i掛明細表

買掛金 マス ター

3 仕入管理 サブシステムを参

照 の事

店 舗 コ ー ド 仕入業者別買掛 明細表

買掛金 マスター

3 売上管理 サブ システムを参

照 の事

銀 行 コ ー ド 支払一覧表

仕入業者別 買掛明細表

買掛金 マスタ ー

2 売上管理 サ ブシステムを参

照の事

4.5配 送 管 理 サ ブ シ ス テ ム

4.5.1配 送 管埋 サ ブ シ ステ ム の 処理 概 要

配送 管 理 サ ブ シス テ ムは,過 去 の 売上 実 績 か ら各 店 舗 の1週 間 の 工場

製 品 必 要量 を予想 し,配 送 量 の計画 を立 て る と と もに,そ の実 績 を管 理 す
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る もの で あ る。

処 理 概 要 図(図4.5-1)お よび各 処 理 の内容 を以 下 に示 す。

売上管理
サブシステム

店別品 目別売上

通別年間ファイ

運用
ブシステム

店別品 目別売上

累計 ファ イル

原価管理 在庫管理
サブシステム ら サブシステム

品目別 原材料

構成 ファイル

店 別 製 品

在庫 マスター

運 用

サ ブ'システムか ら

舗名 ・工場 名

プアイル

ω

週間工場製品

必要量の算出

(2)

工場製品週間

配送計画の作成

(3)

カ レン ダ ー

プア イル

運用サブシステムか ら

配送変更書

各店舗から

{6)

工場製品週間配

送計画書の出力

{4)

納 品 書

工場製品週間

配送計画 ・.実績

プアイル

工場製品週間配

送 計 画の 修 正

(変 更)

(5)

工場製品週間配

送計画書
(店 舗別)

各店舗へ

工場製品週間配

送計画書(全 店
一括)

生産管理 へ

工場製品当日配

指 示 書 の 出 力

配 送実績

の 入 力

響
蝉

へ理管産生

工 場 か ら

(各 店舗経由)

図4.5-1配 送 管 理 サ ブ シス テ ムの処 理 概 要 図

(1)週 間工 場 製 品必 要量 の算 出(週 次処 理)

① 売上 管理 サ ブ シス テ ムに よ り作成 され た店 別 品 目別 売 上 通別 年 間 フ

ァイル と店 別 品 日別 売上 累 計 フ ァイル を使 用 して,過 去 の 売 上実 績 を
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把 握 す る。

② カ レンダ ー ファ イル を使 用 して,過 去 の 売上 実績 に基 づ く,各 メニ

ューの週 間 売上 予想 量 を算 出 す る。

③ 原 材 料 構 成 ファ イル を使 用 して,各 メニ ュー の原材 料 展 開 を行 い,

週 間 売上 予 想量 に 見合 う,各 工 場 製 品 の週 間 必要量 を算 出 す る。

② 工 場 製 品 週 間 配送 計 画 の作成(週 次 処 理)

① 店 別 製 品 在庫 マス タ ー を使 用 して,各 製 品 の在庫 を引 当 て,必 要量

の 消 し込 み を行 う。

② 消 し込 み後 の最 終 的 な製 品 必要量 を基 に,工 場 製 品 週 間配 送 計 画 を

作 成 し,週 間 配送 計 画 ・実績 フ ァイ ルへ 入 力 す る。

(3)工 場 製 品 週 間 配送 計 画 書 の 出 力(週 次 処理)

工 場 製 品 週 間 配送 計 画 ・実績 フ ァイ ルの デ ータ を編 集 して店 舗 別 の 週

間 配送 計画 書 を 出力 し,各 店 舗 へ渡 す 。

また,各 店舗 の週 間 配 送 計画 の デ ー タ を集 計 して 全店 一括 の週 間 配 送

計画 書 を 出 力 し,工 場 の生 産計画 立 案 のた め の資 料 と して,生 産 管 理 へ

渡 す。

左お,各 店舗 へ配 布 され た週 間 配 送 計画 書 は,配 送 変 更書 と して 再 入

力 され る。

(4)工 場 製 品 週 間 配送 計 画 の修 正(変 更)(日 次処 理)

週 間配 送 計 画書 を受 け取 った 各 店 舗 では,現 場 の状況 か ら勘 案 して 翌

日分 の 配送量 を修 正 し,配 送 変更 書 に 記入 して本 部 へ返 送 す る。

本部 では,こ の配 送 変 更書 に基 づ いて,工 場 製 品 週 間配送 計画 ・実 績

フ ァイル を更 新 す る。

㈲ 工 場 製 品 当 日配送 指示 書 の 出 力(日 次 処 理)

更新 された 工 場製 品週 間 配送 計 画 ・実 績 フ ァイル のデ ー タを編 集 して,

店舗 別 の工 場 製 品 当 日配 送 指示 書 を 出 力 し,工 場 へ渡 す。

また,各 店 舗 の配送 書 を集計 して,全 店 一括 の 当 日配 送 指示 書 を 出 力
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し,工 場 の生 産 計 画 変 更 のた めの資料 と して,生 産 管 理 へ渡 す。

(6)配 送 実 績 の入 力(日 次処理)

配送 の際 に添 付 され た納 品書 を各店 舗 か ら回収 し,配 送 実 績 を工場 製

品 週間 配 送 計画 ・実績 フ ァイル へ入 力す る。

4.5.2入 力帳 票

配送 管 理 サ ブ シス テ ムで扱 う入力帳 票 に は,配 送 変 更書 と納 品書 の2種

類 の もの が あ るo

配送 変 更書 は,出 力帳 表 の工 場 製 品週 間配 送 計画 書 の 変更欄 に 記入 を行

って 再入 力 され る もの で あ る。

(1)納 品 書

納 品 書
1

ElO;1
`

4

日付

11

工 場 コー ド 工 場 名

　る

店舗一 ド[[口 店舗名

製 品 コ ー ド
17

製 品 名 数 量
23

単位
2

備 考

図4.5-2納 品 書

納 品書 は,工 場 が 各店 舗 に 配送 す る際 に製 品 に添 付 す る帳 票 で あ り,

本 部 で は これ を回収 して,配 送実 績 を把 握 す るた めに使 用 さ れ る。
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(2)配 送 変更 書

配 送 変更 書 は,各 店 舗 に お いて週 間 配送 計 画 を変 更 す る際 に使 用 す る

帳 票 で あ り,本 部 では これ を 回収 して 工場 製 品 週 間 配 送 計画 ・実績 フ ァ

イル を更新 す る。

な 澄,帳 票 の様 式 は図4.5-3工 場 製 品 週 間配 送 計 画書 を参 照 の こ と。

4.5.3出 力帳 票

配送 管理 サ ブ シス テ ム で扱 う出力帳 票 に は,工 場 製 品週 間 配 送計 画書 と

工場 製 品 当 日配送 指 示 書 の2種 類 の ものが あ る。

これ らの帳 票 は,そ れ ぞ れ店 舗 別 の もの と全 店 一 括 の もの との2通 りが

出力 され るが,こ の2通 りの帳 票様 式 は 同 じで ある。

(1)工 場 製 品週 間 配 送 計 画書(兼 配送 変 更書)

工 場 製 品 週 間 配 送 計 画 書

6
「

1

2…

付日

E

1 る

第口 週
　ヨ

工場・一・[コ 工場名
　　

店舗一 ・[ロ コ 店舗名

製 品 コ ー ド
1

製 品 名 配 送 量 単位 換 算 量
形状

単位 変 更 量
25

備 考

1

図4.5-3工 場 製 品 週 間配 送 計画 書

工場 製 品 週 間 配送 計画 書 は,工 場 か ら配 送 され る製 品 の1週 間 分 の計

画 を,各 店 舗 ご とに 記 した もので あ る。
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この 帳 票 は,1日1葉 の 形 で1週 間 分 ま とめて 各店舗 へ渡 され る。 帳

票 を 受 け 取 った各店 舗 は,翌 日分 の変 更 が ある場 合,変 更 量 の欄 に 記入

して 本 部 へ返 送 す る。

また,こ の帳 票 に は 同様 の様 式 で全店 一括 した 内容 の もの も出 力 され

る。 これ は,各 店舗 に おけ る毎 日の 配 送量 を,製 品 ごとに全 店集 計 した

もの で,工 場 でそ の 日に 用 意 す べ き製 品 の数 量 を 表 わ し て い る 。 こ の

全店 一 括 の計 画 書 は,工 場 に お け る生 産 計画 作 成 のた め の資 料 と して生

産管 理 へ渡 され るo

帳 票 中 の形 状 単位 は,調 理 や加工 す る以 前 の製 品の形 状 を表 わ す単 位

で あ り,換 算量 は,配 送量 を形 状 単位 に換 算 した数量 で ある。 ま た,変

更量 は,配 送 の 単位 に基 づ く数量 を記入 す る。

な お,全 店 一 括 の 内容 の場 合,店 舗 コー ドは空 白(ま た は 全店 一 括 を

表 わ す コ ー ド)が 表 示 され る。

② 工 場 製 品 当 日配 送 指示 書

工 場 製 品 当 日 配 送 指 示 書

日付

工 場 コー ド

店 舗 コー ド

,工 場 名

店 舗 名

製 品 コ ー ド 製 品 名 数 量 単位 備 考

図4.5-4工 場 製 品 当 日配送 指示 書
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工 場製 品 当 日配 送 指示 書 は,各 店 舗 ごとに,翌 日分 の配 送 品 目,配 送

量 を記 した もの で あ り,工 場 では この 指示書 を基 に 配送 の手 配 を行 う。

ま た,こ の帳 票 には,同 様 の様 式 で全店 一括 した 内容 の もの も出力 さ

れ るoこ れ は,工 場 で翌 日用意 す べ き製 品 の数 量 を表 わ した もの で,工

場 に お け る生 産 計画 変更 の た め の 資料 と して 生 産管 理 へ 渡 さ れ る。

4.5.4フ ァイ ル

配 送 管 理 サ ブ シス テム で作 成 す る ファ イル は,工 場 製 品 週 間 配送 計画 ・

実 績 フ ァ イル のみ で あ る。

(店 舗別 レ コー ド)

工 店 レ 工 店

コ

場 舗
1

コ コ
ド

場 舗

1 | 識

ド ド 別 名 名

人撰 ロ日月」 ノ

工

場

コ

ー

ド

店

舗

コ

ー

ド

レ

コ

1

ド

識

別

製

品

コ

1

ド

製

品

名

配

送

単

位

形

状

単

位

1

換

算

係

数

週

日 曜 日 月" 土 曜 日

日

付

計 画 実 績
日

付

一

/

日

付

計 画 実 績

配

送

量

配

送

量
1

配

送

量

配

送

量

(製 品別 レコ ー ド)

図4.5-5工 場 製 品週 間配 送 計画 ・実績 フ ァ イル

工場 製 品週 間配 送 計 画 ・実 績 フ ァイルは,各 店 舗 に おけ る,製 品 ごとの

1週 間 の 配送 計画 と,そ の実 績 を格納 す る フ ァイル で あ る。

換 算 係数 は,配 送 の単 位 を形 状 単 位 に換 算 す る場 合 に用 い る係 数 で あ る。

また,配 送 実績 は,各 店舗 か ら回収 した 工場 か らの納 品書 を基 に して登録

す る。

な お,こ の フ ァイル は,在 庫 管 理 サ ブ シス テ ムで も使 用 され る。
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4.5.5コ ー ド

コ ー ド名 関連す る帳票 ・ファイル 桁数 内 容

帳 票 コ ー ド 配送変更書

納 品 書

3 EO1:納 品書

EO2:配 送 変更 書

工 場 コ ー ド 帳 票,フ ァイル全 般 3 一連番号

店 舗 コ ー ド 帳 票,フ ァイル全 般 3 売 上管 理 サ ブシ ス テ ムを参 照

の事

製 品 コ ー ド 帳 票,フ ァイル全 般 6 在庫管理 サブシステムを参照

の事

単 位 コ ー ド 帳 票,フ ァイル全 般 4 仕入管理 サブ シス テムを参照

の事

4.6在 庫 管 理 サ ブ シ ス テ ム

4.6.1在 庫管理サブ システムの処理概要

在庫管理サ ブシステムは店舗向け在庫管理 と工場向け在庫管理 に区分 し

て設計 した。 また在庫 管理 品目は原材料及び工場製品 を中心 とした。

将来本部における在庫管理 の シス テム化,あ るいは シス テムに よる在庫

管理 品目の拡大等 を考 慮 して拡張性 のあるシステムにす る必要が ある。

処理概要図(図4.6二1店 舗 向け在 庫 管 理処 理 概 要 図,図4.6-2

工場向 け在庫管理処理 概要図)及 び処理の内容を以下に示 す。
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原価管理から

原材料実棚
報 書

配送管理から

工場製品週間

送計画 ・実績
ノレ

品 目別製品
原材料構成

ファイル

店別製品在庫マスター 店別製品在庫マスター
の 入 庫 量 の 更 新 の 出 庫 量 の 更 新

店別製品

在庫 マスター

実棚報告書の入力

売上管理か ら

店男ll品目別
売 上 日計
プア イル

店別製品原材料の
出 庫 量 の 算 出

鵠+麟

固

別原材料在庫マスタ 店別原材料在庫マス
ーの 入 庫 量の 更新 ターの出庫量の更新

店別原材料

在庫 マスター

棚卸入力原稿の作成

店舗別製品原材料
在庫一覧表の作成

棚卸入力
原稿

羅
図4.6-1店 舗 向 け在 庫 管理 処理 概 要 図
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仕入管理から

場用原材料

使用量日報

工場製品

生産 日報

工場製品生産

日報の 入 力

品

の

新
一
更

製

タス

の

場

マ
重

工
醸欝ス

の

場

マ
重

工
鶏

工 場 製 品

在庫 マスター

工場用原材料使

用量日報の入力

工 場 原 材 料

在庫 マスターの

入庫量の更新

工 場原材料

在庫 マスター

棚 卸 入 力

原稿の作成

工 場 製 品

原材料 在庫
一覧表の作成

工場週間発注

計画 ・実績 ファイル

工 場 原 材 料

在庫マスターの

出庫量 の更新

工場製品原材料

在庫一覧表

図4.6-2工 場 向け在庫管理処理概要図

・ 店舗向け在庫管理

(1)店 別製品在庫 マスタ ーの入庫量 の更新(日 次処理)

店別当 日配送 ファイルか ら店 別製品配送量 を読み店別製 品在庫 マ

ス ターの入庫量 を更新 す る。
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(2)店 別製品原材料 の出庫量 の算出(日 次処理)

品目別製品原材料構成 ファイル と店 別品日別売上 日計ファイルを照

合 し,店 別製 品原材料の出庫量 を算 出す る。

当サ ブシステムにおいては売上高 と材料の構成比 から出庫量 を算

出す ることに してい るが,こ の方法 で把握で きない ものが あれば棚

卸量 か ら出庫量 を算出す る。

㈲ 店別製品在庫 マスターの出庫量 の更新(日 次処理)

前項 の結 果に より店別製品在庫 マスターの出庫量 を更新す る。

(4)店 別原材料在庫 マスターの入庫量 の更 新(日 次処理)

店別週間発注計画 ・実績ファイルから当 日仕入量 を入庫量 として店

別原材料 在庫 マスターの入庫量 を更新す る。

⑤ 店別原材料在庫 マスターの出庫量 の更新(日 次処理)

② 項の結果 に より店別原材 料在庫 マス ターの出庫量 を更新 す る。

⑥ 棚卸入力原稿 の作成(週 次処理)

(1)～⑤ 項の処理が終了 した時点 で棚卸入 力原稿(店 舗製品 ・原材

料実棚報 告書)を 作成す る。

(7)実 棚報 告書 の入力(週 次処理 又は月次処理)

店舗製 品原材料実棚報告書 を入力 し,店 別製 品在庫 マスターと店

別 原材料在庫 マスターの棚卸量 及 び使用不能量 を更新す る。

(8)店 舗別製品原材料在庫 一覧表 の作成(週 次処理又は月次処理)

(7)項の処理 を終了 した後,当 週(月)の 店舗別製品原材料 在庫一

覧表 を作成 す る。

・ 工場向け在庫管理

工場 向け在庫管理は基本的に店舗向け在庫管理 と同 じである。,そこ

でここでは店舗に おける処理 と異 な るものについて説明する。

(9)工 場製品生産 日報 の入 力(日 次処理)

1日 単位 の生産量 を工場製品生産 日報 から入力す る。
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ao)工 場製品在庫 マス19-一の入庫量 の更新(日 次処理)

(9)項で入 力された生産量 を入庫量 と して工場製品在庫 マスターの

入庫量 を更新す る。

ω 工場製品在庫 マスターの出庫量 の更新(日 次処理)

工場製品週間配送計画 ・実績ファイルから品 目別当 日配送量 を出庫

量 として工場製品在庫 マスターを更新す る。

⑫ 工場用原材料使用量 日報 の入力(日 次処理)

工場用原材料使用量 日報 を入力 し,使 用量 を原材料 出庫量 と して,

⑬項 の処理 に渡す。

⑬ 工場原材料在庫 マスターの出庫量 の更新(日 次処理)

⑫項 の処理結果 に より工場原材料在庫 マスターの出庫量 を更新 す

るo

次に以下に示す処理は店舗向け処理 と同様 で あるため説 明を省略 す

るo

a4工 場原材料在庫 マスターの入庫量 の更新(日 次処理 …(4)項参照 の

事)

⑬ 棚卸入力原稿の作成(週 次処理又は月次処理…(6)項参照の事)

a6)実 棚報告書の入力(週 次処理 又は月次処理…(7)項参照 の事)

⑰ 工場製品原材料在庫一覧表 の作成(週 次処理又は月次処理…(8)項

参 照の事)

4.6.2入 力帳票

(1)店 舗(工 場)製 品原材料実棚報告書

店舗 及び工場 は週又は月単位に製品及び原材料 につ いて棚卸 を行い,

その結果 を店舗(工 場)製 品原材料実棚報告書 に記入 し,本 部に報告す

るo

この報告書用紙は 「棚卸入力原稿作成」処理にお いて 出力す る。 この
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①
1・1・ll⑭1

店名(工 場名)

店 舗(工 場)製 品 原 材 料 実 棚 報 告 書

④ ⑦ ⑨

店舗・一・[エ ココ[工]年[エ コ 週'・月・

製 品 ・原 材 料 入 庫 量 出 庫 量 棚 卸 量 使 用 不 能 量

⑪ コ ー ド
名 称 数 量 単 位 数 量 単 位 数 量⑰ 単 位⑳ 2

募 ⑳ 数 量
単 位⑭ 3

募

i :
1

ì

l
l

}

|

!
コ [

'

図4.6-3店 舗(工 場)製 品原 材 料 実棚 報 告書

時 に シス テ ムに よ り作 成 され る項 目に は次 の ものが あ る。

帳 票 コー ド,店 舗 名 及 び コー ド,製 品原材 料 の コー ド及 び名 称,入 庫

量 ・出庫量 の数量 ・単 位 の項 目で あ る。

次 に店舗(又 は工 場)で 記入 す る項 目は 棚 卸量 と使 用 不 能量 で あ る。

棚 卸量 の欄 に は使 用 可能 な製 品 ・原 材 料 の数量,単 位 を記入 し,使 用不

能量 の欄 に は野 菜等 で古 くな った り,そ の他 の 理 由 で使 用不 能 に な った

製 品 ・原 材 料 の数 量,単 位 を記入 す る。

なお,ロ ス率 を予 め設 定 した 原材 料 につ いて は,棚 卸 の 際 に使 用 不 能

量 の項 目の記 入 は行 う必 要 が な い。

② 工 場原 材 料 使 用量 日報

工 場 は1日 の原 材 料 の使 用量 を工 場 原 材料 使 用量 日報 に 記入 し,本 部

に報 告す る。

本 部 は これ を入 力 し,工 場 原 材 料 在庫 マス タ ーの 出庫量 を更 新 す る。
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①

E工 正]工 場原材鞭 用量・報

七 コ 年⑥日 月七 コ・

原 材'料

数 量

⑯

単 位

⑫

単
位
区
分⑩ コ ー ド 名 称
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1,.l
llll

llll
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1
1
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図4.6-4工 場 原材 料使 用量 日報

(3)工 場 製 品生 産 日報

①

Eロ コ 理 製品 産・報
④ ⑥ ⑧

ロ コ 年[口 月 ロ コ ・

製 品

数 量

⑯

単 位

⑳

単
位
区
分⑩ コ ー ド 名 称

1|II
llll
Illl

``Ill

.u川1 lll
lll

}lll

＼]1川
!1 1'1

日lN
<=と=

/一 へ一 　
一

図4.6-5工 場 製 品 生 産 日報
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工 場 は1日 の製 品 の生 産量 を工 場 製 品生 産 日報 に 記入 し,本 部 に報 告

し,本 部 は これ を入 力 し,工 場 製 品 在庫 マス タ ーの 入庫 量 を更新 す る。

4.6.3出 力帳票

(1)店 別(又 は工 場 別)製 品 ・原 材 料 在庫 一 覧 表

店 別(又 は 工 場 別)製 品 ・ 原 材 料 在 庫 一 覧 表

店 名(又 は工場 名)店 コー ド(又 は工 場 コー ド)

年 週(又 は月)

製 品
●

原材 料
標準単価

前週(又 は月)

棚 卸 高

当 週(又 は月)

入 庫 高 出 庫 高 棚 卸 高 使用不能高

名

称

コ

|

ド

調

理

単

価

形
状
単

価

仕

入
単

価

数

量

単

位

単

価

金

額

数

量

単

位

単

価

金

額

数

量

単

位

単

価

金

額

数

量

単

位

単

価

金

額

数

量

単

位

単

価

金

額

一 一 一＼

図4.6-6店 別(又 は工 場 別)製 品 ・原材 料 在 庫 一 覧表

実棚報告に よ り各在庫 マスターを更新 した時点(週 又は月単位)に 各

在庫一覧表 を出力す る。

各項 目の内容 は以下の通 りである。

・ 標準単価

単位間 の換算基準 を明 らかにす るため調理 単位 ・形状単位 ・仕入単
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位 の単 価 を 出力 す る。

・ 前 週(月)棚 卸 高

前 週(月)の 「当週(月)棚 卸 高」 で ある。

・ 当週(月)入 庫 高

原 材 料 につ いて は 店 ・工 場 とも仕 入 実績 を意味 す る。

製 品 につ いては店 では配 送 実 績 を意味 し,工 場 では 生 産 実績 を意味

す る。

・ 当週(月)出 庫 高

原 材料 につ いて は,店 の 売上 実 績 及 び工場 の使 用実 績 を意 味 す る。

製 品 につ いて は,店 の 売 上実 績 及 び工 場 の配 送 実績 を 意味 す る。

・ 当週(月)棚 卸 高

遺 文は月 の棚卸 高 で あ る。

・ 使 用不能 高

使 用不 能高 は 野 菜 等 が古 く在 り調 理 に適 さな くな った た め に生 ず る

損失 で あ り実 棚 卸 に よ り把 握 され る こ とに して い る。

・ そ の 他

各項 目の単位は どの単位 で も使用で きるように単位i蘭に単位区分 コ

ー ドを印字 す る よ うに す る。

た とえ ば,タ マ ゴを仕 入単 位 で あ る 「ケ ース」 で2単 位 ある場合 単

位 欄 は 次 の よ うに な る

タ マゴ2ケ ー ス3

L単 位の種類(こ の場合仕入単位を

意味す る)
単位名称

工場製品の単価は原料 費に粗利益 を加えた ものが適当で ある。

(2)棚 卸入力原稿

店舗(工 場)製 品 ・原材料実棚報告書 の様式 で出力す る。
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4.6.4フ ァイ ル

在 庫 管理 に お いて管 理 す る ファ イル は,店 別 原材 料 在庫 マス タ ー,店 別

製 品 在 庫 マ ス タ ー,工 場 原 材 料 在庫 マ ス ター,工 場 製 品 在 庫 マス タ ーの4

フ ァ イル で あ る。

これ らの フ ァイル は 同一 の様 式 で あ るた め一 括 して 説 明す る。

年

週

㈲

店(

工舗
場
)

原
材貸
料 品

)

標
準
単
価

前 週 ㈲

棚 卸 高

当 週(月)管 理 項 目

棚 卸
実

棚

日

付

入 出 庫

入 庫 出 庫 棚 卸 使 用 不 能

名

称

コ

|

ド

名

称

コ

|

ド

調
理
単
価

形
状
単
価

仕
入
単
価

数

量

単

位

単

価

金

額

数

量

単

位

単

価

金

額

最 入
終 庫

日

付

数

量

単

位

単

価

金

額

最 出
終 庫

日

付

数

量

単

位

単

価

金

額

数

量

単

位

単

価

金

額

図4.6-7在 庫 マ ス タ ー

この フ ァイルは 週 又 は月 単位 に在 庫 デ ータ を蓄積 す る。 さらに店 舗 及 び

工 場 別,原 材 料 及 び製 品別 に 分類 す る。

最 終 の入 ・出庫 日付,実 棚 日付 は 在 庫 ファ イル の更新 履歴 を 明 らか に す

るた め に設 け て あ る。 そ の他 の項 目に つ いて は 在庫 一 覧表 の項 で述 べ て あ

る もの と向 じで あ る。
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4.6.5コ ー ド

コ ー ド名

帳 票 コ ー ド

店 舗 及 び

工 場 コー ド

製品及 び原

材料 コー ド

単 位 コ ー ド

関連 す る帳票等

各入力帳票

全 般

全 般

全 般

桁数

3

3

6

1

内 容

FO1店 舗製品原材料実棚報告書

FO2工 場製品原材料実棚報告書

FO3工 場原材料使用量 日報

FO4工 場製品生産 日報

一連番号

区 分 コー ド

0工 場製品

1～9原 材料

(1～9の 中を取扱 う

原材料の種類 で分類

す る)

一 連番号

000～999

製品 と原材料 を一括 して一連

番号 を付与する。

品質区分

単位区分

仕 入 管 理 サ ブ シス テ ムの単 位 コー ド

の うち 「単 位 区 分」 の欄 を参 照 の こ

と。
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4.7原 価 管 理 サ ブ シ ス テ ム

4.7.1原 価 管理サブシステムの概要

在庫管理サ ブシステムの結果から部門別(又 は合計)原 料費を把握する。

また,品 目別原材料構成要素を入力して個別原材費 を把握す る。 さらに売上管

理の結果 である売上高 ・売上数量等に よ り原料費率 を算出 し,こ れ を総合

的に分析 し,理 論原料費 と実際原料費 との差異 を明らかにす るとともに,

適切な原料費率を維持 す る。

以上が本原 価管理サ ブシステムの狙 いとするところであ り,処 理 の内容

及 び処理概要図は以下に示す通 りで ある。
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〔2)

品 目別原材料
構 成 表

製品別原材料
構 成 表

製 品別 原材 料
構 成 表 の入 力

店 別 製 品 在庫

マ ス ター

工 場 製品 在庫

マ ス タ ー

店 別原材料 在庫

マ ス ター

工場原材料在庫

合計標準原料費
及び部門別標準
原料費の計算

合計実際原料費

1及び部門別実際原料費
の計算

部 門 別 原 料 費

マスターの作成 ・更新

部 門 別 原 料費

マスター

店舗名 ・工場名

プアイル

製 品 別 原 材 料
構 成 プ ア イル

品目別原材料
構成表の入力

品 目別 原 材 料
構 成 プ ア イ ル
の 作 成 ・更 新

品 目別 原材 料

構 成 フ ァ イル

メニュー別原材料

構成及び標準原料
費 一 覧 表 の作 成

店別 品日別売上

週(月)男1嬬 ファイル

品 目 別週(月)間

原料費率表の作成

製 原 材 料

使用高分析表の作成

合計 及び 部 門 別

原料費分析表の作成

メニュー別原材料

構 成 及 び 標 準

原 料 費 一 覧 表

品 目別週(月)間

原 料 費 華 表

製 品 原 材料

使用高分析表

合計及び部門別

原料費分析表

図4.7-1原 価 管理 サ ブ シス テ ム処理 概 要 図

一147一



(1)製 品 別原 材 料構 成表 の入 力(登 録 又 は修 正 が あ る場 合 処理 す る)

一製 品 当 りの原 材料 の標準 的 な構 成 要 素 の新 規 登録 デ ー タ,補 正 あ

るいは 削 除 デ ータ を入 力 し,製 品別 原 材 料 構 成 フ ァイル を更新 す る。

② 品 目別 原材 料 構 成 表 の入 力((1順 と同様)

一 品 目当 りの製 品 ・原 材 料 の 標準 的 な構 成 要素 の新 規登 録 デ ー タ,

補正 デ ータ及 び 削除 デ ータ を入 力 す る。

(3)品 目別 原材 料構 成 フ ァイル の作 成 ・更新((1)項 と同様)

② 項 の処 理 に 引 き続 き行 い,品 目の なか に製 品 を使 用 して い る場合

製 品 の原材 料 構 成 デ ータ を製 品別 原 材 料 構 成 フ ァ イル か ら受 け と り品

目別 原 材 料構 成 フ ァイル を作 成 ・更 新 す る。

(4)メ ニ ュー別原 材 料 構 成及 び標 準 原料 費一 覧 表 の 作成((1)項 と同様)

品 目別 原 材料 構 成 フ ァイル の内容 を品 目別 に 一 覧表 と して 出力 す る。

(5)品 目別 週(月)間 原 料 費率 表 の作 成(週 次又 は 月 次処 理)

この表 は 原 料 費 と売上 を対応 させ て分析 ・評 価 す るた めの表 で あ り,

品 目別 原材 料 構 成 フ ァイル と店 別 品 目別 売 上週(月)別 年 間 ファ イル

と を照合 して 作成 す る。

(6)製 品 ・原 材 料使 用高 分析 表 の作 成(週 次又 は 月 次処 理)

この表 は 製 品 ・原 材 料 の ロス の管 理 に役 立 て る もの で,店 別 製 品 在

庫 マス タ ー,工 場 製 品 在庫 マス タ ー,店 別 原材 料 在庫 マス タ ー及 び 工

場 原 材料 在 庫 マ ス タ ーか ら作 成 す る。

(7)合 計 実 際原 料 費 及 び部 門別 実 際原 料 費 の計算(週 次 又 は月 次処 理)

各 在 庫 マス タ ーを入 力 し,製 品原 材 料 を品 目の部 門別 に 分類 し,部

門 別 に合 計 し部 門別 実 際 原料 費 と し,さ らに 店 別 の合 計 を行 い これ を

(店 別)合 計 実 際 原料 費 とす る。

こ の計算 を行 うた め には 製 品 ・原 材 料 と品 目の部 門 の分類 とが 同 じ

で あ るこ とが前 提 で あ る。
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(品 目の部門の例:料 理(和 食 ・洋食 ・めん),喫 茶,酒 類)

(8)合 計標準原料費及び部 門別標準 原料費の計算(週 次又は月次処理)

品目別原材料構 成 ファイルと店別品 目別週(月)別 年 間 ファイルか

ら合計標準原料費及び部門別標準原料費を計算す る。

品 目別 に個別標準原料費に売上数量 を乗 じ,こ れ を品 目の部 門別に

集計す る。 これが部 門別標準原料費 であ り,さ らに これを店別 に集計

す ると(店 別)合 計標準原料 費 となる。

(9}部 門別原料費マスターの作成 ・更新(週 衣文は月次処理)

店舗名 ・工場名 ファイル を入 力 し店舗別(又 は工場別)か つ売上品

目(又 は製品)の 部門別 レ コー ドを作成 し,こ れに(7),(8)項 の結果を

設定 する。

00合 計及び部 門別原料費分析表 の作成(週 次又は月次処理)

部門別原料費 マスターを入 力 し合計及び部門別原料費分析 表 を作成

す る。

4.7.2入 力帳 票

(1)品 目別(メ ニ ュー別)原 材 料 構 成表

① 品 目別(メ ニュ ー別)原 材 料構 成表 は レシ ピーを基 準 に して一 品 目

当 りの原 材 料(製 品 を含 む)の 標 準 構 成要 素 を シス テ ムに 入 力 す るた

めの 入 力帳 票 で あ る。

② シス テ ムに 入 力 す る主 要 項 目の 内容

登録 基 準 コー ド 主 と して 更新 処理 の時 に基 準 と な る コー ドで あ り,

当構 成 表 は店 舗 コー ド(第1)と 品 目 コー ド(第2)

で構 成 す る。

登 録 区 分(1)⑤ ～ ⑤Aで の項 目の登録 区 分 を示 す

処 理 コー ドと処 理区 分 で構 成 され る。

登 録 区 分 ② ㊦ ～ ③ ま での項 目で ライ ン単 位 の登 録 区 分 を示 す。
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(登 録 基 準 コー ド,登 録 区 分に つ い ては運 用 サ ブシス テ ムで詳 細 す

る)

1

E]コ コ 、
品 目 別(メ ニュー別)原 材 料 構 成 表

11

登録区分・)口 ⑧ ・付

|

13㊤ (月) (日)1

1登 録 基準 コー ド

30

店 名
19 ◎ 売 価

22

⑨ 店 コ ー ド ⑥ 品 目 コー ド

26

1⑥ 品酩 1
_____一__一 ー 一 一 ー ー ー ー ー 一 一 一 一 ー 一 一 ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー 一 一 一 一

登

菖・)
11分

① 製 品 ・原材料 ⑧ 調理基準量 ⑤ 調理単価 ① 形状単価 ③ 仕入単価

名 称 コ ー ド

14
数 量20 単位

26
円

30
単位

36
円 単位

4046
円50

単位
56

ll
I

l
l

「

iiiii1]
iii日 日i

l]

ll
l

;
1

lmil
ピ

iiiii一 日1一
|

止 ＼
l
l 一

図4.7-2品 日別(メ ニ ュ ー別)原 材 料 構 成 表

調 理 基 準量 一 品 目 を調 理 す るのに 必 良な原 材 料 の量 を い う。 た と

え ば ハ ム3枚,タ マ ゴ2個,レ モ ンス ラ イス1枚 とい っ

た もの で ある。 又 レタ ス少 々 と い った 場合 で も工 夫 して

数 値 化 す る。

調 理 単 価 調 理基 準 量 で使 用 さ れ る単 位(調 理単 位)当 りの 価格

で ある。 た とえば ハ ム1枚 当 りの価 格 で あ る。

形 状 単 価 調 理 や 加工 す る以 前 の 原材 料 の形状 を 成す 単位 を形状

単 位 と呼 び,こ の単 位 当 りの 価格 で ある。

ハ ム1本,レ モ ン1個 当 りの価格 で あ る。

一150一



仕 入 単 価 仕 入 の単位 は通 常 ロ ッ ト(ま とま った単 位)に よ る場

合 が 多 い 。 この ロ ッ トに よる単 位 を仕 入単 位 と呼 び この

単 位 当 りの価 格 をい う。 タ マ ゴ1ケ ース 当 りの価 格 で あ

るo

品 目 名 品 目名 を新 規 に登 録 す る場 合 は最 大15文 字 と して 記

入 す る。

② 製 品 別原 材 料 構 成 表

1

Eエココ 、
製 品 別 原 材 料 構 成 表

1113

e・・g… 一・□llllll・-1…a・ ・(1)□ ⑧ ・付

生 月 日

工 場 名 191 ◎ 原 価
22

⑤ 工場 コー ド 1 ⑥ 製 品 コー ド
26

30一
登

菖・)
分陣

① 原 材 料 ⑧ 調理基準量 ⑤ 調理単価 ① 形状単 価 ① 仕 入単価

コ ー ド
14 2(声 量 譜 位 円30 単 位36 円

40
単 位
46

円
50

単 位
56

1
;
|

|,Il
ll

lll
川
11

;㍑
1日

川l
lll

1日 目
㍑1川

111

iii
1
1

1[
!、1

「 [
目

1.1

山_
[i
ピ

[[・ `1 工〔[

一 i
1,

lil 一 呈

図4.7-3製 品別原材料構成表

① 製 品別原材料構 成表は工場製品製造仕様書等を基準 に して,一 製品

当 りの 原材 料 の標 準 構 成要 素 を シス テ ムに 入力 す るた めの入 力帳 票 で

ある。
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② 帳票 フ ォー マ ッ トは 品 目別原 材 料 構 成表 と同 じで ある。

登録 基 準 コー ドは工 場 コー ド(第1)と 製 品 コー ド(第2)で 構 成

す る。 原 価 は 標準 原料 費に 付加 価 値 を加 えた もの とす る。 製 品名 は 最

大15文 字 と す る。

4.7.3出 力 帳票

(1)メ ニ ュー別原 材 料 構 成 及 び標準 原 材 費一 覧 表

メ ニ ュ ー 別 原 材 料 構 成 及 び 標 準 原 料 費 一 覧 表

処 理 日付

店 舗 名 店 舗 コー ド

メ ニ ュー名

売 価

粗 利 高

メニューコー ド

原 料 費

原 料 費 率

原 材 料 調 理 基 準 量 調 理 単 価 形 状 単 価 仕 入 単 価

名 称 コ ー ド 数 量 単位 金額 円 単 位 円 単位 円 単 位

＼1 一

図4.7-4メ ニ ュ ー別 原 材 料構 成 及 び標 準 原 料 費 一 覧表

この表 は メ ニ ュ ーの構 成 要 素 ある いは原 料 費 に 変化 が生 じた場 合 出力

し,メ ニュー単位 の原材 料 の構 成要 素 及 び個 別 標準 原 料費 を把 握 す る。

原料 費 は調 理 基 準 量 の金 額 の合 計 で あ り,こ の メ ニ ュ ーの個別 標 準 原

料費 で ある。 ま た原 料 費率 は,原 料 費 ÷ 売価 ×100で 表 わ され る。
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(2)品 目別週(月)間 原 料 費率 表

品 目 別 週(月)間 原 料 費 率 表

店 名 店 コ ー ド 処 理 日付

品 目 個別標準指標
'週 ㈲ 間 指 標

名

称

コ

|

ド

売

価

原

料

費

原

料

費

率

売

上

高

売

上

構

成

比

売
上

累

計

構

成

比

売
上

対

前
週

(月)
伸
び

率

今

週

(月)

の

原

料

費

高

今

週

(月)

の

原

料

費

率

原

料 対

費 前

室 週

(月)

伸

び

率

粗

利

高

粗

利

構

成

比

　

一

図4.7-5品 目別 週(月)間 別 原 料費 卒 去

この表は原料費 と売上 を対応 させて分析 ・評価す るための表 である。

また売れ筋 メニューの売上 と原料費の関係 を明らかにす るた めABC

分析 を行 うことにす る。

個別標準指標 は一品目当 りの売価及び標準原料費及び同率 である。

週(月)間 指標 は1週(月)間 の実績 である。原料費につ いては個別

標準原料費に1週(月)間 の売上数量 を乗 じた もの で実 際原料費 ではな

L、o

ABC分 析 は 売上 構 成 比 の順 に 品 目を 分類 し,こ れ を順 に 累 算 す る。

(こ の数 値 が 売 上累 計 構 成比 で あ る。)こ の売上 累 計 構 成比 が75%ま で
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をA部 門,75%～95%ま で をB部 門,95%以 上 をC部 門 とす る。

(3)製 品 原 材 料使 用高 分析 表

製 品 原 材 料 使 用 高 分 析 表

店 名 店 コ ー ド 処 理 日付

製 品 ・ 原 材 料 使 用 不 能 高 使 用 高 分 析

名 称 コ ー ド 額 使用不能高
使 用 高 差 異

実際値 理 論 値 額 構成比　
入 庫 局

一 ～

図4.7-6製 品 原 材 料使 用 高 分 析 表

① 製 品原材料使 用高分析表は,製 品 ・原材料が保存中に変質 し,使 用不

能にな る状況 を把握 し,適 切 な品質管理 ・在庫管理に役立てるため に

使用 され る。 また正確な調理 あ るいは基準量その ものが適切 であるか,

とい った評価分析 にも役立 つ出力帳票 である。

② 使 用不 能高 の分析

使 用不能高は棚卸 に より明らかに なる。入庫高は週(叉 は月)の 仕

入量 に最終仕入単価 を乗 じた もので あり,入 庫高に対 する使用不能高

の割合 を把握 する。

③ 使 用高 分析

実際使 用高は棚卸高から使用不能高 を差引 いた もので ある。

理論使 用高は出庫高であ り,(本 在庫管理サ ブシステムでは出庫量

を品 目の売上数量 と原材料の展 開か ら求 めるよ うに しているため)実
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際値 と理論値 の差 を求め,さ らに店別 の差異の構成比 を把握 す る。

(4)合 計及び部門別原料費分析表

合 計 及 び 部 門 別 原 料 費 分 析 表

店 名 店 舗 コ ー ド 処理 日付

区分 部 門 名 称 売 上 高
原 料 費 原 料 費 率 原料費率×売上構成比売 上

構成比 標 準 実 際 差 異 標 準 実 際 標 準 実 際

:
、 一 一 一

合

計 / /
　

/

図4.7-7合 計 及 び部 門 別 原料 費分析 表

① 合計及び部 門別原 料費分析表は合 計及 び部門別 の原料費を把握 し,

さらに この差 を求め ロスの状況 を把握す るために使用 され る。 また同

様 に原料 費率 を把握 し,適 切な原料費率 の維持 に役立 てるための出力

帳票 である。

② 各項 目の定義

部 門別売上高部門別売上構成比 = ×100
合計売上高

部 門別(又 は合計)標 準原料費=(個 別標 準原料費 ×期間売上

数量)の 部門別(又 は店別)

合 計

部門別(又 は合計)実 際原料費=(期 首在庫高+仕 入高 一棚卸

高)の 部 門別(又 は店 別)合

計

部門別醐 又は実際)原梅 一締 警 蒜 舞 噸 ・…
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原料賢宰 ×売上構成比=
部 門別原料費

×
部門別売上高

部 門別売上高

部門別原料費

合計売上高

合計原料費率=

合計売上高

部門別原料費 の合計

合計売上高

4.7.4フ ァイ ル

(1)製 品別 原材 料 構 成 ファ イル

(親 レ コ ー ド) (原 材 料 レ コー ド)

工 場 製 品 :
1

登
録

原 合

計

粗 原
工 場 製 品 : 登

録 原材料
原

材

構 調 理 調 理

基準量 単 価

形 状

単 価

仕 入

単 価
・ 料 1 ・ 料

名

称

コ

ー

ド

名

称

コ

1

ド

ド
識
別

聾
万

変

更

日
付 価

原

料

費

利

益

費

率

名

称

コ

「

ド

名

称

コ

1

ド

ド
識
別

書
写

変
更

日
付

名

称

コ

1

ド

別
原

料

費

成

比

数

量

単

位

円

単

位

円

単

位

円

単

位

図4.7-8製 品 別 原材 料 構 成 フ ァイル

① 製 品別 原材 料 構 成 フ ァイル(図4.7-8)は 製 品 の 原材 料 構 成 デ ー

タ を蓄 積 す る。

② 項 目の意 味

原価:合 計 原 料 費 に付 加価 値 を加 え た もの

合 計 原 料 費:原 材 料 別 原 料 費 の合 計

粗利 益:原 価 一合 計 原 料 費

原 料 費率:合 計 原料 費÷ 原 価 ×100

レ コー ド識 別 記号:親 レ コー ド(A)原 材 料 レ コー ド(B)

原 材 料 別原 料 費:調 理 基 準量 ×調 理 単 価

構 成比:原 材 料 別 原料 費 ÷合 計 原 料 費
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(2)品 目別原 材 料 構 成 フ ァイル

(親 レ コ ー ド)

レ 登 売 個 粗 個
店 舗 品 目 コ 録 別 別

| 標・ 標

名 コ

ー

名 コ

|

ド

識
.別

記

変

更
日

準

原

料

利 準
原
料
賛

称 ド 称 ド 号 付 価 費 益 率

(原 材料 レコー ド)

レ 登 原 構 調 理 調 理 形 状 仕 入
店 舗 品 目 コ 録 原材料 材 基準量 単 価 単 価 単 価

1 ・ 料

名 コ

ー

名 コ

1

ド

識
別
記

変

更

日

名 コ

|

別

原

料

成
数 単

円

単

円

単

円

単

称 ド 称 ド 号 付 称 ド 費 比 量 位 位 位 位

図4.7-9品 日別 原材 料 構 成 ファ イル

品 目別原材料構成 ファイル(図4.7-9)は 個別 標準 原料費及 び個別

標準原料 費率及び原材 料構成 データ等品 目別の理論原料費計算 に必要な

基礎 データを蓄積 して いる。

(3)部 門別原料費 マス ター

処

理

日

付

店 舗 部
門

売

上

高

売

上

構

成

比

原 料 費 原料費率 原料費率×売上構成比

名

称

コ

1

ド

名

称

コ

|

ド

標

準

実

際

差

異

標

準

実

際

標

準

実

際

図4.7-10部 門 別 原 料 費 マ ス タ ー(部 門 別 レ コ ー ド)

部 門別 原 料 費 マス ターは店 舗 に おけ る売 上高 と仕 入 高(原 料 費 高)を

共通 に区 分 で き る単 位 を部 門 と し,こ の部 門別 の 原 料 費 デ ータ を蓄 積 し

た フ ァイル で あ る。

この ファ イル は店 舗 別部 門 別 に デ ータを格納 す る。 なお店 舗 別 合 計 原

料 費 デ ータ もこ の フ ァイル に格納 す るが,そ の フ ォ ーマ ッ トを以 下 に示

すo
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処

理

日

付

店 舗 店

舗

合

計

売

上

高

原 料 費 原料 費率

名

称

コ

|

ド

標

準

実

際

差

異

標

準

実

際

図4.7-11部 門 別 原 料 費 マ ス タ ー(合 計 レ コ ー ド)

レ コー ド内 の各 項 目の 位置 は部 門 レ コー ドと対応 して い る。

合 計 レ コ ー ドの原 料 費 は部 門 レ コー ドの原 料 費 の合 計 で あ る。

合 計 レ コ ー ドの原 料 費率 は部 門 レ コ ー ドの 原料 費率 の 合計 では な く原

料 賢 宰 ×売 上 構 成 比 の合 計 で ある。
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4.7.5コ ー ド

コ ー ド 名 関連 す る帳票等 桁数 内 容

帳 票 コ ー ド 各入力帳票 3 GOI:品 目別原 材 料 構 成 表

GO2:製 品 別原 材 料 構 成 表

店 舗 コ ー ド 全 般 3 一連番号

品 目 コ ー ド 全 般 4

山213141
`

種類区分

(部 門区分)

`一
L

一連番号

処 理 コ ー ド 各入力帳票 1 C:新 規 登録

u:更 新

E:削 除

製品 ・原材料 コー ド

(詳 細 は 在 庫管 理

サ ブ シス テム参

照 の・こ と)

全 般 6

lll2131415161

㌫ ±[咋4
品質区分

単位区分

単 位 コー ド

(詳 細 は仕 入 管 理

サ ブ シス テム参

照 の こ と)

全 般 4
ll{213141

●1 　

単位区分1

単位区分2
一連番号
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4.8運 用 サ ブ シ ス テ ム

4.8.1運 用 サブ シ ステ ム の処 理 概 要

運 用 サ ブ シス テムは,各 サ ブシス テ ムに共通 した 内容,又 は 各 サ ブシ ス

テ ムに含 め る よ り も分離 独 立 させ た 方 が便 宜 的 な 内容 に つ いて の処 理 を行

な って い る。 す なわ ち,運 用 サ ブシス テ ムで は,本 シス テ ムの稼動 準 備 に

お け る各 種 マス タ ー フ ァイル の作 成,各 種 マス タ ー ファイル の 内容 更 新 及

び各 種 フ ァイル の定期 設 定 を行 って い る。

・ 各 種 マ ス ター フ ァイル の作 成

本 シス テ ムの稼 動 に先 だ ち,各 サ ブ シス テムで使 用 す る各 種 マス タ ー

フ ァイル を各 登録 票 に基 づ いて 作 成 す る。

・ 各種 マス ター ファ イル の 内容 更 新

各 マ スタ ー フ ァイル の内容 に つ いて 更新(追 加,修 正,削 除)が 必要

に な っ た時,各 種 マス タ ー フ ァイル の 作 成 と同様の様式の登録票 によ り更

新 を行 う。

・ 各種 マス ター フ ァ イル の 定期 設 定

年 次 処理 等 に お け る初期 情 報 の 設 定,あ る い は 累績 項 目を持 つ フ ァ

イル に つ い て一定 期 間 を経 過 した 内 容 を 当該 フ ァイル よ り消 去 す る。

運 用 サ ブ シ ス テ ム に お け る処 理 概要 図及 び処理 内容 は 以 下 に示 す通 り

で あ る。
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カ レン ダ ー

登 録 票

(1)

カ レ ン ダ ー

フ ァ イル の作成

カ レ ン ダ ー

フ ァ イ ル

品 目別 原材 料

構成 プ ア イル

(2)

店別品日別売上 日計

ファイルの定期設定

(3) 店別売上通(月)別

ファイルの定期設定

店別 品 目別 売土

日言十フ ァ イ ル

店 別 売上 通(月)別

年 間 プ ア イル

(4)

店別品 目別売上

累計 ファイルの作成

店別品目別売上

累計ファイル

売 掛金 マ ス ター

登 録 票

(5)
売掛 金 マス タ ーの

作 成 ・ 更 新

売 掛 金

マ ス タ ー

発 注先 管 理

ファイル登録票

(6)
発 注 先 管 理

ファイルの作成 ・更新

発 注 先 管 理

フ ァ イ ル

(7)

躍}驚 喜タゾ
買掛 金 マス ターの

作 成 ・ 更 新 ∈ …)
　

工 場 用 在 庫

マスター登録票

(8)

製 品 別 原 材料

構 成 プア イル

工 場 用在庫 マ ス ター

の 作 成 ・ 更 新

店 舗 用 在庫
マスター登録票

(9)

品

一夕

製

ス

場

マ庫

工

在

工 場 原材 料

在庫 マスター

店 舗 用在 庫 マスター

の 作 成 ・ 更 新

店 舗 別 製 品

在庫マスター

⑩
店 舗 名 ・工 場 名

ファイルの 作成 ・更 新

店舗別原材料

在庫 マスター

店舗名 ・工場名

登 録 票

店舗 名 ・工場 名

フ ァ イル

図4.8-1運 用 サ ブ シス テ ム の処 理概 要 図
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(1)カ レン ダ ー フ ァイル の 作 成(年 次 処理)

カ レン ダ ー登 録 票 を入 力 し,指 定 され た年 の1月1日 か ら12月

31日 ま で を第1週 か ら第53週 に区 分 した カレ ンダ ー を作 成 し,週

間 の祝 日,閉 店 日(休 業 日)を 設定 す る。

(2)店 別 品 日別 売 上 日計 フ ァイ ルの 定期 設 定(月 次 処理)

品 目別 原 材 料構 成 フ ァイル を入 力 し,店 別 品 目別 の レ コ ー ドを作 成

す る。

カ レン ダー フ ァイル を入 力 し,指 定 された月の 日別 売 上実 績項 目の枠

組 を行 う。

㈲ 店 別 売上 通(月)別 年 間 フ ァイル の定期 設 定(年 次処 理)

品 目別 原 材 料構 成 フ ァ イル を入 力 し,店 別 品別 の レコ ー ドを作 成 す

るo

カ レン ダー フ ァイル を 入 力 し,指 定 された年 の週 又 は 月 別 売上 実 績

項 目の枠 組 を行 い,各 枠 に 祝 日数 を設 定 す る。

指定 された年 の前年 同 フ ァ イル か ら同週 叉 は 同月 の 売上 高 を各 枠 に設

定 す る。

(4)店 別 品 日別 売上 累計 ファ イル の定期 設定(年 次処 理)

品 目別原 材 料 構 成 フ ァイル を入 力 し,店 別 品 日別 の レ コー ドを作成

し,こ の レ コー ドを1週 か ら53週 ま での週 別 累積 売上 実 績 項 目の枠

組 を行 う。

指 定 され た年 の 前年1司 フ ァ イル及 び 前年 売 上週 別年 間 フ ァイ ル を入

力 し,過 去5年 間 の各 年 の 売上 実 績 及 び5年 間 の累 積 売 上 実績 を設 定

す る。
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(5)売 掛 金 マス ター の作 成 ・更新

売 掛金 マス タ ー登 録 票 を入 力 し,登 録 区 分に 従 って 売掛 金 マス タ ー

の作 成 ・更新 処 理 を行 う。

(6)発 注先 管理 ファ イル の作 成 ・更 新

発 注先 管 理 ファ イル登 録 票 を入 力 し,登 録 区 分 に従 って発 注 先 管理

フ ァイル の作成 ・更新 処 理 を行 う。

(7)買 掛金 マス タ ーの 作成 ・更 新

買掛金 マス タ ー登録 票 を入 力 し,登 録 区 分 に従 って 買 掛金 マス タ ー

の作 成 ・更 新処 理 を行 う。

(8)工 場 用 在庫 マ ス タ ーの 作成 ・更新

工 場 用 在庫 マス ター登録 票 を入 力 し,登 録区 分 に従 って工 場 用在 庫

マス ター を作成 ・更新 す る。

この時 に店 舗 名 ・工 場 名 ファ イル を参 照 し店 舗 名 及 び工 場 名 を設 定

す る。 ま た品 目別 原材 料 構 成 フ ァイル及 び製 品 別 原 材料 構 成 フ ァイル

を参照 し,品 目名 及 び製 品 名 を設 定 す ると と もに 標 準 原 料費 計 算 に 必

要 な標準 単価 を設 定 す る。

(9)店 舗 別 在庫 マス タ ーの 作成 ・更新

店 舗 用 在庫 マス タ ー登 録 票 を入 力 し,登 録区 分 に 従 って店 舗 別 在 庫

マスターを作成 ・更新 す る。(前項工場用在庫 マス ター の 作成 ・更新 の処 理

と同様 で あ る)

⑩ 店 舗 名 ・工 場 名 フ ァイル の 作成 ・更 新

店 舗 名 及 び工 場 名 登 録 票 を入 力 し,登 録区分 に従 って店舗 名 ・工場 名

ファ イル を作 成 ・更 新 す る。

4.8.2入 力帳 票

運 用 サ ブ シス テ ム で扱 う入 力帳票 は,各 マス タ ー フ ァイ ルの 作成 又 は更

新 に 用 い る帳 票7種 類 で あ り,各 帳 票 の様 式例,記 入 方 法 及 び使 用 方法 は
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次 の と お り で あ る 。

(1)カ レ ン ダ ー 登 録 票

ユ

唖 唖
票録登一ダンレカ

6週
月8

曜 日
祝 日

24
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図4.8-2カ レ ン ダ ー 登 録 票

カ レ ンダ ー登 録票 は週 単 位 に よる管理 の基 準 とす るた め,日 曜 日か ら

土 曜 日を週 と し,こ れ を1年 間 を第1週(1.月1日 を含 む週)か ら第

53週(12月31日 を含 む週)に 区 分 し,各 週 の月,日,祝 日,閉 店

日につ いて 記 入 した もので あ る。 カ レ ンダ ー フ ァイル の作 成 に使 用 さ れ

るo

② 売掛 金 マス タ ー登録 票

売 掛金 マス タ ー登録 票 は 得 意先 別に 売掛 情報 を記入 し売掛 金 マス タ ー

の作 成 ・更新 に使 用 され る。 得 意先 名 称 及 び得 意先 住 所 は カナ文字 と し

それ ぞれ 最 大20文 字,40文 字 で左 づ め に 記入 す る。

更 新処 理 は 登 録 基準 コー ドと登 録 区 分 コー ドに よ り行 う。 登 録 基 準
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唖
売 掛 金 マ ス タ ー 登 録 祭

る

登録基準・一 ド1 ll 処理 日付

①艦 ・L・ll川 口 ②締・[口
18

登鋤 ・・泊 コ
1116

③前継 越高 口1 川 川1

25

④・期蹴 口llllll

　

登録区分(・・田
11

⑤艦 名称[[ロ エ ロココココ=ロコココ=口=ロコ
31

⑥得意先住所

売 掛 明 細

登

録

区

分

③
9

⑦ ⑧ 日 付 ⑨ 借 方 ⑤ 貸 方

明

細
番

1㌘

年

16

月

18

日

20

借

ξ
1

2D

店 舗

コ ー ド

23

伝 票 番 号

26

金 額

31

貸
方

了

嘉

銀
行

〒

3♂

入
金
区

盆

金 額

42

サ

イ

ト

、♂
1

|

1

‡1|ll

川
}|

i
l il

l}

II,l
llll
lllI

1いHi
llllll

i
I

1,Illl
|1`Ill
|1|lll
Ill|II

川̀
1

日工
I

il
一 一 … 一

ll一
1|1|
Ill`

一
[|[1 1 1L`ll! `1

一、一

図4.8-3売i掛 金 マ ス タ ー 登 録 票

コー ドと登 録区 分 コー ドは以 下 に示 す通 りで あ る。

・ 登 録 基 準 コ ー ドは 更 新 処 理 の基準 とな る項 目であ り,売 掛金 マスタ

ーの 更新 処 理 に お いて は得 意先 コー ドを使 用 す る。

・ 登録 区 分 コ ー ドは 入 力量 が 多 いた め カー ドの入 力可 能欄80を 基 準

に(1)～(3)ま でに 区 分 した。

登録 区 分(1)は,① 得 意先 コー ド,② 締 日,③ 前期 繰 越 高,④ 当期 繰
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高 の更 新 に使 用 す る。

登 録 区 分(2)は,⑥ 得 意先 名称,⑦ 得 意 先住 所 の 更新 に使 用 す る。

一
処理 コー ドCO

処理区分UO

登録 区 分(1),(2)

Un

EO

En

登録

①～④ 又は⑥～⑦ の全ての項 目を更

新す る

n=1か ら7と し第⑤項 を更新す る

全項 目を消去す る

第⑪項 を消去す る

登 録 区 分(3)は,明 細 項 目で ある⑦ 明細 番 号,⑧ 日付,⑨ 借 方,⑧ 貸

方の更新に使 用す る。 明細番号 を基準 にするため必ず記入 しなければ

なら左い。

L

－処理
コードLCO

処理区

登録区分㈲

LUO

LUn

LEO

LE

登録

1行 全 体 を更 新tる

n=7～9,aと し第@項 を 更 新 す る

当該 明細 番号 の レ コー ドを全 て 消

去 す る。

当該 明細 番号 の レ コー ドの第 ⑪ 項

を更新 す る

(明 細番号 を更新す る場合左欄に旧番号右欄に新番号 を記入す る)

(3)発 注先管理 ファイル登録票

発注先 管理 ファイル登録票 は各店舗及 び工場 の原材料(仕 入品 目)ご

とに発注先即 ち仕入業者に関する情報を記入 し,発 注先管理 ファイルの

作成に使用 され る。
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図4.8-4発 注 先管 理 フ ァイル登録 票

登録 基準 コー ドと登 録 区 分 につ いて は以 下 に示 す通 りで あ る。

・ 登録 基 準 コー ド

店 舗 又 は工 場 コー ドと原 材料 コー ドで構 成 され る。

・ 登録 区 分(1)は ,① 工 場 及 び店 舗 コー ド,② 原材 料 コー ドの更 新 に 使

用す る。

構 造 ・機 能 は 売 掛金 マス タ ー登 録票 の登録 区 分(1),(2)と 同 様 であ る。

・ 登 録 区 分② は,③ 優 先 順 位,④ 業者 コー ド,⑤ 発 注 先 名,⑥ 曜 日 コ

'一 ド
,⑦ ・⑧ 発 注 情報 の更 新 に使 用 す る。

構 造 ・機 能 は売 掛金 マス ター登 録 票 の登 録 区 分(3)と 同 様 で あ る。

(4)買 掛 金 マス タ ー登 録 票

買掛 金 マス タ ー登 録 票 は 各仕 入業 者 ご との,締 日か ら 次の 縞 目 まで の

1ケ 月間 の買掛 金 情 報 を記入 す る入 力帳 票 で あb,買 掛 金 マ ス タ ーの作

成 ・更 新 に使 用 され る。
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口録
②分

登
区 　

④仕入業編 ロココココココエ ロココココ=[[ロ ココ
29

⑤仕入業者住所

買 掛 明 細

登

録

区

分

7(3)

⑥
明

細

書
10『 写

⑦ 日 付 ⑧ 借 方 ⑨ 貸 方

年

14

月

16

日

18

借
方

〒
才

店

璽
1

21ド

伝票 番号

24

金 額

28

努

了
ゾ

銀

曾

36ト

支

差

益

金 額

39

サ イ ト日

46

1 ;
t

; : i ;1
1

l
l

i 1
1 1 1

1

|

川 1
l
l 1 1 [ ;
1
|

l
I

1̀ 1
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'

` | 1 ; ! 一 _.
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図4.8-5買 掛 金 マ ス タ ー 登 録 票

仕 入 業 者 名 称 は最 大20文 字,仕 入 業 者 住 所 は 最大40文 字(カ ナ文

字)で 左 づ め に 記 入 す る。

登 録 基準 コー ドは業 者 コー ドを使 い,登 録 区 分(1)は ① 業 者 コー ド,・②

前期 繰 越 高,③ 当期 繰越 高 の 更新 に 使 用 す る。 登 録 区 分② は④ 仕 入 業 者

名 称,⑤ 仕 入 業 者 住 所 の更 新 に使 用 す る。 また登 録 区 分(3)は 明細 行 の⑥

明 細 番号,⑦ 日付,⑧ 借 方,⑨ 貸 方 の項 目の更新 に使 用 され る。

登 録 区 分 の構 造 機 能 に つ いて は 売掛 金 マス タ ー登 録 票 の登 録 区 分 と同

様 で あ る。
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(5)工 場 用在 庫 マス ター登録 票(又 は店 舗 別 在庫 マス タ ー登 録 票)

1

1・1・1・(・)1
4

登録基 準 コー ド

工 場 用 在 庫 マ ス タ ー 登 録 票(店 舗 別 在庫 マス タ ー登録 票)

一 一ー 一 一 一 一 一 丁3-一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 ー ー ー 一 一 一 一 ー 一 一 ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー 一 一 ー 一"一

登録区分 [[コ

① ⑤㍊ ロコ 曄 郵
[2527

◎登翌 ・・、口 年口 鋤

②
前
週㈹

棚卸

高

162227

量日工 ロコ ◎単 位ロエロ]①単 価1④数

34

@金 額

③

入

庫

高

16

微 量口-ロ コ騨 位[[ロコ ①単
144345

2227

①最終入庫・付加 年口,口,

価llllllll

3

①金 額 川lllll

④

出

庫

高

16 2"

一[[ロエ日鋼
6)数 里

⑤金 額1

3445

1111111

従ロ コ ⑥一

⑥最継認 印2コ ・口 ・

⑤
当
週
㈹
棚
卸
高

㊦教 皇

3

⑪金 額

162227

旦口 ロ コ ⑤単 位[[[[日 鋼 ¶llllll

⑥

使
用
不

能

高

16 27

・[[[ロ コ ⑭単 価1
⑤薮 垣

34

9金 額

置ロコ 騨
4143

鱒 ・付口 年口 ・
45

0]・

図4.8-6工 場 用 在庫 マス タ ー登録 票

工 場 用 在庫 マ ス タ ー登 録票(又 は店 舗 別 在 庫 マス ター登 録 票)は 工 場

別(又 は店 舗 別)の 製 品 ・原材 料 の 在庫 情 報 を記入 す る入 力帳 票 で あ り,

工 場 用 製 品 在庫 マス タ ー及 び工場用原材料 在庫 マスター(又 は店舗 別製品 マ
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ス タ ー及 び店舗 別 原 材 料在 庫 マ ス ター)の 作 成 ・更新 に使 用 され る。

登録 基 準 コー ドと登録 区 分 の 内容 は以 下 の通 りで ある。

・ 登 録 基 準 コー ド 工 場 又 は 店 舗 コー ド(第1キ ー)と 製 品 又は 工

場 コー ド(第2キ ー)の 組 合 せ で あ る。

・ 登録 区 分

一
処理 コー ド

処理区分

大項 目(① ～⑥

小項 目(⑧ ～②)

lil

巴

登 録

① 項 目の全 て を更新(U20…

U60も 同様)

① 項 目の③ 項 目を更新

消去

① 項 目の全 て を消 去(E20…

E60も 同様)

① 項 目の⑧ 項 目を 消去

(登 録区分)

(6)店 舗名及び工場名登録票

店 舗 名 及 び工 場 名登 録 票 は 各 名 称 と コー ドを 対応 させ て 記入 し,さ ら

に店 舗 に 関 しては店 別 の部 門 と品 目 との 関連 を記 入 す る入 力帳 票 で あ り

店舗 名 ・工 場 名 フ ァイル の 作成 ・更 新 に使 用 され る。

作 成 ・更 新処 理 は 登録 基 準 コ ー ドを 基 準 に して登 録 区 分 の細 部 指 示

に よ り行 う。 登録 基 準 コー ド及 び登 録 区 分 は以 下 に示 す通 りで あ る。

・ 登録 基 準 コ ー ドは 店 舗 又 は 工 場 コー ドを使 用 す る。

・ 登 録 区分(1)は,① 店 舗又は工場 コー ド,② 同名称,③ 同住所の更新 に使

用 す る。

・ 登 録 区 分(2)は,④ 部 門 コ ー ド,⑤ 同名 称,⑥ ・⑦ 品 目の範 囲 の修 正

に使用 す る。 これ らの構 造 機 能 は売 掛 金 マ ス ター登 録 票 の登 録 区分(1),

(3)と同様 であ る。
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図4.8-7店 舗 名 及 び工 場 名登録 票

4.8.3フ ァイ ル

運用 サ ブ シ ス テム で取 扱 う ファイルは 図4.8-1に 示 す通 りで あ るが,

この うち カレ ンダ ー フ ァイル,店 別 品 日別 売上 累計 フ ァイル,店 舗 名 ・工

場 名 ファ イルにつ いて 説 明 し,そ の 他 の ファ イル に つ い ては 参 照 サ ブ シス

テム を示 す に と どめ る こ とに す る。

(1)カ レン ダー ファ イル

カレ ンダ ー フ ァイル(図4.8-8)は 週 単位 の 管 理 を行 うた め の基 準

と して 作 成 す る ファ イル で ある。 週 は第1週(1月1日 を含 む週)か ら

第53週(12月31日 を含 む週)ま で と して い る。 日曜 日が祝 日の場
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年 週 月 曜 火 曜 水 曜 木 曜 金 曜 土 曜 日 曜
開 店

日数

祝 閉 祝 閉 祝 閉 祝 閉 閉 閉 閉 祝 平

月 日
日
記

店
記

月 日
日

記

店
記

月 日
日
記

店
記

月 日
日唐

言己記
月 日

日
記

月 日
日店
記

月 日
日

日 日

号号 号 号 号号 口 口万7ヲ
号 号 号 数 数

カ レ ン ダ ー フ ァ イ ル図4.8-8

合 翌 日の月 曜 日を祝 日 と して取 扱 う。

店別品 日別売上累計 ファイル(2)

年

店 舗 品 目
売 上 実 績

第1週 }1第53週

名

称

コ

|

ド

名

称

コ

|

ド

5年 累 計 過去第1年 過去第2年 過去第3年 過去第4年 過去第5年 1
休
祝
日
数

売上数量 休
祝
日
数

売上数量 休
祝
日
数

売上数量 休
祝
日
数

売上数量 休
祝
日
数

売上数量 休
祝
日
数

売上数量

平

易

休

昇
計

平

易

休

募
計

平

貝

休

9
計

平

9
休

募
計

平

身

休

昇
計

平

9
休

募
計

店 別 品 目別 売 上 累計 フ ァイ ル図4.8-9

店 別 品 目別 売上 累 計 ファ イル(図4.8-9)は 店 別 品 日別に 週 単位 に

過 去5年 間 売 上 を累 計 した ファイル で仕 入 管理 サ ブ シス テ ムにtoい て品

目別需要予測 を把握 するた めに使用す る。

店 舗 名 ・工 場 名 ファ イル(3)

名 称 レ コ ー ド

 

●

名
称

店舗 又は レ 店舗叉は 店舗 又は

工 場 コ ー ド

〒
ド 工場名称 工場住所
記
号

店舗名 ・工場名 ファイル(名 称 レコー ド)図4.8-10
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・ 部 門 レ コ ー ド

部
門 部 品 目 の 範 囲

店 舗 レ

コ 門 部門名称

コ ー ド ト 番
上限の 下限の

記 口 品 目 コ ー ド 品 目 コ ー ド

号 万

図4.8-11店 舗 名 ・工 場 名 フ ァ イ ル(部 門 レ コ ー ド)

店 舗 名 ・工 場 名 フ ァイル(図4.8-10,図4.8-11)は 名 称 レ コ

ー ドと部 門 レ コー ドで構 成 され た ファ イル で あ る。

名称 レ コー ドは 名称 と住 所 とが 登録 され て いて,主 と して 各 サ ブ シ

ス テ ムに おけ る コー ド ・名称 の変 更 処 理 に使用 され る。

部 門 レ コー ドは店舗 の み に適 用 され,部 門 コー ドと同名 称 及 び取 扱

う品 目の範 囲 が登 録 され て いて,原 価 管 理 サ ブ シ ス テムに お いて,部

門 別原 料 費 に 関 す る処理 に使 用 され る。
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4.8.4コ ー ド

コ ー ド名

帳 票 コ ー ド

処 理 コ ー ド

登 録 基 準
コ ー ド

部 門 コ ー ド

そ の 他 の

コ ー ド

関連す る帳票 ・ファイル

入力帳票全般

更新処理を行 う登録票

売i掛金 マス ター登録 票

発注先管理 ファイル登

録票

買i掛金 マス タ ー登録 票

工 場 用 在庫 マ ス タ ー登

録 票

店舗別在庫 マスター登

録票

店舗名及び工場名登録

票

店舗名及び工場名登録

票

入 力 帳票 全 般

フ アイル全 般

桁数

3

1

5

9

3

9

9

3

2

内 容

HO1カ レ ンダ ー登 録 票

HO2売 掛 金 マ スタ ー登録 票

HO3発 注先管理 ファイル登録漂

HO4買 掛 金 マ スタ ー登録 票

HO5工 場用在庫マスタ「登録票

HO6店 舗ll在庫マスター登録票

HO7店 舗名及 び工場名登録票

C登 録

u更 新

E消 去

得 意先 コー ド

店舗 コー ド 原材料 コー ド

業 者 コ ー ド

3

工 場 コ ー ド

6

製品 ・原材料
コー ド

3

店 舗 コ ー ド

6

製品 ・原材料
コー ド

店舗 又 は工場 コー ド

一連番号

関連 サ ブ シス テ ムの コー ドの

項 参 照 の事
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5.シ ス テ ム の 利 用
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5. シ ス テ ム の 利 用

5.1導 入 の 検 討

コ ンピ ュー タ を導 入 し よ うとす る場 合 には,必 ず 何 らか の動 機 が あ る は ず

であ る。 例 え ば従 来 手 作 業 で処 理 してい た事 務 を機械 化 し事務 の 合理 化 ・省

力化 を図 り自社 の管理 レベ ル を向 上 させ た い とい う積 極的 な ものか ら,単 に

他 社 が導 入 し てい るか ら 自社 で も導 入 す る とい う消 極的 な もの まであ る。

しか し,コ ン ピュー タ を導 入 す る にあ た って は,何 よ りも導 入 の 目的 を 明

確 にす る こと が第1で あ る。 ユ ー ザ ー企 業 の中 には,単 に コ ン ピ ュー タ を導

入 す れ ぱす べ て の問題 が解 決 す る とか,コ ンピ ュー タの こ とは よ く分 か らな

い が とに か く導 入 し てみ ょ うとい っ た安 易 な気持 で 導 入 したた め に必 ず し も

十 分 な効 果 を上 げて い ない 場 合 もあ る。 すな わ ち,コ ンピ ュー タ を導 入 す る

に あた っては コ ン ピ ュー タ に対 して 正 しい認 識 と事前 に十 分な 検 討 を行 うこ

とが 必要 で あ る。

最 近 は コン ピ ュー タ の導 入 につ い て,中 小 企 業 に おい て も急 速 に広 が りつ

つ あ る。 これは オフ ィス ・コン ピュー タ と呼 ば れ る もの が登 場 し,コ ン ピュ

ー タが一 段 と低価 格 化 し,性 能 が 向 上 した こ とが最 大 の理 由 で あ る。 また,

オ フ ィス ・コ ン ピュー タ では ユ ー ザーがプ ログラム開発す る よ り もむ しろ メ ー

カー又 は デ ィー ラー に 委託 して開発 す るケー スが多 く,そ のた め ユー ザ ー に

おい て プ ログ ラ マー を確 保 す る問 題 が な くな った こと もオ フ ィス ・コン ピ ュ

ー タ導 入 を促進 させ て い る要因 であ る。

コ ン ピュー タ を導 入 す る場 合 には,ど の よ うな情 報 シス テ ムを導 入 す る か

を十 分考 え,企 業 内 の情 報 の流 れ を調 査 して,従 来 の組 織 及 び情 報処 理 の流

れ 等 を 改善 しその情 報 シス テ ムが導 入 しやす い合 理 的 な社 内体 制 を考 え て導

入す る こと が重 要 で あ る。 また,情 報 シ ステ ム を導 入 す る にあ た っては 事 前
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一
に デー タ収 集 方 法,導 入効 果,採 算 性 につ いて も十 分 検 討 を行 って お く必 要

が あ る。 これ らの検 討 事 項 は,図5-1に 示 す とteり で あ る。

本 調査 研 究 に おい ては,こ の よ うな観 点 に立 ち外 食 産業 の現状 を調 査 す る

とと もに,業 界 の代 表 者 で構 成 す る委 員 会 を設置 し,そ の委員 会 で情 報 シ ス

テ ム の基 本設 計 につい て十 分 検 討 を行 った。本 書 は,各 企 業 にお い て情 報 シ

ス テ ム を進 め る上 で大 い に参 考 とな る と思 わ れ る。

・社内の事務分析

・事務組織の改善

● 帳票の追跡調査

導 入 の

検 討 事 項

データ

収集方法

・ 現 場 の 教育

・ デ ー タの記 入 方法

デ ー タの活 用 方 法

・ デ ー タ収集 機 器

導入効果
・採算性

・ 作 業 効果

・ 管理 効果

イ メー ジ効果

・ 導入 前 後 の 費用

図5-1導 入 の 検 討 事 項

5.1.1社 内 体 制 の 検討

現 状 にお け る企業 内の情 報 の流 れ を調 査 し,情 報 を整 理す る必 要が あ る。

これ は 一般 的 に企 業 内 の情 報 は,重 複 した り,目 的 の な い もの が流 れた り,

不要 な ものが流 れ て い る ケー ス が 多 い ため こ れ らの情 報 を整 理 し社 内 の事

務 分 析 を行 い,重 複 して い る情 報 や不 必 要 な もの を取 り除 き,コ ンピ ュー

タに のせ るべ き情 報 の範 囲 を決 め てお くことが 必 要 で あ る。

そ の た め コ ン ピュー タ の導 入 に伴 う社 内 の意 識 作 りや 関 連部署 との協 力
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体 制 を堅 固 に す る こ とが必 要 であ り,場 合 に よ っては コ ン ピュー タ室 の新

設,他 部 署 と の統 廃合 等 の事務 組 織 の改 善 も考 え られ る。

こ の よ うに コン ピュ ー タ導 入 は,で き る だけ社 内 の事 務 の流 れ や組 織 を

合理 化 し,改 善 した 上 で検 討 しな けれ ば な ら ない。 不 合 理 な部 分 は,コ ン

ピュー タ導 入 以 前 の問 題 で あ り コン ピュー タそ の もの には社 内 を 合 理化 す

る力 は ない。

また,従 来 の事 務 の管 理 レベ ル を 無視 し てい きな り導 入す るこ とは,い

たず ら に混 乱 を招 くば か りでな くコ ン ピュー タ に振 り回 され る結 果 とな る。

従 って,自 社 の社 内体制 に おい て ど こ まで コ ン ピュ ー タ に行 わせ るこ と

が で き るか を導 入以 前 に正 確 に 把握 して お くことが肝 要 であ る。

これ らの現 状 を正 確 に把 握す る方 法 と して は,現 状 の事務手 続 きを分析

し,検 討を 行 うと同 時 に重 点 事項 に つい ては 帳票等 の追 跡 調査 を行 うこ と

な どが考 え られ る。

5.1.2デ ー タ収 集 方 法の 検討

企 業 経 営 に お いて コン ピュー タ を導 入 す る最 大 目的 は,コ ン ピ ュー タ か

らの出 力情 報 を有効 に活用 す る こ とにあ るが,そ の出 力情 報 を得 るた め に

は そ の基 とな るデー タ を正 確 に入 力 しなけ れ ば な らな い。 また,デ ー タ 発

生 の現 場 に お い て正 確 なデ ータ を記 入 しな け れば結 果 と して不正 確 な もの

とな って し ま う。 そ の た め,デ ー タ発生 の現 場 で使 用 す る帳票 や デ ー タを

収 集 す る方 法 及 びデ ー タ の信 頼 性 を高 め る方 策 等 を 導入 に先 だ っ て検 討 し

て お くこ とは 極 めて 重 要 な こ ととい え る。

日常 の作 業 に追 わ れ る現場 に対 し て,新 た に コン ピュ ー タ用の帳 票 に デ

ー タ を正確 に記 入 して もら うこ とは 非 常 に困難 な こ とで あ るが
,現 場 の人

たち に コ ン ピュー タ に対 す る理 解 を深 め て もらい,現 場 の協 力 を得 る よ う

な指 導 を段 階的 に しか も粘 り強 く継 続 して行 うこと に よ り必 ず実 現 で きる

もので あ る。
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導 入 以 前 に,こ れ らデー タ の収 集 方法 の検 討及 び改 善 を行 って お くと と

もに収 集 した デー タ を コ ン ピュー タ で処 理 した 後,そ の 出力情 報 をい か に

活用 す るか を 明確 に し てお くこ と も重 要 な要件 であ る。 この努 力 を 怠 る と

コ ン ピュー タ が必 要 とす るか ら,あ る いは コン ピュー タ の ため の新 た な し

か も面 倒 な作 業 を派 生 させ る だ け の道 具 とみ な され る結 果 とな るか らで あ

る。

5.1.3導 入 効果 と採 算性 の検 討

コ ン ピュ ー タ の導 入効 果 とそ の採 算 性 を予 め 検 討 して お くこ とは,コ ン

ピ ュー タ に対 す る過 剰 な期 待 感 を取 り除 き導 入 を正 し く評 価 す る上 で重 要

な こ とで あ る。

コ ン ピュー タ の もた らす効 果 と して は,一 般 的 に作 業 効 果,管 理 効 果,

イ メー ジ効 果 な どが 上 げ られ る。作 業 効 果 とは コン ピュー タ導 入 に よ り生

じる人 件 費 や事 務 経 費 の 削減 等 の 直接効 果 を 指 し,一 番期 待 感 の持 つ部 分

で あ るが,短 期 的 には 人員 削減 の効 果 を実 現 す る こ とは非 常 に難 し く将 来

の人員 の抑 制 に とどま る こ とが 多 い。 管 理 効果 とは コ ン ピュー タ導 入 に よ

る管理 の質 的 向 上,事 務 の 能率 向 上 な どの 間接 的効 果 を指 し,量 的,価 値

等 では 把握 しに くい が,予 測,判 断 の 迅速 化 ・最 適 化,事 務 の標準 化等 が

考 え られ る。 イ メー ジ効 果 とは 導 入 した こ とに ょ る企業 の イ メー ジ ア ップ

等 で あ り,管 理効 果 と同様 に計 数 的 には 把 握 す る こ とが難 し く,主 観 に左

右 され る部 分 が 多 い。

また,以 上述 べ た導 入効果 とは 逆 に導 入 時 に係 る費 用 を考慮 す る必 要 が

あ る。 費用 と して は,ソ フ トウ ェ ア費,機 械 の搬 入費,設 備費(電 源,空

調 工事 等),消 耗品,備 品 及 び移 行 作 業 に要 す る費用 等 が あ る。

次 に採 算 性 で あ るが これは コ ン ピュー タが 処 理 す る もの を 人手 で処 理 す

る場 合 の人数 で換算 し,こ の人 件 費 とコ ンピ ュー タ を運用 す る の に要 す る

費用 との比 較検 討 が で き れば 一番 合 理 的 か つ計 数 的 に検 討 で き るわ け で あ
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るが,こ の計 算 は どの レベ ル あ るいは どの範 囲迄 を 含 め て行 うか に よ って

大 幅 に くる って くる。 また,計 算 の基 準 とな る管 理 資料 の迅速 さ,質 的 効

果 を どの よ うに評 価 す るか に よ って も変 っ て くる。

従 って採 算 性 の検 討 にお いて は,い たず らに計 数的 評 価 を追 い求 め る よ

りは,具 体 的 な導 入効 果 を いか に判 断 す るかの 方 が よい。

一般 的 に コン ピュー タ の導入 に対 しては,と か く採 算 性 が問 題 に な りが

ち で あ るが,む しろ投 入費 用 と導 入効 果 の総 合 評価 に よ って適切 な判 断 を

下 した方 が よい。

5.2導 入 の 手1順

コ ン ピュー タを 導入 し有 効 に利 用 す るため には ,経 営 の トップ層 が あ る程

度 コ ン ピ ュ「 タ の知識 を持 ち,情 報 シス テ ムの概 要,具 体 的 な導 入 目的,適

用 業 務,予 算 及 び 出 力情 報 の決定 な どをすべ きで あ る。 また,コ ン ピ ュー タ

の専 任 の担 当 者 を決 め て導入 の企 画 か ら機 種 決定 まで の 能 力 を養 ってお く必

要 が あ る。

適 用 業 務

の 選 定

コンピュータ

導 入 形 態

の 検 討

標 準モ デル

シ ステ ムの

検 討

入 出力帳票
の 印 刷

導 入 機 種
の 決 定

図5-2シ ス テ ム の 導 入 手 順
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情 報 システ ムを 導 入 す る に あた っては,前 節 で述 べ た 社 内体 制,チ ー タ収

集 方法 及 び導 入効 果 と採 算性 につい て十 分検 討 を行 う必 要 が あ る。

一般 的 な シス テム の導 入手 順 は ,図5-2に 示 す とk・りで あ る。 この 導 入

手 順 は,各 企 業 の導 入 方 法 の違 い に よ り若 干 変 わ るケ ー ス もあ り得 る。

5.2.1適 用業 務 の 選 定

企 業 内で適 用 業 務 を選 定 す る場 合 は,導 入効 果,採 算 性 等 の検 討 を行 っ

た後 の導 入 目的 に 沿 って行 わ れ るべ きで あ る。 適 用 業 務 の選 定 に際 して は,

初 めは ど うして もあ れ も これ もや りた い と,つ い適 用 業 務 を拡 大 しが ち で

あ るが,最 初は 何 段 階 か に わ け て適宜,適 用 業 務 の 拡大 を図 って ゆ くこ と

が望 ま しい。 これは,一 度 にす べ ての 業務 を導 入 す る と,コ ン ピ ュー タ に

対 す る不 馴 れ,エ ラー 及 び障 害 時 の対 策 の不備 な どか ら コ ン ビさ一 夕室 や

現場 に 混乱 を きた す か ら であ る。

また,適 用 業 務 の処 理 内容 を 明確 に し,作 成 す べ き 出力帳 票 の 内容 とタ

イ ミン グを具体 的 に決 め る必 要 が あ る。 この適 用 業務 の処 理内 容 を検 討 す

るにあ た って は,本 調査 研 究 の標 準 モ デル の業 務処 理 内容 を参 考 に され た

いo

5.2.2コ ン ピ ュー タ導 入 形 態 の 検討

コ ン ピュー タ を情 報 処理 の道 具 とし て利用 す る こ とは,有 力 な手 段 で あ

るが,導 入 に際 し多額 の資 金 を必 要 とす るた め,企 業 に と って大 きな負 担

とな る こ とが 多 い。 特 に,高 度 で複 雑 な処理 を要 求 す る場 合 には,あ る程

度 の コ ン ピュー タ規 模 と性 能 を 有す る もので な けれ ば な らず よ り高価 な も

の にな る。

こ のた め,コ ン ピ ュー タ の導 入 に際 して は,処 理 す る デー タ量,処 理 サ

イ クル,処 理 時 間,運 用 資 金及 び将 来 構 想 等 を 考慮 して 自社 に最 適 な規 模,

導 入 形 態 等 を十 分 に検 討 しな け れば な らな い。
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コン ピュ・一ータを 自社 導 入 す る場 合 には,買 取 り と賃 借 と2つ の形 態 が あ

る。 買取 りには,一 括 支払 と ロー ンがあ る。 この場 合,将 来 の機 器 の取 り

替 えや シス テ ム拡 張 時 に対 応 しに くいカ㍉ 反 面 ハー ド・ソ フ ト費 用 を含 め

て減 価償却(耐 用 年数 は,6年 と定 め られ てい る)で きる メ リッ トが あ る。

次 に,賃 借 には レン タル と リー ス が あ る。 レ ンタル とは 機 器 の賃 借 契約

をメ ー カー と締結 す るもので,月 額 使 用 料 金 には 機器 の保 守 料 等 が含 まれ て

い る。

リー ス とは,機 器 の賃借 契 約 を メー カーか ら転売 された リー ス会 社 と締 結

す る も ので,拘 束期 間 には3年 又 は5年 が一 般 的 で あ り,月 額 使 用 料 金 に

は機 器 の保 守 料 が含 まれて い ない。 月額 の リー ス料 は,3年 リー ス の場 合

は平 均 月 当 た り買取 り価 格 の3.4%,5年 リー スで平 均 月 当 た り2.3%の

費用 を支払 うこ とに な る。 リース期 間満 了後 は,そ の額 が 一般 に1割 以下

にな るが,逆 に 途 中 で解 約 す る場 合 には,そ の残 り期 間 のペ ナ ル テ ィを支

払 うこ とに な る。 現在,注 目を浴 び て い る オ フ ィス ・コ ン ピュー タ の場 合,

リー ス に よる導 入 が大 半 を 占 めて い る。

コ ン ピュー タ は,技 術 革 新 の早 い ツー ル(道 具)で あ るた め,な るべ く

早 く償却 を して,で き るだ け資金 的 な ゆ と りをつ け て,次 の新 鋭 機 器 を 導

入 す る とい った 拡大 再 投 資 を行 うことが 考 え られ る。

5.2.3標 準 モ デ ル シス テ ム の検 討

本調 査研 究 では,シ ス テ ムの基 本構 想 に基 づ き標 準 モ デル を設 定 し,シ

ス テ ムの基本 設 計 を行 った もの で あ り,数 多 くの企 業 で利 用 で き る よ う汎

用 的 に設計 さ れ て い る。

従 って,自 社 に独 自の処 理 が あ る場 合 は につ い ては,自 社 の実 態 にあ わ

せ て処理 内容 を変 更 しな けれ ぱ な らない。

しか し,従 来 は 長 年 の経 験 と勘 に よ って判断 基 準 の あい まい な もの で も

うま く処理 して い た と して も,コ ン ピュー タ では 処 理 す るル ー ル が 決 ま っ
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てい な い ものは 処理 で き ない。 そ のた め,全 社 的 な立 場 で情 報 処 理作 業 の

見 直 し と標 準 化 を進 め る必 要 があ る。

標 準 モ デ ル シ ス テ ムは,こ れ らの問 題 を解決 す る ため の一助 と して作 成

され た もの で あ る。 そ こで,本 調査 研 究 の標 準 モデ ル シ ステ ムを 参照 す る

こ とに よ り,ソ フ トウ ェ ア開 発 の コス トの節 減,導 入準 備期 間 の短 縮,専

門技 術 者 の 不足 な どを補 うことが で き る。

5.2.4導 入 機 種 の決 定

コ ン ピュー タ の導 入 にあ た って は,何 よ り も導 入 の 目的 を 明確 に す る こ

とが 第1で あ る。 この導 入 目的 に沿 って導 入機 種 の選 定 を進 め る こ とが 大

切 であ る。

導 入 機種 を選 定 す る際,あ る特定 の メー カー の機 種 だ けを検 討 の対 象 と

して い る と,そ の メ ー カー の販 売機 種 の 都 合 で シ ス テ ムの機器 編 成 が決 め

られ る こ とが あ るた め,適 用 業務 に マ ッチ しな い機 種 や 不十 分 な機 器構 成

が導入 さ れ,他 機 種 な らば簡 単 に処理 で き る も のが,大 変 面 倒 なオペ レー

シ ョ ン(操 作)を 強 い られ る ことが あ る。 特 に,オ フ ィ ス ・コン ピ ュー タ

の場 合 ぽ,機 種 に よ っ て性 能が 著 し く異 な るた め,必 ず数 機種 を比 較検 討

してみ る こ とが必 要 で あ る。

最 近 では,売 り急 ぐデ ィー ラー が多 くな ってお り,機 種 を 決定 す るに 足

る知 識 を身 につ け,自 社 の将 来 の計画 まで も加 味 した 導入 機種 の決 定 を 自

社 内で で き る能 力 を養 って お くこ とが必 要 であ る。

5.2.5要 員 の 訓練

シス テ ム を運 用 す るには,運 用 責 任 者 と オペ レー タ(他 の業務 との兼任

で も可)が 必 要 であ る。運 用責 任 者 は,導 入検 討時 の担 当 者 が 引 き続 き そ

の責 任 者 とな るこ とが望 ま しい。 専 任 オ ペ レー タ の教 育 は,メ ー カ ー主 催

の講 習会 に 出席 させ るか,メ ー カ ー派 遣 の社 内 指 導 を 利 用 して育 成 す れ ば
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よい 。 また,専 任 オ ペ レー タは,万 一 の欠 勤等 に備 え て,他 の業 務 との 兼

任 で もよい の で補助 者 を 含 め て最 低2名 は 教 育 して お く方 が よい。

プ ロ グ ラマー に関 して は,自 社 で育成 して お くこ とが望 ま しい が,当 初

は メー カー あ るい は デ ィー ラー に委 託 し て も よい。 プ ロ グラ マー の 育成 は,

メー カ ー の講 習会 を 利 用 し て もよい が,半 年 か ら1年 のOJT(OntheJob

Traini㎎)が 必 要 で あ る。 プ ログ ラマー を 養成 して お くことに よ って,自

社 で プ ログ ラム を作 って情 報 シ ス テム の変 更 に柔 軟 に対 応 で き る よ うにな

る。

ま た,こ れ らの コン ピュー タ要 員 の 育成 と合 わせ て,現 場 の 実 務担 当者

に コン ピ ュー タ を正 し く理 解 し て も ら うこ とが重 要 な こ とで あ る。

5.2.6入 出 力帳 票 の 印刷

適 用業 務 の処理 内 容 を 明確 にす る ことに よ って,作 成 す べ き 出力帳 票 が

決 ま る。 出 力帳 票は,ア ウ トプ ッ トの 内 容,タ イ ミン グ等 を具 体 的 に決 め

る必 要 があ る。 また,出 力 形 式 につ いて も実際 に 出力 す る プ リンター の印

字 幅 や 印字 用 紙 の 制 約 な どか ら項 目数 が 限 ら れて くる の で十 分検 討 しなけ

れ ばな らな い。

入 力帳 票 につ い ては,現 場 の意 見 を聴 取'し,コ ー ド設 定,項 目の 内容,

タ イ ミン グ等 を具体 的 に決 め る必 要 が あ る。

印 刷 の必 要 な入 出 力帳 票 につい ては,シ ス テ ム テス トに間 に合 うよ うに

印刷 手 配 を 行 い,特 に入 力 帳票 につ い ては,現 場 でデ ー タ記 入 の訓練 等 を

行 うた め,で き るだ け早 く手 配 す る必 要 が あ る。

5.2.7プ ログ ラ ミング

利 用 企 業 では,第4章 の各 サ ブ シス テ ム の処理 概要 を参 考 に して処 理 内

容 を具 体的 に手 順 化 し,プ ログ ラ ミン グを行 えば よい。

自社 にプ ログ ラマー 要員 がい ない場 合は,プ ・グ ラ ムの作 成 を メー カ ー
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又 は デ ィー ラー へ全 面 的 に委 託 す る。 プ ログ ラマー 要 員 が い る場 合 は,メ

ー カー又 は デ ィー ラー の シ ステ ムエ ンジ ニ ア の指 導 を うけ な が ら 自社 で プ

ログ ラムを 開 発 す る。 また,メ ー カー の用意 し た既製 の プ ログ ラム を 利用

(パ ッケー ジ プ ロ グラ ム の利用)す る万法 もあ る。

一 般 的 に プ ログ ラム の開 発は;ユ ー ザー(利 用 者)側 で 行 うの が普 通 で

あ るが,オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ の ユ ー ザーでは,プ ログラマ ー要 員 の確保

が難 しい こ とか ら,現 状 で は プ ログ ラマ ー不 在 の ところが大 半 で あ る。

プ ログ ラ ミン グす る場 合 の処 理 プ ログ ラム言 語 としては,ア セ ン ブラ,

コボ ル,ジ ェネ レー タ ーな どが一 般 的 であ る。 最近 では,パ ター ン化 ジ ェ

ネ レー タ ー と呼 ばれ る簡 易 言 語 の普 及 が 目立 って い る。 これは プ ログ ラ ム

の条件 を パ ラメー タ(パ ター ン化 し た言 語)で 与 えれ ば簡 単 にプ ロ グラ ム

が作成 で きる の が特 徴 で あ る。 また,記 述 用紙 自体 が プ ロ グ ラム仕 様 書 と

な るメ リッ トもある。

5.2.8シ ステ ム ・テ ス ト

すべ て の プ ログ ラム の作 成 が完 了 し た時 点 で,種 々の デー タ を 入 力 し最

終 的 に出 力 され た結 果 が正 しい もの であ る かを総 合的 にチ ェ ック し,シ ス

テ ム全 体 の信 頼 度 ・効 率 度 を評 価 す る。

また,デ ー タ には 種 々の条 件 を もた せ,シ ステ ムがそ れ らすべ て の条 件

に正 確 に対応 で き る こと を確 認 す る。 この システ ム ・テス トは,シ ス テ ム

の本 稼 動 の前 に行 う もの で,コ ンピ ュー タ要員及 びデ ー タ作 成 者 の最 終 的

な 訓 練 の段階 で もあ る。

5.2.9移 行作 業

シ ス テ ム ・テス トが終 了 す る と,シ ス テ ムの本 稼動 に入 る。 この シ ス テ

ム ・テ ス トが ス ムー ズ にい って も本 稼動 にな る と思 うよ うに動 か な い場 合

が多 く,ト ラ ブル の発生 率 も高 くな る。 そ のた め,本 稼 動 に入 る前 にシ ス
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テ ムの 運 用 テ ス トを行 う必 要 が あ る。 その 方法 とし ては,現 状 の手 作 業 の

処 理 と導入 シス テ ム の処 理 を一 定 の期 間並 行 して同 時 処 理 を行 い,双 方 の

処 理結 果や プ ロセ ス を比 較 しな が ら導 入 シ ス テムを継続 的 にチ ェ ック して

い く方 法 であ る。

また別 な 方法 と して は,過 去 の資 料 か ら導入 シ ス テ ムに必 要 な デー タ を

一 括作 成 し ,コ ン ピ ュー タ処 理 を行 い,双 方 の結 果 を照 合 して導 入 シ ステ

ム をチ ェ ックす る方 法 で あ る。

この 段階 で は,全 社 的 に各 関 連部 署 の協 力体 制 が 強 く望 まれ,一 致 協 力

の もと で この 時期 を 乗 り切 らね ば な らな い。

移 行 作 業 に係 る準 備 が不 足 の場 合は,思 い きって移 行 日を延 期 す る こと

が必 要 であ り,準 備 不 足 の と ころ で急 い で移行 して も,手 作 業 に よる シ ス

テ ムと導 入 シス テ ム と の共 存 に よ る混 乱が生 じる ことが 多 い。

特 に,新 マ ス ター フ ァイルへ の デー タ入 力 には かな りの時 間 を 費 やす も

の で あ り,こ の時 間 を十 分 にみて お くこ とが必 要 で あ る。

5.2.10実 施

移 行 後 の運 用 は,コ ン ピュー タ の稼 動 開 始直 後 か ら,予 め用 意 した運 用

マ ニ ュアル に よ って 実施 し,オ ペ レー ター の異 動 に対 して備 え てお く必 要

が あ る。 また,オ ペ レー タ ー には毎 日の作 業 日報 を作 らせ,コ ン ピ ュー タ

の稼 動 時間,概 略 の デー タ量,及 び コ ン ピュー タ の故 障 状 況 等 を記 入 して

お くこ とが必要 であ る。

運 用 の担 当 責 任 者 は,オ ペ レー ター の作 業 負荷 を平 準 化 す る よ うに,2

～3ケ 月 間 は原 始 入 力情 報,出 力情 報 の計 画 を週 又は 月 ご とに作 成 し てお

き,コ ンピ ュー タを導 入 して も残 業 を し てい る と い った こ とのな い よ う管

理 す る ことが 大 切 であ る。
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5.3コ ン ピ ュ ー タ 機 器 構 成

本 シス テ ムを運 用 す る上 で 必 要 な コ ン ピ ュー タ機 器構 成 は,図5-3に 示

す とお りで あ る。 図示 さ れ てい る機 器 構成 は,一 般 に オ フ ィス ・コ ン ピュー

タ と呼 ば れ てい る小 型 コ ンピ ュー タ の機 種 を想定 した もの であ る。

実 際 の機 器構 成 につ い ては,企 業 規 模(年 商,従 業 員,店 舗 数 な ど)や 処

理 す るデー タ量,処 理 方 式,処 理 サ イ クル,漢 字 出力 にす るか ど うか に よ り

異 な る。 あ る いは,POSシ ス テ ム との接 続 を考 え るか ど うか に よ って も大

き く違 って くる。

また,本 調 査 研 究 の標 準 モ デル シ ス テ ムだ け の利 用 か,あ るい は2～3年

後 のシ ス テ ムの拡 張 を前 提 と して考 え るか に よっ て も コ ンピ ュー タ規模 は変

って くる。

①

⑤

磁気ディスク装置
⑥

中央 処 理 装 置

256KB

印字装 置

125字/秒

図5-3コ ン ピ ュ ー タ 機 器 構 成
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図示 さ れ てい る中央 処 理 装 置 の記 憶 容量 は,256Kバ イ トで あ る。 外 部 記

憶 装置 と して64Mバ イ トの 固定 デ ィス ク装 置1台 と1Mバ イ トの フ ロ ッ ピ

ー デ ィス ク装 置1台 が 接続 され て い る。 また,シ リアル プ リンタ装 置 と ワー

ク ステー シ ョ ン(CRTデ ィ ス プ レイ とキ ー ボー ド)が2台 接 続 され て い る。

5.3.1各 装 置 の機 能

コ ン ピュー タ機器 構成 の各 装 置 の機 能 と性 能は,次 の とお りで あ る。

(1)中 央処 理装 置

中央処 理 装置 は,CPU(CentralProcessingUnit)と も呼 ば れ,

コ ン ピ ュー タの本 体 に あ た る もの であ る。 中央処 理 装 置は,記 憶 装 置,

演算 装 置,制 御装 置 か ら構 成 さ れ てい る。記 憶 装置 は,デ ー タや命 令 が

コン ピュー タに入 力 さ れた とき,必 要 に応 じてい つ で も取 り出 せ るよ う

な状 態 に して お く装 置 で あ る。 演算 装 置 は,デ ー タ の 四 則演 算 や 大小 比

較 を高 速 に処 理 す る装 置 であ る。

制 御 装 置 は,記 憶 装 置 に登録 した命 令 を定 まった 順 序 で取 り出 し こ れ

を解 読 し,そ の結 果 に応 じて各 装置 に対 して必要 な命 令 を与 え る装 置 で

あ る。 ま た,制 御 装 置 の動 作 と並 行 して 周 辺装 置 を 動作 させ,入 出 力 デ

ー タの転 送 を高 速 で行 う装 置 と してチ ャネル 装置 が あ る。'

一般 的 に記 憶容 量(メ モ リー)の 大 きい ものほ ど コ ン ピュー タ規 模 が

大 き くな り,高 度 な機 能 を発揮 す る。

(2)CRT表 示 装置

ブ ラウ ン管式 の デ ィス プ レイ は,CRTデ ィス プ レイ と呼 ば れ て お り,

テ レ ビの ブ ラウ ン管 の よ うな画 面 に文 字 表示 が で き るも の で あ る。 画 面

に表 示 で き る文 字 数 は,600～2,000字 程 度 が 出力 で き る。

表 示 装 置 は,入 力 デー タ の確 認,処 理 結 果 の表 示,問 合 せ処 理 な ど に

使用 で き,対 話 型 の オ ペ レー シ ョンが可 能 で あ る。
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(3}キ ー ボー ド装 置

キー ボー ドは,英 数字,カ ナ,特 殊記 号 な どで構 成 して お り,さ らに

数 値 デー タ入 力専 用 の テ ンキー 装置 が設 け ら れ てい る。 キー ボー ド装 置

は,コ ン ピ ュー タ を稼 動 させ る のに必 要 な情 報 の入 力,各 種 デー タ の入

力 を行 う装 置 で あ り,入 力内容 はCRT表 示 装 置 に表 示 さ れ る。 各 種 デ

ー タを直 接 入 力 して処 理 す るのは ,オ フ ィス ・コ ンピ ュー タ の特 徴 で あ

る。

通 常 の タイ プラ イ ター 形式 の もの と,コ ー ドを使 用 しない ワンタ ッチ

で入 力す る ブ ック形式 あ るいは パ ネ ル形 式(キ ーマ ッ ト,セ ンサ ーパ ネ

ル等 の呼 び名 があ る)の もの とが あ る。

(4)印 字 装 置

処 理 結 果 を帳票 等 に印 字 す る 出力 装置 で あ る。 この 装 置 には,1文 字

つ つ 印字 す るシ リアル プ リ ンタ ー(SPと も呼 ぶ)と,行 単 位 で印字 す

るラ イ ン プ リンタ・一(LPと も呼ぶ)と が あ る。

印字 速 度 は,シ リアル プ リンター の場 合 は1秒 間 に30字 か ら200

字 程 度,ラ イ ンプ リンタ ー の場 合 は1分 間 に300行 か ら800行 程 度

で あ る。 出力 帳 票 に出 力す る量 が 多量 に な る場 合 は,ラ イ ンプ リンター

の方 が 有 効 で あ る。

㈲ フ ロ ッ ピー デ ィ スク装 置

フ ロ ッピー デ ィ ス クは,8イ ンチ(20.3cm)平 方 の ジ ャ ケ ッ トに 入

った ソ ノ シー トの よ うな もの であ る。 シ ス テム の稼 動 に必 要 な プ ログ ラ

ムや デ ー タ の記 録 及び 読 み 出 しな どがで き る装 置 で あ り,1枚 の記 憶 容

量 は,約250Kバ イ トであ る。 最 近 は,両 面 使 用 や倍 の記 録 密 度 に よ り,

500Kバ イ トない し1Mバ イ トのフ ロ ッ ピー デ ィス クが あ る。 フ ロ ッピ

ー デ ィス クは,記 憶容 量 の わ りに安 価 で,小 型,軽 量 で取扱 いや 保管 に

便 利 で あ る。
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(6)磁 気 デ ィス ク装 置

中 央処 理 装 置 の記 憶 装 置 を補 う役 割 を もつ もの で,補 助記 憶 装置 と呼

ば れ てい る。 磁 気 デ ィ スク は,円 筒体 を輪 切 りに した 円盤 であ り,こ の

円盤 は普 通 の レ コー ド盤 に よ く似 て い る。 この磁 気 デ ィス ク にデー タ を

記 録 した り,記 録 した デー タ を読み 出 し た りす る もの で,フ ロ ッピー デ

ィス ク に比 較 す ると大容 量 であ り,読 み書 きが 高速 であ る。 な ま㍉ 磁気

デ ィスク 装 置 には,固 定 式 とカー ト リッジ式 が あ り,前 者 は磁 気 デ ィ ス

ク を取 りは ず し交換 で き な い もの で あ り,後 者 は フ ロ ッピー デ ィスク の

よ うに取 りは ず し が可能 な もの で あ る。

5.3.2費 用

コ ン ピュー タの 導 入 費用 や運用 費は,個 々 の企 業 に よ って条 件 が異 な り,

一 概 に い うこ とがで きない。一 つ の 目安 とし て,想 定 した機 器構 成 の コ ン

ビ=.-Stを5年 リー スで賃 借 りした場 合 の費用 の一 例を 示 す と,表5-1

の よ う にな る。

表5-1一 時費 用 と維持 費 の例

費 用 項 目 費用(千円) 備 考

一

時

費

用

リース 料 前 払金(3ケ 月分) 900 騎 竺 羅 難 詰 ㌍ あり・58～60ケ 月日

機械の搬入設置料 250 碧 羅 耀 講 難 竪 ㍑ り異なる・マニ

消耗 品(フ ロッピーディスク他) 150 取 り扱 うデ ー タ量 によ り異 な る。

備 品(キ ャビネッ ト,棚 など) 100 代替の備品があれば必要はない。

設備改善(電 源,空 調工事) 300
通 常 の単 相100V(20A)の 電 源 と冷 房装 置 の あ
る事務 所 で あれ ば特 に必 要 は な い。

合 計 1,700

維

持

費

用

リ ー ス 料 300 金融 情 勢 に よっ て異 な るが,契 約後 の変 更 は な い。

保 守 料 75 保 証 期 間後,半 年 ない し1年 を過 ぎて か らか か る。

消耗品(印 刷用紙他) 30 取 り扱 うデ ー タ量 に よ り異 な る。

電 気 使 用 料 10 1日5時 間 で25日 稼動 した場 合

合 計 415
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(1)導 入時 の一 時 費用

オ フ ィ ス ・コ ンピ ュー タを導 入 す る場 合,そ の支 払 方 法 は3年 あ るい

は5年 の リー ス契 約 が一 般的 で あ り,そ の料 率 は リー ス期 間 と前 払 金 の

多寡,契 約時 の金 融情 勢 な ど に よ り異 な るが,3年 リー ス の場 合,1ケ

月 の使 用 料 は 買取 価 格 の3.3～3.5%,5年 リー スの場 合 には,2.3～2.5

%程 度 で あ る。

リー ス料 の前払 金 は,リ ー ス 契 約 の期 間 に応 じて月 額料 金 の1～3ケ

月 分が 必要 であ り,こ れは リー ス最 終 期 の リー ス料 金 に充 当 され る。

オ フ ィ ス ・コ ンピ ュー タの 設 置 には,大 が か りな工 事 は 必 要 としな い

が,若 干 の電源 工 事,空 調 工 事 を必要 とす る場 合 が多 く,場 合 に よって

は さ らに騒 音 防止 や 環境 整 備 の た め の間 仕切 りや耐震 工 事 を必 要 とす る

ケー ス もあ る。

ま た,オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ の搬 入 設 置料 は,そ の据 付 け場 所 や機

器 構 成 に よ って は かな りの費用 とな る。

導 入時 の備 品 ・消 耗 品 の購 入 費 とし ては,フ ロ ッ ピーデ ィス クや カー

ト リッジ式 磁 気 デ ィス ク の保 管 キ ャ ビネ ッ ト,用 紙類 の保 管 棚 や 台,運

搬 用 具 等 が必 要 のほ か,フ ロ ッ ピー デ ィス ク,カ ー トリッジ式 磁 気 デ ィ

ス ク及 び用 紙 類 に つい て予 め一 定 量 を用意 して お く必 要 があ る。

以 上 は ハー ドウ ェ ア関 係 の 導 入 時 の費 用 で あ る が,こ の他 に ソ フ トウ

ェ ア関係 の費 用 が 必 要 で あ る。 最 近 は,こ の ソ フ トウ ェ ア関 係 費 用 の方

が,総 費 用 に占め る割 合 が 大 き くな って い る。

ソ フ トウェ ア関係 費用 の うち,利 用 者 が必 要 とす る適 用 業務 の処 理 プ

ログ ラム の 開発費 用 として 自社 開発 の場 合 は,プ ・グ ラマー の 人件 費,

教 育 費,デ ィ、一 ラー か らのシ ス テ ムエ ン ジ ニア(SEと も呼 ぶ)あ るい

は プ ロ グラマー の指 導 料 ・派 遣 料 な どが必 要 で あ る。

一 方 ,プ ログラ ム開発 等 を外 部 に委託 す る ときは,シ ス テ ム設 計 料,

プ ログ ラ ム作 成 料 な どの費 用 を支 払 う必 要 が生 じる。 外 部 委 託 の場 合,
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費 用 の 見積 方法 と して は,時 間 当 た りの費用 で算 出す る場合,プ ログ ラ

ム1本 当 た りの金 額 で算 出す る場 合,作 成 す る 出力 帳 表 の数 か ら算 出 す

る場 合 な どが あ る。

時 間 当 た りの料 金 は,SEで1時 間当 た り10,000円 前 後,プ ログ ラ

マ ー で7,000円 前 後 であ る。 プ ログ ラム1本 当 た り,あ るい は作 成 す る

出力帳 表 の1表 当 た りは,そ の難 易 度 に もよ るが,約5～20万 円前 後

であ る。

② 運用 時 の維 持費 用

毎 月 の運 用 費 とし ては,前 述 した リー ス料 の他 に,保 守料,消 耗 品 費,

電 気 使 用料 等 があ る。

保守 料 は,月 払 い の場 合 は リー ス料 の 約20～25%に 相 当 し,年 額 の

場 合 は コ ン ビ,一 夕 の 買取 価 格 の5～6%程 度 であ る。 また、 場 合 に よ

って は導 入 当 初 の半 年 な い し1年 間 は無 料 であ る ケー ス もあ る。

消 耗 品費 と して は,印 刷用 紙,印 字用 リボ ン,清 掃 用 薬品 類 な どが必

要 なほ か,相 当 期 間 使用 した フ ロ ッ ピー デ ィス クに つい ては,買 換 え あ

るい は買 増 し も必 要 とな る。

5.4情 報 伝 達 の 手 段

最 近 の情 報 伝達 の手 段 と して は,画 像 を伝 送 す る フ ァク シ ミ リやPOSシ

ス テ ムに よるデ ー タ伝 送 な ど新 しい 情報 機 器 が 開発 され て お り,今 後 企業 内

の情 報 量 の増 加 に伴 い,情 報 の迅 速 化,正 確 化 を追 求 す るた め に も新 しい情

報 伝 達 方式 を検 討 す る 必 要 が あ る。

最 近 の外 食 産 業(特 に,積 極 的 な チ ェー ン展 開 を して きた フ ァ ミ リー レス

トラ ンや フ 。一 ス トフ ー ドな ど)で は,POSシ ステムへ の ニー ズ が高 ま り

つ つ あ る。 このPOSシ ス テ ムを 導 入す る こ とに よ り,商 品 手配 の 迅速 性,

客 回 転,販 売 の効 率 化 な どの効 果 が 期待 で き る。 また,人 事 管理 の面 で も時
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間 帯別 に,社 員,パ ー トタ イ マー の就 労状 況 が正 確 に把 握 で き るメ リッ トが

あ る。

この よ うな 新 しい情 報 機器 が急 速 に普 及 した背 景 には,コ ン ピ ュー タ技術

の 発達 に伴 い,コ ス トパ フ ォー マ ンス(価 格 対 性 能比)の 高 い情 報 機器 が 出

現 し,取 り扱 う情 報 も数 字情 報 か ら文字 情 報 そ し て さ らに画 像情 報 へ と確 実

に進 歩 してい る こ とが 要 因 とな ってい る。

こ こで は,コ ン ピュー タ,端 末装 置,テ レック ス,フ ァク シ ミ リの4つ に

つ い て説 明 を 行 う。

5.4.1コ ン ピ ュー タ

コ ン ピュー タは,一 般 的 に電 子 計算 機 とい う言 葉 で理 解 され てい る カ㍉

最 近 では マ イ ク ロ プ ロセ ッサ ー の性 能 向上 と価 格 の低 下 に よ ってい ろい ろ

な コン ピ ュー タ が出現 し てい る。

一 般 の商 店 で使 う電 子 キ ャ ッシ ュ ・レジ ス タ ー(ECR),電 子会 計 機

(テ ラー ズ ・マ シ ン と も呼 ぶ)な ど も コ ンピ ュー タ の機 能 を備 え て い る。

その ため コ ン ピュー タ の種 類 は,汎 用 コ ン ピュー タ,オ フ ィス ・コ ン ピ

ュー タ(オ フ コ ン と も呼 ぶ),ミ ニ コ ン ピュー タ(ミ ニ コ ン と も呼 ぶ),

パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ(パ ソ コン と も呼 ぶ),ECR,POSシ ス テ ム な

ど複 雑 多 岐 にわ た って い る のが現 状 で あ る。

これ は,マ イ ク ロ プ ロセ ッサ ー の 利用技 術 が進 歩 し,明 確 な定 義 が な さ

れな い ま ま新 しい情 報 機 器 が 開発 され た ため で あ る。

従 来,通 産 省 の定 義 で は,汎 用 電子 計 算 機 の規 模 を金 額 に よ って分 類

(超 小 型は1千 万 円未 満,小 型 は4千 万 円未 満,中 型は2億5千 万 円未 満,

大 型は2億5千 万 円以 上 と定義)さ れ てい るが,最 近 の オ フ ィス ・コ ン ピ

ュー タ の 高性 能 な ものは,小 型 の汎 用 コ ン ピュー タの性 能 に近 づ い てい る。

オ フ ィス ・コ ン ピュー タ は,従 来 か らあ った ミニ コ ン,電 子 会計機,超

小 型 コ ン ピ ュー タ,小 型 コン ピュー タ のそ れ ぞ れ の長 所 を研 究 し開発 され
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され た もの で あ る。

オ フ ィス ・コ ン ピュー タ の特徴 は,ユ ーザ ー は専 任 の プ ログ ラマー や オ

ペ レー ター が不 要 で,特 別 な設 備 や広 い スペ ー スを必 要 とせ ず,通 常 の オ

フ ィス 内 で気 軽 に使 用 で き,か つ だ れ で も使 うこ とが で き る ことで あ る。

買 い 取 り価 格 で5百 万 円 か ら2千 万 円未満 の ものが オ フ ィス ・コ ン ビ ュー一

夕 であ る。

オ フ ィス ・コ ン ピュー タの さ らに小 型 の もの と し て,デ ス ク ト ッ プ ・

コ ン ピ ュー タ,パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ,マ イ コン等 が あ る。

最 近 で は 出 力結果 を漢 字 で印 刷 で き る よ うにな り,コ ン ピュー タを単 に

電子 計 算 機 で あ ると理解 した時 代 とは比 べ もの にな らな くな った。

5.4.2端 末 装 置

従 来 の コ ンピ ュー タ利 用 が 集 中処 理 型 で あ った の に対 し,最 近 は分 散 処

理 型 であ る と言 わ れ るが,こ れ は ロー カル な仕 事 は そ こで まか され あ る程

度 処 理 し,そ れ を階 層 的 ネ ッ トワー クでつ な ぐ形 態 であ る。 その た め イ ン

テ リジェ ン,ト端 末機 あ る いは オ フ ィス ・コン ピュー タが 端 末装 置 と して利

用 され て い る。

イ ン テ リジェ ン ト端末 機 は,デ ー タの入 出 力,デ ー タ通 信,デ ー タ処 理

の 機 能 を持 った端 末 装 置 で あ る。 また,オ フ ィス ・コ ン ピュー タ も同 様 な

機 能 を 持 ってお り,あ る意味 では 端 末 装 置 として考 え られ る。.

そ の ため 端末 装置 とい って も実 に さ まざ まな種 類 があ るた め,各 種 の端

末 装 置 を体 系 的 に把 握 す る こ とは むず か しい。

一 般 的 に端 末 装 置 の分類 法 とし ては,日 本 電子 工業 振 興協 会 に よる もの

が あ る。 そ れ に よる と,端 末 装 置 は通 信 回線 を介 し て主 と して コ ン ピュー

タ と接続 さ れ る装 置 の ことで あ り,汎 用 端末 装 置,複 合端 末 装置,専 用 端

末 装 置 に分 類 され て い る。.

す な わち,端 末 装 置 は人 間 とデー タ通信 との接 点 で あ り,コ ン ピュー タ
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の周 辺 装 置 が デー タ 伝 送回 線 とい う紐 付 きで コ ン ピュー タ室 か ら飛 び 出 し

て きた もの で あ る。

5.4.3テ レ ックス

テ レック スは,国 内,海 外 を問 わ ず幅 広 く利 用 されて お り,テ レ ック ス

の利 用 範 囲 は極 め て 高い。

テ レ ック スは,電 話 回線 を媒 体 と して,電 々公社 に よ り設 置 され る機 器

を用 い て通 信 を行 う もの で あ る。 機 器 は,テ レック ス本 体 の他 に付 属 装 置

と して ス プ ロケ ッ ト装置,自 動 ダ イ ヤ ル装置,付 属 電鈴 な どが あ る。

テ レッ クスは 操作 の 良 し悪 しに よ り,確 実 性,迅 速性 にか な り大 きな影

響 を 与 え る。 中小企 業 におい ては テ レ ック ス のた め に専 門 オ ペ レー タ を 雇

用す る こと が難 しい た め,他 の業 務 と兼 任 とい う形 で オペ レー タ を 養成 し

て い るのが 現 状 で あ る。

特 徴 と しては,次 の よ うな こ とが あ げ られ る。

① す べ て寛 々公社 が 設備 し,保 守 す る方 式 を と って い る。

② 国内は もち ろ ん国 際利 用登 録 を す る こ とに よ り外 国 と も通信 で き る。

③ コ ンピュー タ の端 末 装置 と し て利 用 で きる。

④ 通信 内 容 が記 録 され るほ か,双 方 の企業 名 も同 時 に記 録 さ れ る。

⑤ 接 続 され れば 自動 的 に起動 す る の で,相 手 が不在 で も通信 で きる。

⑥ 出荷 指 示 書,伝 票 等 の送受 信 が で き,し か も3～4枚 の複 写 が 同時va

で き る。

⑦ 必 要 に よ り紙 テー プを媒 体 と して 送受 信 で き る。

⑧ 金 融機 関 の振込 入 金 通 知 サー ビスを 利用 で きる。

これ らの特 徴 を生 か してい ろ い ろな 利 用 方法 が考 え られ る。 例 え ば,各

店 舗 で 発生 した注文伝票 を紙 テー プを媒体 にして本部 に送信 し本部 では受信 し た

紙 テー プ を 自動 タ イ プ ライ タ に読 み とら せ て必要 枚 数 の伝 票 を作 成 す る と

か,あ るいは 店舗 か ら送 信 され て きた紙 テー プを コ ン ピュー タ に直 接入 力
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し,コ ン ピュー タ に よ って伝 票作 成,各 種 統 計 資料 の作 成 を行 うな どの方

法 が あ る。

また,店 舗 で の伝 票 発 生 件数 が そ れほ ど多 くな い場 合 は,各 店 舗 の テ レ

ック ス と本 部 の コ ン ピ ュー タ とを オ ンライ ンで接続 し,各 店 舗 の テ レ ック

ス か ら コン ビュー タ へ 直 接伝 票 入 力す る こ ともで き る。

5.4.4フ ァク シ ミ リ

フ ァク シ ミ リは,遠 隔操 作 複 写 機 と呼 ば れ て い る よ うに離 れた 場 所 ヘ コ

ピー を送 る装 置 で あ る。 コ ピー を取 る とい う意 味 では 複 写 機 と共通 の性 格

を 有す る反 面遠 隔 操 作 とい う特質 に相 違 点 を持 って い る。

現 在 稼 動 して い る フ ァクシ ミ リの 殆 どは ポ イ ン ト ・ツご ・ポイ ン トの通

信 であ る。 それ も電 話 や テ レックス あ るい は郵 便 な どの代 替 通 信 の手段 と

し ての使 わ れ方 で あ る。 しか し,フ ァク シ ミ リの普 及 と と もに フ ァクシ ミ

リの特 長 を いか した 利 用が 最 近急 速 に増 えつ つ あ る。

す なわ ち,従 来 の代替 手 段 か らフ ァクシ ミ リ特 有 の 通信 シス テ ム,更 に

コ ンピ ュー タ の入 出 力機 器,あ るいは ま った く新 しい 画 像 シ ス テ ム な どへ

大 き く発展 して い る。

コ ン ピュー タの 入 力分 野 で現 在 広 く使 わ れ てい る方 法 は,全 国各 地 の 営

業 所 や 店舗 か ら売 上 や在 庫 の 日報 を本 部 の コ ン ピュー タ室 へ 送 らせ,こ れ

を 原始 デー タ と して扱 い,キ ー パ ンチ な どの入 力作 業 が終 了後,コ ン ピュ

ー タ に集 中 して入 力す る方法 であ る。 この万 法 は,フ ァ ク シ ミ リで送 られ

て きた情 報 が その ま ま コ ン ピ ュー タ に入 力 され る わけ で な い た め,原 始 デ

ー タが正 し くと もパ ンチ ミスや キー イ ン ミスに よる誤 りが 発 生 す る こ とは

否 定 で きな い。

コ ン ピュー タ の 出 力分 野 で最 も多い 利用 方法 は,コ ン ピ ュー タ か らの 出

力結 果 の一 部 を再 び 各 地 の 営 業所 や店舗 にフ ィー ドバ ックす る方 法 であ る。

大 き なサ イ ズ の電 送 が で きな い場 合は,複 写 機 で縮小 コ ピー して フ ァク シ
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ミ リ電 送 してい る ケー ス もあ る。

また,電 送 され て きた原 稿 では 大 きす ぎて フ ァイ リン グな どに不 便 な た

め,受 信 側 フ ァク シ ミ リで縮 小 受 信 す る機 能 を持 つ フ ァク シ ミ リも開発 さ

れ て い る。

フ ァク シ ミ リを端 末 装置 と地 図 デー タな どを コ ン ピュー タに 直接 入 力 し,

コン ピ ュー タ 内 の情 報 を重 ね て画 像 処理 を 施 して,処 理 後 フ ァク シ ミ リ端

末 よ り出 力 デー タ と し て取 り出 す よ うな研 究 開発 も進 め ら れ てい る。

フ ァク シ ミ リの 電 送 速度 は,一 般 的 に6分,3分,1分 に大別 され て い

るが,最 近 では1分 以 内 で電送 で き る高 速 機 も 出て きて い る。費 用 と して

は,導 入 当 初 の装 置 の価 格 の他 に,利 用 の都 度,回 線 費,消 耗 品 費 な どが

必 要 とな る。

回線 費 は,専 用 回線 と加 入電話 回 線 とでは 算 出方 法 が異 な る。 そ のた め

には,1通 あ た りの コス トを試 算 し て最 適 な速 度,価 格 の もの を選 び,使

用 目的 に あ った 機器 を選 択す るこ とが望 ま しい。

5.5シ ス テ ム 化 後 の 業 務 の 流 れ

3.1で 設定 した標 準 モ デル に おい て,本 シ ス テ ム を導入 した場 合 の各業 務

の 流 れ につ い て以下 に述 べ る。

な お,各 管 理業 務 の 分 析図 で 使 用 す る記 号につ い ては,図3-2を 参 照 の

こ と。

(1)売 上 管 理 お よび 売 上 統計 管理 業 務

売 上 管理 業 務 には,販 売 時 の処 理 と して,売 上伝 票 の作 成,領 収書 の発

行 等 の業 務 が あ り,閉 店 時 の処理 と して,営 業 日報 の作 成,売 上 伝 票 お よ

び営 業 日報 の本 部 へ の 送付 等 の業 務 が あ る。 、

また,売 上 統計 管 理 業務 には,日 次 処理 と して店 別 売 上 日計 表 の作 成,

通 釈処 理 と して 店 別 品 目別 週 間売 上 統 計表 の作 成,月 次 処 理 と して店 別 品
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日別 月 間 売.上統 計 表 お よび 月 間店別 客数 一 覧表 の作 成 業務 が あ る。 さ らに

期 な い し年次 の処 理 と して パ期(年)間 売 上 高推 移 表 の作 成業 務 が あ る。

な お,売 上管 理 業 務 の販 売 時 の業 務 の 流 れ にっ い ては,シ ス テ ム化以 前

と同 様 で あ るの で,業 務分 析 図 では省 略 した。

業 務

閉

店

時

の

業

務

日

計

業

務

週

間

統

計

業

務

月

間

統

計

業

務

期

(年

)

間

統

計

業

務

処理
サイクル

日

次

処

理

日

次

処

理

一

.週

次

処

理

月

次

処

理

期

(
年
)
次

処

理

店 舗

売 上 伝 票 営 業 日報

売上伝票を集計 しO
作成

本 部
ンヒ三一

タ部 門

一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー 一 寸 一 一

②

店 別 売上
日計表

①

①
鍔

別
間
計

店
週
統

②

⑥
㏄

③⑤

④ 間店別客数 表

③竃鰹 別

④⑥

・⑦

⑦

⑧

響轟豊
岡

⑧

図5-4売 上管 理 お よび売 上 統計 管 理.業務分 析 図
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② 売掛 金管理業 務

売掛金管理業務 には,各 得 意先 の縞 目,の処理 として,請 求書 お よび管理

資料 の作成 と請 求書 の発行,入 金時 の処理 として,入 金伝票又 は入 金メモ

の作成 と領収書 の発行等 の業務 があ る。

業 務

売
掛
売
上
仕
訳
業
務

請

求

業

務

入

金

業

務

処 理
サイクル

日

次

処

理

各

得

意

先

の

縞

目
処

理

入

金

時

の

処

理

顧 客 店 舗

営 業 日報

本 部

(売上管理業務)

コン丘

タ部 門

①

____一_____」_

①

②

③

売掛明細表

請求書発行
一覧表

〒

請 求 書

請 求 書

振込支払

1 ②③

入 金伝票

④

現金支払 ④

⑤
入 金 メ モ

領 収 書

振込 ▽

会計処理

④

○

⑥

5

営業日報

○

⑥

○

領 収 書

〒

図5-5売 掛金管理業務 分析図
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(3)仕 入管理業務

仕入管理業務 には,週 次処理 として,週 間発注計 画書 の作成業務 があ り,

日次処理 としては,各 店舗 お よび工場 からの発注量変更依頼 に基 づ く発 注

量決定 と,当 日発注原材料一覧表 に基づ く仕入業 者へ の発注業務 がある。

また,納 品時の処理 としては,各 店舗 および工場 におけ る検収業務 と,仕

入実績 および買掛 実績 を把握 す るため の納品書 回収業務が ある。

業 務

発

注

業

務

納

品

に

伴

う

業

務

処 理
サイクル

週

次

処

理

日

次

処

理

納

品

時

の

処

理

業 者 店 舗

店舗別週間発
注計画書

翌 日分の

発注量変更

工 場 本 部
ユ
タ部門

(工 場 用)

週開発注計
画書(舗 用)

工場用週間発
注計画書

翌日分の

発注量変更

1

食 材 きcト ー

蹴
一⊥ 一一_一_L.一 ー一_

納 品 書
工場用)

図5-6仕 入 管 理業 務 分析図
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一
(4)買 掛 金 管理業 務

買掛 金 管理 業 務 には,縞 目処理 と して,支 払 一 覧 表 の作 成 と,仕 入業 者

か ら の請 求 書 との照 合 業務,支 払 時 の処理 と して,支 払 一 覧表 へ の支 払 金

額 等 の記 入 と,仕 入 業 者 か らの領 収 書 との照 合 業務 が あ る。

業 務

支

払

準

備

業

務

支

払

実

施

業

務

処 理
イク

日

次

処

理

縞

目

処

理

支

払

時

の

処

理

仕 入 業 者

請 求 書

〒

本 部

各店舗および工場か ら回収(仕 入管理業務)

(店 舗用)

納 品 書

(工 場 用)

波
タ部門

______________________1__

⑨

② 買掛
明細表

・支払一覧 表

① 2

支払

領 収 書

〒

支払金額等
記入

買掛明細書

図5-7買 掛 金管理業務分析図
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⑤ 配 送管理 業務

配送管理業務 には,週 次処理 として,週 間配 送計 画書 の作 成業務 があ り,

日次 処理 としては,各 店舗 からの配送 量変更依頼 に基づ く配送量 の決定 と,

当 日配送指示 書 に基づ く配 送実施業務 がある。 また,配 送時 の処理 として

は,各 店舗 におけ る検収業務 と,配 送実績を把握するための納品 書の回収

業務 があ る。

週間配送計画
書(店舗肋

L_一 一一.-!

当 日配送指示
(店舗Bl

図5-8配 送 管理 業 務 分析 図
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(6)在 庫 管 理 業 務

在庫 管 理業 務 には,日 次 処 理 と して,各 管 理 業務 に よる原 材 料 お よび工

場 製 品 の 入 出庫 の状 況 を把 握 す る業 務 が あ り,週 次 処 理 と して,各 店 舗 お

よび工 場 に おけ る棚 卸 業 務 が あ る。 また,週 次 ない し月 次 の 処 理 とし て,

製 品 ・原 材 料在 庫 一 覧 表 の作 成 業務 が あ る。

業 務

(店
舗
)

入
出
庫
状
況
把
握
業
務

(
工
場
)

入
出
庫
状
況
把
握
業
務

棚

卸

業

務

(
店

舗

・

工

場

)

在

庫

一
覧

表
作

成
業
務

処理
サイクル

日

次

処

理

日

次

処

理

週

次

処

理

週
次
又
は
月
次
処
理

店 舗 工 場

日報

製品生産 日報

本 部
コン亀

部門

工場製品

納品書

一一一(「磁 極桑霧1-「

一 一 ー ー 一 一 ー ー ー ー 一 　 一 一 ー 一 一 ー 一 一 ー 一 一____ ______
δ
一 一

9

① 互 。,エム。、
棚卸入力原稿 一
(店舗別)

〉禰
1 1

へ

棚卸入力原稿
(店舗別)

棚卸を行い
原稿に記入

棚卸入力原稿
(工場用)

棚卸を行い
原稿に記入

一 一 『 『 一 一 『 『 一 一 『 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー ー 一 _________
」

一 一

9
1

1同(工 場用)

饗纏麟r－ 干

図5-9在 庫 管 理 業 務 分析 図
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(7)原 価管理業務

原価 管理業務 には,理 論 原価管理業 務 として,メ ニ ュー別原材 料構成 及

び標準原料費一覧表 と品 目別週(月)間 原料費 率表 の作成業務があ り,実

際原価管理業務 として,製 品原材料使用高分析表 と合計及 び部門別原料 費

分析表 の作成業務 があ る。

業 務

理

論

原

価

管

理

業

務

実

際

原

価

管

理

業

務

処 理
サイク

新
規
又
は
変
更
時
の
処
理

週

(
月

)

次

処

理

週'

(
月
)

次

処

理

店 舗

売上 伝 票

工 場 本 部
コンビニ

部門

品目別原材料
構 成 表

製品別原材料
構 成 表

ll

1
`

メニュー別原材
料構成及 び標

準堕 費一覧表

∀

(売 上 管理 業務)

工 品
科実棚報告書

1

品目矧
原料費率表

棚報告書

(在庫管理業務)

製品原材料使
用高分析表

V

1了
1

合計及び部門
別原料費分析

計

図5-10原 価管 理業 務分 析 図
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6. 模 擬 テ ス ト

6.1テ ス ト の 概 要

本 模擬テス トにおいては売 上 管 理 サ ブシス テ ム の うち 売上 伝 票 の入 力 か ら店

別 品 日別 月 間 売上 統計 表 を作 成 す る まで の一 連 の処 理 を対象 に した。

模 擬 テ ス トで使 用 した コ ン ビ=一 一タ シス テ ムは,第5章 の5.3コ ン ピ ュー

タ の機 器 構成 で述 べ て い る小 型 コ ン ピュー タ を想 定 して テ ス トを 行 った。

また 帳 票 の出 力 に あ た っては 漢字 プ リンター を使用 した。 これ は最 近 の小

型 コン ピ ュー タ シス テ ム にお い て も漢 字 プ リンター を使 用 す る こ とが 多 くな

っ て き て い るた め であ る。

テ ス トデー タは実 際 の店舗 で 発生 した もの でな く,一 応 妥 当 性 を持 つ デ ー

タ を作 成 し,模 擬 テ ス トに使 用 した。

プ ロ グ ラム に使用 した言語 は汎 用 言 語 のCOBOLを 使 用 した。

処 理 シ ス テ ム の流 れ は,図6-1シ ステム ・フ ローチ ャー トに示 す と1!'り で

あ る。 また今 回テ ス トを行 った 処理 の ブ ロ ック ・プ ロ,一チ ャ ー トは,図6-

2,図6-3に 示 す と お りで あ る。

フ ロー チ ャー トで 使 用す る記 号 の意 味 は次 の とお りで あ る。

記 号 意 味 記 号 意 味

デ ィ ス プ レ イ 装 置 付 の

キ ー ボ ー ドか ら デ ー タ

を 表 示 あ る い は イ ン プ

ッ トす る と と

口
)

磁 気 デ ィス ク装置 を取 扱 う

各 ブ ロ ッ ク の 処 理 内 容

と ブ ロ ック 名(プ ロ グ

ラ ム 名)を 示 す 。 口 帳表 を 出 力 す る。

FOOD× ×

9,
フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク装

置 を取 扱 う

,一 一 、

溺、'一 一

点 線 の フ ァ イ ル は設 計 の み で

実 際 に は 作 成 して い な い
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シ ス テ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

瀬
、 一 一 ン

麗甥號

票

レノ

伝

イ

上

万

売

売上 伝 票

入 力

Fミ)
1羅当

ノ

蔭_ノ う
lN.一....11

店 別 品 日別1売 掛 当 日1

売 上 日 計1フ ァ イ ル1
プ アイル ノ

祉瑠
別
タ
憂

目

一

品
デ

・

別
間

店
月
加

虐別品日別月間

上統計表の作成

店別品日別月間

売 上 統 計 表

処 理 名

FOODIO

FOOD20

FOOD30

FOOD40

処 理 内 容

1.デ ィス プ レ イ装 置 か らの 入 力 項

目 を フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 出 力 す

る 。

カ ー ドの 入 力 デ ー タを 読 み 入 力

項 目 の チ ェ ッ ク を 行 い正 し い デ ー

タを フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 出 力 す

る。(カ ー ド・リーダを使 用 す る場 合)

Lフ ァ イ ル 選 択 機 能

2.当 日分 デ ー タ の 集 計

3.店 別 品 日別 売 上 日計 フ ァ イ ル に

当 日 分 デ ー タ を追 加

4.拡 張 予 定 機 能

イ.売 掛 当 日 フ ァ イ ル の 作 成

ロ.店 別 売 上 日計 フ ァ イ ル へ の ト

ラ ン ザ ク シ ョ ン の 追 加

1.店 別 品 日別 売 上 日計 フ ァ イ ル の

1ケ 月 分 の デ ー タ を 参 照 す る。

2.上 記 デ ー タ を 累 計 し1ケ 月 分 の

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン デ ー タ を 作 成 す

る。

3.店 別 品 日 別 売 上 月 別 年 間 フ ァ イ

ル に 上 記 ト ラ ン ザ ク シ ョン デ ー タ

を追 加 す る。

1・ 処理 選択 機 能

2・ 店 別 品 日別 月 間売 上 統 計表 の 出

力

イ.品 目 コー ド順

ロ.売 上 高構 成 比 順

図6-1シ ス テ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト
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処 理 名

FOOD20

処 理 内 容

売 上 伝 票 フ ァイル を入 力 し,こ れ を トランザク ション と し て店 別 品 日別 売 上 日計

ファイル,店 別 売 上 日計 フ ァイル に データ を追 加 し,売 掛 当 日 フ ァイル を作 成 す る。

ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ト

ソート'キ

プアイル

翻

f:こ=t)

ノ

日

ル

一
当

イ

、
掛

ア

人

死

フ

店別仕 訳 日計
フ ァイル

ソー ト・

ワーク

∋
副

ク

竃

乏

トづ
」

店 別品 日別 店 別売上
売上 日計 ファイル 日計 ファイル

プ ログ ラム名

FOOD21

FOOD22

処 理 内 容

1.デ ィ ス プ レ イ装 置 か ら キ ー イ ン し て 入

力 媒 体 を 選 択 す る。

2.デ ィ ス プ レ イ 装 置 か らキ ー イ ン し て処

理 要 領 を 選 択 す る。

「A」:売 掛 当 日 フ ァ イルに 関 す る処 理

「B」:店 別 品 日別 売 上 日計 フ ァイルに 関 す る

処 理

「C」:店 別 売上 日計 フ ァ イルに 関 す る処 理

3.2項 の 指 示 に よ リ ソ ー トフ ィー ル ドに

キ ー を セ ッ ト しデ ー タ を 付 け て ソ ー ト ・

キ ー 付 ワ ー ク フ ァ イ ル に 出 力 す る。

4.ソ ー5キ ー 付 ワ ー ク フ ァ イ ル を 入 力 し

ソ ー ト結 果 を 処 理 要 領 の 区 分 に 従 っ て 出

力 す る。

1.デ ィス プ レイ装 置 か ら前項 同様 に処 理

要 領の 区分 を キー イ ン する。

2.処 理 要領 の 区 分 に応 じて必要 ファ イル

の 入 ・出 力処 理 を実 施 する。

3.店 別 品 日別 売上 日計 フ ァ イルに 対 す る

トラ ンザ ク シ ョンの追 加 処理

① 店 舗 別.品 目別 の 売 上数量 ・金額 を

算 出す る。

② 店 舗 コ ー ド,品 目コ ー ドを キー と し

て,該 当 日の 売上,実 績 項 目の位 置 に

売 上数量 単 価 ・売 上 金額 の デ ー タを追

加 す る。

4.店 別 売 上 日計 ファ イルに 対 す る トラン

ザク ションの 追 加処 理(省 略)

5.売 掛当 日ファイルの作 成処理(省 略)

図6-2ブ ロ ッ ク ・フ ロ ー チ ャ ー ト(FOOD20)
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処 理 名

FOOD40

処 理 内 容

店 別 品 日別 売 上 月別 年間 フ ァイル を入 力 し,店 別 品 日別 月 間 売上 統 計表 を作 成

す る。

ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

「

ー

1

一

一

店 別品 日別

売上 月別年間
ファイル

売上統計 表の 作成

(品 目コー ド順)

店 男ll品目別
間売上統
表

該当月分
抽 出
ファイル

店 別品 目別
売上 月別年間
ファ イル

売上統計 表の作成

(ABC分 析)

店別品目別間売上統

ト
ク

ル

ニ

句

ソ
ワ
フ

プ ログ ラ ム名

FOOD41

FOOD42

処 理 内 容

1.店 別 品 日別 売 上 月別 年 間 フ ァイル を入

力 す る。

2.所 要項 目 を抽 出 ・編 集 し,店 別 品 日別

月 間 売上 統計 表 を作 成 す る。

1.店 別 品 日別 売 上 月別 年 間 フ ァ イルを 入

力 す る。

2.該 当月 分の データをワークファイルに抽 出

す る。

3.ABC分 析 を行 う。

① 売上 構成 比 順 に分 類 す る。

・ ② 売上 累 計 構成 比 を算 出す る。

4.所 要項 目 を分類 済 み フ ァイル か ら抽 出

・編 集 し,店 別 品 日別 月 間売 上統 計 表 を

出 力 す る。

図6-3ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト(FOOD40)
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・

6.2

(1)

(2)

テ ス ト 結 果

店別品 日別 月 間売 上 統 計 表(品 目 コー ド順)
店 別 品 日別 月 間 売 上 統 計 表

店名=芝 公田店 店;一 ド00157年3月 分

品 名 皐 価 売 上 高!売 上

1i
・ 前 月前 月

伸 率)売 上高
〔%)i(円)、

L
名 称 コー ド 畳縁年月 円 登録年月 (円)

L

構 成 比1

〔%1
!

A定食 0001 5501 550 5601

, 、

674,850iユ2.96+2.25660,000.、1

B走禽 ooo2 5501 500 5601 500,000 9.60

.
-L96 510.0001

天ぷら定食 ooo3 5501 550 5601 445,500 8.85 一4.ア1 467.5003

さしみ定食 ooo4 5501 600 5601 も61,400 8,861 今2.53. `50,000`

樽老天定食 OOO5 5501 'oo '60ユ 44・'。 。。}8・46`◆L38・35'。 。。1

天 童 』 0006 5501 600 5601
.

i132'OOOi2・53+ユ ・oo120'OOOl

盛合せ天ぷら 0007 550ユ 600 5601
:

93,600 L79 ◆4.ooigo,ooo

子供ランチ 1008 5601 500 5701 `20,500 8so7 ◆1.9`!"2,500・1

イ タ リ ア ン ユ009 560ユ 500 5701 `00,500 ?.68 ◆ユ.39

1
395,000

ミー トソ ース ユ010 5601 500 5701 349,000 6.70 一9.9ヨ ;52,500

オム,イ ス 10ユ1 560` 500 5701 347,000 6.66 ◎o.58 345,000

グラタンライス 10ユ2 5601 500 5701 261,500 5.02 ◆155 257,500

カ レ ニ ヲ イ ス 1013 5601 600 5.01 180,600 3.`6 '2.90 186,000

ポ ー ク ス テ ーキ 1014 5601 600 5701 ユ68,000 3.2ユ +7.69 156,000

ハ ン バ ー グ ステ ーヰ 1015 5601 600 5701 153,600 2.93 ◆2.40 150,000

ハムサンド ユ016 560ユ 450 5701 67,500 1.70 +3.45 65,250

野粟サンド 1017 5601 450 5701 54,000 Lo3 ◆`.35 51,750

ハヤシ,イ ス 1018 5601 450 5701 `O,500 o.77 ◆5.88 38,250

百萬'ラ ダ 1019 5601 `50 5701 16,000 0.31 ◆159 15,750

合計 ⊂コ 〔コ 〔 口 5207,050 100.oo ◆9.51 51'8,000

店別 品 日別月間 売上統計.表(AB
店 別品 目別 月間売上統計表

店名i芝公■店 店コード001

C分 析表)

(ABC分 析 表)

57年3月 分'

品 名 単 価 売 上 高

(円}

売 上
徽賠ヒ
1%}

累 積

周虞比
{%)

評 価

名 称 コー ド 登録年月 円 丑日年月

A定食 0001 5501 550 5601 674,850 12.96 12.96 A

B走禽 0002 5501 500 5601 500,000 9.60 2256 A

さしみ定食 OOO` ,501 600 5601 46レ400 8.86 31.42 A

天ぷら定食 OOO3 5501 sso 560ユ 445,500 8.85 40.27 A

禽老実定食 0005 550ユ 500 5601 4`ユ,ooo 8.46 48.74 A

子供ランチ ユ008 560ユ 500 570ユ 420,500 8.07 56.82 A

イ タIJア ン ユ009 5601 500 5701 400,500 7.68 6`.48 A

ミー トソー ス 10ユo 5601 ちoo 5701 349,000 6.70 71.18 A

オ ム ラ イス 10u 5601 500 5701 347,000 6.66 77.84 B

グうタンライス 1012 5601 500 5701 261,500 5.02 82.86 θ

カ レ ー ライ ス 1013 5601 600 5701 180,600 3.46 86・3618

ポ ー ク ステ ーキ ユ014 5601 600 570ユ 168,000 3.21 89.53 8

ハ ン バ ーグ ス テ ー キ 1015 560ユ 600 5701 ユ53,600 2.93 92.54 lB・

天 童 ooo6 ∬01 600 5601 132,000
.

2.53… 94,99B
.1

盛合せ天ぷら OOO7 55,116。 。
←

5601 93'6。 。i・ ・79;96・6gc

ハ ム サ ン ド 10ユ6 5601 450 5ア01
[

67,500`1・7096・69C
,

野菜サンド 1017 5601 450 5701 54,000 1・03198.92
.C1

ハ ヤ ン ラ イ ス 1018 5601 450 5701 40,500 O.77
!'99

.69CI `,

野菓サうダ ・ 1019 5601 450 5701 ユ6,000 o.31 ・。。.。。i・:

合計 〔 口 〔 〔 5207,050 100令OO:100-ooi-…

、
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1.入 力帳 票 一 覧表

帳票名 発行部門 発 行 時 期 処理サイクル 主 要 項 目
サ ブシス
テム名

売上伝票 各店舗 顧客から注文を受け
たとき

随 時 日付,容 赦,売 上 区 分,

時 間帯,品 目,数 量,

単価

売上管理

営業日報 各店舗 1日 の営業 ぷ終 了 し

た と き

日 次 店 舗 コー ド,日 付,曜 日,

天 候,科 目コー ド,金 額,

売掛 得意先 コ ー ド,売 掛

金額

売上管理

入金伝票 経理部門 得意先から本部へ売

掛金の支払いがあっ

たとき

随 時 日付,得 意 先 コ ー ド,入

金額,入 金 区分,銀 行 コ

ー ド,満 期 日

売掛金管
理

週間生産計

画書

生産管理

部門

向 こう1週 間の生産

計画が立案 決定し

たとき

週 次 週,工 場 コー ド,日 付,

製品 コー ド,生 産数 量,

形状 単 位

仕入管理

納 品 書 各仕入業
者

各店舗および工場へ

納品するとき

随 時 日付,伝 票番 号,店 舗 コ
ー ド

,業 者 コ ー ド,品 目

コ ー ド,数 量,単 位,単 価

仕入管理

発注変更書 各店舗お
よび工場

本部で作成された週

間発注計画の翌日分

について変更する時

日 次 週,日 付,店 舗(又 は工

場).コ ー ド,原 材料 コ ー

ド,変 更量

仕入管理

支払一覧表 経理部門 仕入業者へ買掛金の

支払いを行ったとき

縞 目 業者 コ ー ド,支 払 金 額,

支払 日,支 払区 分,銀 行

コ ー ド,満 期 日

買掛金管
理

納 品 書 工場の配

送部門

工場から各店舗へ製

品を配送するとき

日 次 日付,工 場 コ ー ト三 店 舗

コ ー ド,製 品 コ ー ド,数

量,単 位

配送管理

配送変更書 各店舗 本部で作成された週

間配送計画の翌日分

について変更する時

日 次 週,日 付,工 場 コ ー ド,

店 舗 コ ー ド,製 品 コ ー ド,

変 更 量

配送管理

店舗(工 場)各 店舗お

製品原材料

実棚報告書

よび工場
棚 卸 を行 った と き 週次又は

月次

年 月(又 は週),店 舗

(又 は工場)コ ー ド,製

品及 び原 材 料 コ ー ド,棚

卸 数量,単 位,使 用 不 能

数 量,単 位

在庫管理
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帳票名 発行部門 発 行 時 期 処 理サイクル 主 要 項 目
サブシス

テ ム名

工場原材料
使用量 日報

工 場 1日 の生 産 活動 が終

了 した と き

日 次 日付,原 材 料 コ ー ド,使

用 量 単 位

在庫管理

工場製品生

産日報

工 場 1日 の生 産 活動 が終

了 した と き

日 次 日付,製 品 コ ー ド,生 産

数量,単 位

在庫管理

品 目(メ ニ

ュ ー)別 原

材料構 成表

調理加工

管理部門

製 造 ・販 売 す る品 目

(メ ニ ュー)の 原 材

料 お よび製 品 の使用

量 構成 につ いて 登録

・修 正 ・削 除 す ると

き

運用開始

時および

更新時

日付,店 舗 コ ー ド,品 目

コ ー ド,売 価,原 材 料(

(又 は製 品)コ ー ド,調

理基 準 数量,調 理基 準 単

価,形 状 単位,形 状 単 価,

仕 入 単 位 仕入 単価

原価管理

製品別原材

料構成表

調理加工

管理部門

製造 ・配送する製品

の原材料使用量構成

について登録 ・修正
・削除するとき

運用開始

時および

更新時

日付,工 場 コ ー ド,製 品

コー ド,原 価,製 品 名,

原 材 料 コ ー ド,調 理基 準

数 量,調 理 基 準単 価,形

状単 位,形 状 単価,仕 入

単位,仕 入単 価

原価管理

カ レン ダ ー

登 録票

総務(企

画)部 門
年 初 め より1年 間

(53週 間)の カレ

ンダ ー を登 録 ・修 正

・削 除す ると き

年次およ
び更新時

年 月,日 付,祝 日,閉 店

日

運 用

売 掛 金マ ス

ター登 録 票

経理部門 各得意先にっいての

売掛情報を登録 ・修

正 ・削除するとき

運用開始

時お よび

更新時

得 意先 コ ー ド,得 意 先名,

得意 先 住 所,縞 目,前 期

繰 越 高,売 掛 明細

運 用

発注先管理
ファイル登

縣

各店舗お

よび工場

各店舗および工場 で

使用される原材料 ご

との発注先に関する

情報を登録 ・修正 ・

削除す るとき

運用開始

時および

更新時

店 舗(又 は工 場)コ ー ド,

原材 料 コー ド,仕 入 業者

コ ー ド,仕 入 業者 名,優

先 順 位 発 注 曜 日コ ー ド

運 用

買掛金 マス

ター登録 票

経理部門 各仕 入業 者 に つい て

の買 掛情 報 を 登録 ・

修 正 ・削除 す る と き

運用開始

時お よび

更新時

業 者 コ ー ド,業 者名,業

者 住 所,前 期 繰越 高,買

掛 明 細

運 用

店舗別(又

は工 場 用)

在 庫 マス タ
ー登 録 票

各店舗お

よび工場

各店舗および工場に
おける原材料 と製品

の在庫情報を登録 ・

修正 ・削除するとき

運用開始

時お よび

更新時

店 舗(又 は 工場)コ ー ド,

原 材料(又 は製 品)コ ー

ド,前 週(又 は月)棚 卸

高,当 週(又 は月)の 入

庫 高 ・出庫 高 ・棚卸 高 ・

使 用 不 能 高

運 用
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帳票名 発行部門 発 行 時 期 処理サイクル 主 要 項 目 サ ブシス

テム名

店舗名およ

び工場名登

録票

総務部門 各店舗および工場の

名称 住所等を登録
・修正 ・削除すると

き

運用開始

時お よび

更新時

店 舗(又 は工 場)コ ー ド,

店 舗(又 は 工場)名,店

舗(又 は 工場)住 所,部

門 コ ー ド,部 門 名

運 用
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2.出 力帳 表 一 覧 表

サブシス

テム名
帳表名 利用部門 利 用 目 的 出力サイクル 主 要 項 目

店別売上 日 売上管理 各店舗の売上成績を1 日 次 現金売上 ・売掛売上別 ・時

計表 部門およ 日単位に把握するため 間 帯別 の組 数,客 数,売 上

び財務省 高 と7日 間移動 指 数 に よ る

売 理部門 客数,売 上高

月間店別客 売上管理 各店舗の1カ 月間の客 月 次 日別 の天候,客 数,客 数 指

上 数一覧表 部門およ 数,売 上高等の推移を 数,売 上高,売 上 指 数 と各

び財務省 把握す るため 項 目の月間累計および平均,

理部門 前年比

管
期(年)間 売上管理 各店舗の数期(年)間 期次又は 期別又は年別の売上高,客

売上高推移 部 門およ の 客数 ・売 上高 ・客 単 年次 数,客 単価と各項目の前期

理 表 び財務省 価等の推移を把握する (年)比

理部門 た め

店別品日別 売上管理 各店舗の品目別の売上 週次又は 品 目別 の1週 間(又 は1カ

週(月)間 部門お よ 高,売 上構成此等を把 月次 月間)の 売上高,売 上構成

売上統計表 び各店舗 撮するため 比,前 週(又 は前 月)の 売

上高に対する伸び率

請 求 書 経理部門 各得意先に売掛金の請 各得意先 得意先名,前 期繰越額,今

求額を通知す るため の締 日 期利用額,今 期支払額,今

売 期請求額,請 求明細

掛
請求書発行 経理部門 各得意先 に対する請求 随 時 発 行 日,得 意 先 コ ー ド,得

金 一覧表 書の発行状況を把握す 意先名,請 求金額

管
るた め

理 領 収 書 経理部門 各得意先に売掛金の領 入 金 時 日付,得 意 先 名,領 収 金 額

収額を通知するため

得意先別 経理部門 各得意先の売掛状況を 随 時 得意 先 コ ー ド,得 意 先名,

売掛明細表 把握するため 売掛明細

店舗別(又 仕入管理 各店舗および工場のた 週 次 店 舗(又 ま工場)コ ー ト三 店舗

仕 は工場用) 部門およ めの 向 こ う1週 間 の発 (又 は工場)各 原材料 コー ド,

入 週間発注計 び各店舗 注計画を把握するため 原材料名,発注量 発注単位

管
画書 ・工場 形状数量 形状単位

業者別当日 仕入管理 各仕入業者に対す る翌 日 次 日付,業 者 コ ー ド,業 者 名,
理

発注原材料 部門 日分の発注量を把握す 納入店舗(又 は工場)名,
一覧表 るた め 発注 品 目,発 注量,発 注 単

位
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サブシス

テム名
帳表名 利用部門 利 用 目 的 出力サイクル 主 要 項 目

買
掛
金

管
理

支払 －r覧表 経理部門 締 日における各仕入業

者の買掛金残高を把握

するため

縞 目 日付,業 者 コー ド,業 者 各

買 掛金 額

仕入業者別
買掛明細表

経理部門 各仕入業者の買掛状況

を把握するため

随 時 業 者 コ ー ド,業 者 名,買 掛

明細

配

送

管

理

工場製品週

間配送計画
書

配送管理

部門お よ

び各店舗
・工場

各店舗のための向こう
1週間の製品配送計画

を把握するため

週 次 店 舗 コー ド,店 舗 名,工 場

コ ー ド,工 場 名,製 品 コ ー

ド,製 品 名,配 送 量,配 送

単 位 換算 量,形 状 単 位

工場製品当

日配送指示

書

配送管理

部門

・

工場に対する翌日分の

配送量を把握するため

日 次 日付,工 場 コ ー ド,工 場 名,

店 舗 コー ド,店 舗 名,製 品

コー ド,製 品名,配 送 量,

配 送 単位

在

庫

管

理

棚卸入力原

稿

各店舗お
よび工場

各店舗および工場にお

ける棚卸の際に記入用

原稿として使用するた
め

週次又は

月 次

店 舗(又 は工 場)コ ー ド,

店 舗(又 は工 場)名,年 月

(又は週),製 品 お よび 原 材

料 コ ー ド,製 品 お よび 原材

料 名,入 庫 量 出庫 量

店別(又 は

工場別)製

品・原材料

在庫一覧表

在庫管理

部門

棚卸に基づく各店舗お

よび工場の在庫量を把

握するため

随 時 店 舗(又 は工 場)コ ー ド,

店 舗(又 は工場)名,年 月

(又 は週),製 品お よび原

材 料 コ ー ド,製 品 お よび原

材 料名,標 準 単 価,前 週

(又 は月)棚 卸 高,当 週

(又 は月)入 庫 高 ・出 庫 高

・棚 卸高 ・使用 不能 高

原

価

管

理

メニュー別

原材料構成

および標準

原料費一覧

表

原価管理

部門およ

び調理加

工管理部

門

各メニューの原材料構

成 と標準原料費を把握

するため

●

運用開始

時お よび

変更時

店 舗 コ ー ド,店 舗 名,品 目

コー ド,品 目名,売 価,原

料 費,粗 利益,原 料 貴 宅

原材 料 コ ー ド,原 材 料 名,

調 理 基準 量,調 理 単 価,形

状単 価,仕 入単 価
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サブシス

テ ム名 帳表名 矛1囲部 門 利 用 目 的 出力サイクル 主 要 項 目

品目別週 原価管理 各 メニ ュ ーの1週 間又 週次又は 店 舗 コ ー ド,店 舗 名,品 目

(月)間 原 部門およ は1ヵ 月 間 の原料 費 と 月 次 コ ー ド,品 目名,売 価,標

料費華表 び調理加 売上高を対応させて分 準原料費,標 準原料費率,
原 工管理部 析評価するため 週 間(又 は月間)の 売上高 ・

門 売上構成比 ・売上累計構成

比 ・売 上高伸び率 ・原料費 ・

価 原料費率・原料費率伸び率・

粗利高 ・粗利構成比

管 製品原材料 在庫管理 原材料の,保 存中の変 週次又は 店 舗 コ ー ド,店 舗 名,製 品

使用高分析 部門およ 質等による使用不能状 月 次 お よび 原材 料 コ ー ド,製 品

表 び調理加 況を把握するため および原材料名,使 用不能

理 工管理部 高,理 論使用高,実 際使用

門 高,差 異

合計および 原価管理 各 メニ ュ ーの1週 間又 週次又は 店 舗コ ー ド,店 舗名,部 門

部門別原料 部門およ は1カ 月 間 の 部 門別 お 月"次 名,売 上 高,売 上構 成比,

費分析表 ぴ調理加 よび全体の原料費と売 原料費,原 料賢宰

工管理部 上高を対応 させて分析

門 評価するため
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3.フ ァ イ ル ー 覧 表

フ ァイル 名 利 用 目 的 主 要 項 目
利 用

サブシステム

店別仕訳日計 各店舗からの営業日報の内容が記録 日付,店 舗 コ ー ド,曜 日 コ ー ド, 売上管理

フ ァイ ル され て お り,毎 日の入 出 金 の状 況 を 天 候 コ ー ド,種 類 コ ー ド,区 分 (財 務管理)

把 握 す るた め に利 用 さ れる。 コ ー ド,科 目 コ ー ド,金 額

店別売上 日計 各店舗の客数 ・現金売上高 ・売掛売 日付,店 舗 コ ー ド,店 舗 名,客 売上管理

プ アイ ル 上高 の 日計 が記 録 さ れて お り,店 別 席数,現 金売上 ・売掛売上別の

売上日計表と月間店別客数一覧表の 客組 数 ・客人 数 ・売 上高 ・値 引

作成 に利 用 され る。 高 ・サ ー ビス料 ・税 金

店別売上月別 店舗別の売上高が,客 数を中心 に月 店舗 コ ー ド,店 舗 名,年 月,客 売上管理

年 間 フ ァイル 別に記録されており,月 間店別客数 組 数 ・客 人数 ・売 上高 ・時 間帯
一覧表 と期(年)間 売上高推移表の

別客 人数 の月 計,当 月1日 平 均

作 成 に利 用 され る。 の売上高・客単価 ・客席回転数
・組 当 り客数 ,対 前年 比

店別品目別売 各店舗の品目別 の売上日計が記録さ 店 舗 コ ー ド,店 舗 名,品 目コ ー 売上管理

上 日計 フ ァ イ れ て お り,日 々 の売上 の推 移 を把 握 ド,年 月,日 別 の売上 数量 と売 在庫管理
ル す る と ともに,各 店 舗 の 原材 料 お よ 上高

び製品の使用量を把握するために利

用 され る。

店別品目別売 各店舗の品目別の売上通計(又 は月 年,店 舗 コ ー ド,店 舗 名,品 目 売上管理

上通(月)別 計)が1年 間 分記 録 さ れて お り,週 コ ー ド,品 目各 週(又 は月) 仕入管理

年間 フ ァイル ごとの売上の推移を把握するととも 別の売上数量 ・売上高 ・構成比 配送管理

に,店 別品 日別週(月)間 売上統計 ・祝 日数 原価管理

表 の作成 に利 用 され る。

店別品目別売 各店舗の品目別の売上通計の過去5 年 店舗 コー ド,店 舗 名,'品 目 仕入管理

上 累 計 フ ァイ 年 間 の 累計 が記 録 さ れて お り,品 目 コ ー ド,品 目名,週 別 の過去5 配送管理

ノレ の 需 要 予測 の た め に利 用 され る。 年間の売上数量と祝日数

売 掛 当 日フ ァ 各得意先の1日 の店舗別売掛明細が 得意先 コー ド,店 舗 コ 三 ド,日 売上管理

イル 記録されており,得 意先別売掛 日計 付,売 掛明細
フ ァイル の追 加 ・更 新 に利 用 され る。

得意先別売掛 各得意先の日別の店舗別売掛明細が 得 意 先 コ ー ド,店 舗 コ ー ド,日 売掛金管理

日計 フ ァイ ル 記 録 され て お り,売 掛 金 管理 にお い 付,売 掛 明細

て売掛状況を把握するために利用さ

れ る。
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フ ァイル名 利 用 目 的 主 要 項 目 利 用
サブシステム

売 掛金 マ ス タ 各得意先の縞 目から次の縞目までの 得 意先 コー ド,得 意先 名,得 意 売掛金管理
一 売掛金情報が記録されており,売 掛 先 住 所,縞 目,前 月繰 越高,当

金の元帳として各出力帳表の作成 に 月繰 越 高,日 付,売 掛 明細

利 用 さ れ る。

週間発注計画 各店舗および工場における仕入品目 店 舗(又 は工 場)コ ー ド,店 舗 仕入管理
・実 績 フ ァイル ・ ごとの1週 間の発注計画と実績が記 (又 は工 場)名,原 材 料 コー ド, 在庫管理

録されており,週 間発注計画書 と当 原材料名,発 注単位,形 状単位,

日発注原材料一覧表の作成や仕入実 換算係数,1週 間の発注計画量

績 の把 握 に利 用 され る。 と仕入実績量および単価

発注先管理フ 各店舗および工場で使用する原材料 店 舗(又 は工 場)コ ー ド,原 材 仕入管理
アイ ル ごとに,発 注先に関する情報が記録 料 コ ー ド,発 注先 コ ー ド,発 注

され て お り,発 注 に際 して発 注 先 の 先 名,優 先順 位,発 注 曜 日コ ー

選択等 に利用 される。 ド

仕入業者別買 各仕入業者からの日別の店舗別買掛 仕 入 業 者 コ ー ド,店 舗(又 は工 買掛金管理
掛 日計 フ アイ 明細が記録されており,買 掛金管理 場)コ ー ド,日 付,買 掛 明細

ル において買掛状況を把握するために

利 用 さ れる。

買掛 金 マ ス タ 各仕 入 業者 の,縞 目か ら次 の縞 目ま 仕入 業者 コ ー ド,仕 入 業 者名, 買掛金管理
一 での買掛金情報が記録されてお り, 仕入業者住所,支 払条件,前 月

買掛金の元帳として,各 出力帳表の 繰 越 高,当 月繰越 高,日 付,買

作 成 に利 用 され る。 掛明細

工場製品週間 各店舗 における製品ごとの1週 間の 工 場 コ ー ド,工 場 名,店 舗 コー 配送管理
配送計画 ・実 配送計画と実績が記録されており, ド,店 舗 名,製 品 コ ー ド,製 品 在庫管理

績 フ ァイ ル 週間配送計画書と当日配送指示書の 名,配 送 単位,形 状 単位,換 算

作成や配送による在庫量の変化の把 係数,1週 間の配送計画量と実

握 に利 用 され る。 積量

店別(又 は工 各店舗および工場における原材料の 年週(又 は月),店 舗(又 は工 在庫管理
場)原 材料在 在庫状況が記録されており,原 材料 場)コ ー ド,店 舗(又 は工 場) 仕入管理

庫 マ ス タ ー 在庫の元帳 として,製 品原材料在庫 名,原 材 料 コー ド,原 材 料名, 原価管理
一 覧 表 の作成 等 に利 用 される

。 標準単価,前 週(又 は前月)棚

卸 高,当 週(又 は 当月)の 入 庫

高 ・出庫 高 ・棚 缶偏 ・使用不 能

高,棚 卸 日付

店別(又 は工 各店舗および工場における製品の在 年週(又 は月),店 舗(又 ば工場) 在庫管理
場)製 品在庫 庫状況が記録されており,製 品在庫 コ ー トV∬苫誇甫(又 は 工 場)名 募墾{占妻1 配送管理
マ ス タ ー の 元帳 と して,製 品 原材 料 在庫 一 覧 コー ド,製 品名,標 準単価 前週 原価管理

表 の作 成等 に利 用 され る。 (又 は前月)棚 卸高,当 週(ヌ は 当

月)の 入庫高 ・出庫高 ・棚 毎隔 ・使

用不能見 雛 旧付
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フ ァ イル 名 利 用 目 的 主 要 項 目 利 用

サブシステム

品目別原材料 各 品 目(メ ニ ュー)を 構 成 す る原材 店 舗 コ ー ド,店 舗 名,品 目 コ ー 売上管理
構成 フ ァイル 料の種類 とその標準使用量が記録 さ ド,品 目名,売 価,標 準 原料 費, 仕入管理

・

れ て お り,.個 別 標準 原 料費 の 算 出や 粗 利 益,原 材 料 コー ド,原 材 料 配送管理
各品目の原材料展開に利用される。 名,原 材料別原料費,原 材料別 在庫管理

調理基準量 ・調理単価 ・形状単 原価管理
価 ・仕入単価

製品別原材料 各工場製品 を構成する原材料の種類 工 場 コ ー ド,工 場 名,製 品 コ ー 仕入管理
構成 プ ア イル とその標準使用量が記録されており, ド,製 品名,標 準 原料 費,粗 利 在庫管理

各製品の原材料展開に利用 される。 益 原材 料 コ ー ド,原 材 料名, 原価管理

原材料別原料費,原 材料男1調理

基準 量 ・調 理 単 価 ・形 状単 価 ・

仕入単価

部門別原料費 各店舗における,売 上品 目の部門ご 店 舗 コー ド,店 舗 名,部 門名, 原価管理
マ ス タ ー との原 料 費 が記 録 され てお り,合 計 売上高,売 上構成比,標 準原料

および部門別原料費分析表の作成に 費および原料費率 実際原料費

利 用 され る。 および原料費率

カ レ ン ダ ー フ 1年 間 の 各 日の曜 日お よび休 日が記 年,週,日 付,祝 日記号,閉 店 仕入管理
アイ ル 録 されてお り,原 材料の発注計画や 記号 配送管理

製品の配送計画を立案する際に利用

さ れ る 。

店舗名 ・工場 各 店 舗 お よび工 場 の名称 ・住 所 と, 店 舗(又 は工 場)コ ー ド,店 舗 売上管理

名 フ ァイル 各店舗における売上品目の部門の名 (又 は工 場)名,店 舗(又 は工 仕入管理

称が記録 されてお り,各 種出力帳表 場)住 所,部 門 コ ー ド,部 門 名 配送管理
の 作成 に利 用 され る。 原価管理
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4.コ ー ド一 覧 表

コ ー ド名 内 容 .例 桁数
利 用
サブシステム

売上区 分 コー

ド

売上の種類による区分 1:現 金 売 上,2:売 掛 売

上,3:社 員 券,4:ク レ

ジ ッ ト

1 売上管理

貸 方 ・借 方識

別 コ ー ド

売掛入金と売掛売上,又 は買掛仕

入と買掛支払の区分

1:借 方

2:貸 方

1 売掛金管理

買掛金管理

科 目 コ ー ド 勘定科 目の コー ド 10100:現 金

71100:売 上

5 売上管理

llllll、'一
大項 目(JIS'一 ド戸1

小項 目(ユ ーザの事情に合わぜる)

業者(発 注先)

コ ー ド

仕 入 業者 の コ ー ド
一連番号 3 仕入管理

買掛金管理

銀 行 コ ー ド 取扱 銀 行 の コ ー ド
一連番号 2 売上管理

売掛金管理

買掛金管理

原材 料 お よび

製品 コ ー ド

6 仕入管理

配送管理

在庫管理

原価管理

1日Ul|
100111

肉類」}
牛 肉(ロ ース)一

●

竺㌫±二「
■

品質区分 高品質

単位区分(単位コードを参照)一 調理単位

支 払区 分コード 買掛金の支払方法による区分 1:振 込,2:手 形,3:現 金 1 買掛金管理

処 理 コー ド 帳票を入力す る際の処理の区分 C:登 録U:更 新,E:削 除 1 原価管理
運 用

仕訳 区分 コー

ド

営業日報の科 目を仕訳す る際の分

類区分

1:借 方科 目,3:貸 方科 目,

5:売 掛売 上,7:売 掛 入金

1 売上管理
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コ ー ド名 内 容 例 桁数
利用
サブシステム

単 位 コ ー ド ]1川 1101:グ ラ ム'「】≒

灘L.
単位

調理単位

4 仕入管理

配送管理

在庫管理

原価管理

量㌫=ゴ 」}
一連番号

単位区分1は,調 理単位,形 状

単位 仕入単位の区分を示し,単

位区分2は ゴその単位が重量 を表

わすものか,体 積を表わすものか

等を示す。

帳 票 コ ー ド 入力帳票の種類を示すコー ド AO1:売 上伝 票 3 各サブシステム

天 候 コ ー ド 天候 を示 す コ ー ド 1:晴,2:曇,3:小 雨,

4:雨,5:雪

1 売上管理

店 舗 お よび工

場 コ ー ド

各店 舗 と工 場 の コ ー ド 一連番号
3 各サブシステム

得 意先 コ ー ド 売掛売上の得意先のコード

,

一連番号
5 売上管理

売掛金管理

入金区分 コード 売掛金の入金方法による区分 1:現 金,2:振 込 1 売掛金管理

入力種類区分
コード

営業日報の科 目の種類を示す区分 1:借 方,2:貸 方,3:現 金

内訳,4:売 掛 内 訳

1 売上管理

発 注 曜 日コ ー

ド

曜日の全ての組合せを示す区分 001:日 曜 日 の み

008:日 曜 日 と月 曜 日

127:全 て の 曜 日

3 仕入管理

品 目 コ ー ド 売上 品 目(メ ニュー)の コ ー ド

種類区分(_耳
事情に合わせる)

一連番号

1001:コ ー ヒ ー
1一[

竜 番号

飲物を表わす区分

4 売上管理
原価管理

部門 コ ー ド 売上 品 目をグ ル ープ に分 け る際の

区分

01:肉 類 の品 目 2 原価 管 理,

運 用

曜 日 コ ー ド 曜日を示す区分 1:日 曜 日,2:月 曜 日 1 売上管理
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5.用 語 便 覧

・ 後 勘 定 方式

客 が 飲食 を す ませ て店 を 出 る時 に会 計 係 に支払 う会計 方 法 で あ り,支 払

う金 額 は売 上 伝 票 に よ って計 算 さ れ る。

ア トモ ス フ ィ ア ス ペ シ ャ リテ ィ レス トラ ン

(AtmosphereSpecialityRestaurant)

イ ンテ リアな どの設備 投 資 が 高 額 で,高 品 質 の料 理 に見 合 った 高 い価 格

の設 定 を行 い,雰 囲 気 の演 出を重 視 して お り,客 層 は 中間 層 こ とに ア ッパ

ー ミ ドル以 上 が 中心 で
,デ ィナー 客 が主 体 をな す 店 で ある。

・ECR(ElectricCashRegister)

電 子 キ ャ ッシ ュ レジス ター の こ とで あ り,従 来 は機 械的 な もの を レジ ス

ター と呼 んで い たが,こ れ に電卓 的 機 能 を付 けた もの をECRと 呼 んで い

る。

ABC分 析(ABC-Analysis)

ABC分 析 は在庫 管 理改 善 の技 法 と し て1951年 にGE社 の デ ッキ ー に

よ って開発 され,品 目別 の重 点 管理 を行 うため の管 理技 法 で あ る。

・ カ ミサ リー(Co㎜issary)

カ ミサ リー には,① 一括 購 入 ・一 括 配 送 を行 う流 通 セ ン ター と,② この

流 通 セ ンター にセ ン トラル キ ッチ ンが付 い た もの が あ るが,本 シ ス テム に

お け るモ デル では② の 流通 セ ンター とセ ン トラル キ ッチ ンを 含 めた もの を

取 扱 って い る。(本 シ ステ ムでは カ ミサ リー を工 場 と呼 ん でい る)

・ 外食 産業

従来 か ら料 理 ・飲 食 を そ の場 で 提供 す る業 種 の総 称 を飲食 業 と呼 ん で い

るが,こ れ には小 規 模 な生 業 的 な イ メー ジが 強 く残 ってい る。 しか しフ ァ

ミ リご レス トラ ンチ ェー ン,フ ァー ス トフー ドレス トラ ンチ ェ ー ン と呼 ば

れ る多店舗 経 営 で近 代 的 な産 業 と して の イ メー ジを持 つ,フ ー ドサ ー ビス

産 業 が発 展 す る につ れ 飲食 業 界全 般 を表 わ して,外 食 産 業 とい う用 語 が使
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われ る よ うに な った。

・ キ ー項 目(KeyItem)

コ ン ピュ・ニタ に よ るデー タ処 理 におい て,デ ー タの識 別,分 類 あ るい は,

照 合 す るた め の デ ー タ項 目で あ る。

・ 客単 価

売 上高 を 客数 で割 った もの を客 単価 と呼 び,客 の平 均 消 費 単価 とい うこ

とが い え る。 一 般 に単 品 中 心 の メニ ュー構 成 の場 合 は客 数 に,多 数 の商 品

中心 のメ ニ ュー構 成 の場 合は 客単価 に重点 を置 い てい る。

・ 客 席 回転 数

客数 を席 数 で割 った もの を客 席回 転 数 と呼 び,食 堂 の一 席 が あ る営 業 時

間 内 に平均 何 回 使用 され たか とい う意 味 を持 つ。

・ 原 価 差異 分 析

原 価 の標 準 値 と実 際 値 の差 を原 価 差 異 とい い,そ の 差異 の原 因,影 響等 を

分 析 ・追求 して行 く ことを原 価差 異 分析 とい う。

・ コーード(Code)

コ ン ピ ュー タ の用語 上 で の 「コー ド」 には種 々 の定義 が あ る が,コ ン ピ

ュー タ利 用 者 の立 場 での一 般 的意 味 は,あ る対 象 物 を識別 で き る よ うに表

現 す る方 法 とし て,一 定 の規 則 ・方法 に従 った記 号 ・文 字 ・数 字 な どの 組

合 せ をい う。

・ 個 別原 料 費

1品 目当 りの 原 料 費 を個別 原料 費 と呼ぶ 。 個別 原料 費 には レ シ ピー や メ

ニ ュー 基準 表 に示 され て い る個 別標 準 原料 費 と実 際 の1品 目当 りの原 料 費

す な わち個 別 実 際原 料 費 とが あ る。 原材 料 展 開 が複 雑 な個 別 実 際原 料費 の

把 握 は困 難 と され てい る。

・ サ ー ビス 方 式

外食 産業 にお け るサー ビス提 供 方 式 であ り,以 下 の方 法 が あ る。`

① テー ブルサ ー ビス ② カ ウ ンタ ー サー ビス ③ テ イ クア ウ トサ ー ビス
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④ セ ル フサ ー ビス ⑤ 自動販 売機 に よるサ ー ビス

・ シス テ ムエ ン ジニ ア(SE:SystemEngineer)

シス テ ムをEDPS(ElectricDataProcessingSysteth)化 す るた め に

対 象 シ ス テム を調 査 分 析 し,新 シ ス テ ムの設計 及 び開発 を行 う人 び との こ

とであ り,SE(エ ス イー)の 俗称 で呼 ばれ て い る。

・ 出力(Output)

一般 的 には
,コ ン ピュー タ に よ って処 理 された結 果 を出 力装 置 に よ り,

出力媒 体上 へ出 力(印 字,表 示,記 録)す るこ とをい う。

・ 仕 様書 発 注

す で に大 量生 産 方 式 の技 術 を持 っ て い る主 と し て食 品 メ ー カ ー,あ る・

い は特 定 の第 三 者 に専 用工 場 を建 設 し て もら って,仕 込 み の方法 を仕 様 書

に定 め,こ れ に よ り発 注す る方式 で,セ ン トラ ルキ ッチ ン に よる もの と同

様 な効 果 を上 げ る こ とが で き る とい われ てい る。

・ 食 品原 材 料

直接 客 の 口 に入 る材 料 を食 品 原材 料(本 シス テ ムで は略 して原 材 料 と呼

んで い る)と 呼 び,料 理 とい う商品の実 体 とな る材 料 で あ る。

・ セ ン トラル キ ッチ ン(CentralKitchen)

多店 舗 化 に よる調 理 コ ス トの増大 化 の弊 害 を解 消 し,調 理 の標準 化 を 目

的 とし,店 舗 の調 理 ・加 工部 門 を独 立 させ一 箇 所 に集 め,集 中調理 を行 う

場 所 を呼 ぶ。

・ ソ フ トウェ ア(Software)

コ ンピュー タ(ハ ー ドウェ ア)を 有効 に活用 す るた め の技術 を い い,狭

い意味 では コ ン ピュー タ の プ ログ ラ ムを さす 場 合 もあ る。

・ デ一一タ(Data)

事 象 や概 念 な ど を 人 間 もし.くは機 械 に よる処 理 に適 す る よ う,形 式 化 し,

表 現 した もの。
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・ テ イ ク ア ウ ト(TakeOut)

椅 子 席 を設 けず,客 が カ ウ ンタ ー で 商 品 を受 け と り代 金 を払 って持 ち帰

る サー ビス 方 式 であ る。

'入 力(Input)

一 般 的 には
,コ ン ピュー タ に処 理 す べ きデー タを,入 力装 置 に よ り入 力

す る こ とを さす。

・ ノミイ ト(Byte)

デー タ の表 現 形 式 の一 つ で,2進 数1桁 を表現 す る ビ ッ トを8ケ 組 合 せ

て,文 字,数 字,記 号1桁 を表 現 す る単 位 であ る。

・ ハ ー ドウ エア(Hardware)

一 般 的 には ,機 械,器 具,装 置 な どの ことで あ り,コ ン ピ ュー タ で いえ

ば,コ ン ピ ュー タ を構 成す る各 装 置 及 びそ の全体 をい い,そ の構 成 は,入

力装 置,中 央処 理 装 置(制 御 装 置,記 憶 装置,演 算 装 置),出 力装 置 か ら

成 る。

・ フ ァー ス トフー ドレス トラ ン(FastFoodRestaurant)

注 文 か ら の待 ち時 間 が ご くわ ず か で迅 速 なサー ビスを行 う レス トラ ンで

あ る。 安 い 価 格構 成 で若 年 層 を対 象 と して,ハ ンバー ガー や フライ ドチ キ

ンが 主 要 メニ ュー に な って い る こ とが 多い。

・ フ ァイ ル(File)

一定 の 目的 を もつ 記 録(Recordy)集 りであ り
,コ ン ピ ュー タ シ ス テ ム

に おい ては外 部 記 憶 装 置(磁 気 デ ィス ク,フ ロ ッピー デ ィス ク な ど)上 の

記 録 の集 ま りを さす 。 この うち,デ ー タ 処 理 の中心 とな り,恒 久 的(半 恒

久 的)に デ ー タ を蓄 積 す る もの をマ ス ター フ ァイ ル(MasterFile)と 呼

ぶo

・ フ ァ ミ リー レス トラ ン(FamilyRestaurant)

中 年 層以 上 の 家 族 を対 象 とした レス トラ ンであ る。 手 頃 な価 格構 成 で,

朝食,昼 食,層夕食 に対 す るサー ビス が で き るの が一 般的 で あ る。
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・ フ ラ ンチ ャイ ズ ・チ ェー ン方式(Franchise--Chain)

経 営 本 部(経 営主 宰 者)で あ る フラ ンチ ャイ ザー が,自 己 の 開 発 し た

経 営 の技 術 を多 数 の 独立 企 業 に指 導 す る方 式 で,本 部 は加 盟 店(フ ラ ンチ

ャ イ ジー)か ら の契 約金,売 上 歩 合 に よる ロイ ヤ リテ ィー収 入 に よ って維

持 され る。

・ プ ログ ラム(Program)

コ ン ピ ュー タ に所要 の処 理 を行 わせ るた めの,そ の処 理 の一 連 の作 業,

動作 を指 令 す る命 令語 群 を プ ログ ラム とい う。 この プ ログ ラ ムを作 成 す る

こ とを プ ・ グ ラ ミ〃(Progranming),プ ・グ ラム を作 成 す る仕 事 にた

ず さ わ る人 を プ ・グ ラ マー(Programmer)と い う。

・POSシ ステ ム(PointOfSalesystem)

店 頭 販 売情 報 を 中心 と して,発 注,仕 入 れ,検 品,顧 客 な ど,小 売 経 営

活 動 に関す る必 要 情 報 を主 と して そ の販 売 時点 で捉 え,コ ンピュー タ ・シ

ス テ ム を活 用 して管 理す る小 売業 の総 合 経 営情 報 シ ス テ ム。

・ 前 勘 定方 式

これ は 食券 制 と もい って 客 は食 堂 に入 場 す る前 に会計 係 か ら食 券 を購 入

し,食 堂 内 にお い て接 客 係 か ら食 券 と引替 え に料 理 を受 け とる方 法 。

・ ラ イ フ ス タイ ル(LifeStyle)

新 し い消 費 者行 動 を とら え るた め に用 い られ る言 葉,そ れぞ れ の世 代 が

持 って いる 価値 観 に基 づ い た,人 々 の生 活 の仕 方,流 儀 を い う。

・ レギ ュラー ・チ ェー ン方 式(Regular-Chain)

一 般 に直 営 チ ェー ン と呼 ば れ ,自 社 で新 しい店 舗 を作 り,所 有 し,経 営

す る チ ェー ン方式 で あ る。

・ レ シ ピー(Recipe)

レ シ ピー とは 各 メニ ュー の原 材 料構 成 及 び調 理 方法 の ほ か,売 価,原 料

費等個別原価 に関す る事項 を記載 した調理 マニ ュアルであり,特にフ ァース トフード

レス トランに おいては詳 細な レシ ピーを作成 し,そ の運用を厳格 に統制 して いる。
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